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ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎

吉
野
作
造

凡
例

・
本
論
文
は
、
例
言
に
あ
る
よ
う
に
吉
野
作
造
の
若
い
と
き
の
習
作
の
よ
う
な
論
文
で
あ
る
。
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
、『
吉
野
作
造
選
集
』

よ
り
採
っ
た
も
の
で
、
選
集
収
録
時
に
、
旧
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、「
幷
」
→
「
並
」、「
軀
」
→
「
躯
」

と
す
る
。
ま
た
、「
是
れ
」
→
「
こ
れ
」、「
夫
れ
」
→
「
そ
れ
」、「
若
し
」
→
「
も
し
」、「
而
か
も
」
→
「
し
か
も
」
と
す
る
。

・
旧
仮
名
遣
い
を
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
い
く
つ
か
の
送
り
仮
名
の
不
統
一
を
改
め
、「
先
き
に
」
→
「
先
に
」、「
先
ち
」
→
「
先

だ
ち
」、「
基
く
」
→
「
基
づ
く
」、「
止
る
」
→
「
止
ま
る
」、「
非
る
」
→
「
非
ざ
る
」、「
非
ら
ず
」
→
「
非
ず
」、「
非
ん
」
→
「
非

ず
ん
」
と
す
る
。
ま
た
、「
与
ふ
る
」
→
「
与
え
る
」、「
考
ふ
る
」「
考
ふ
」
→
「
考
え
る
」、「
加
ふ
」
→
「
加
え
る
」、「
伝
ふ
る
」

→
「
伝
え
る
」、「
用
ふ
る
」
→
「
用
い
る
」、「
て
ふ
」
→
「
と
い
う
」
と
し
た
。
踊
り
字
は
解
消
し
た
。

・
ル
ビ
は
、
原
論
文
を
尊
重
し
な
が
ら
新
た
に
附
し
た
と
選
集
の
凡
例
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
尊
重
し
い
く
つ
か
追
加
し
た
。

・
傍
点
は
、
太
ゴ
シ
ッ
ク
に
し
た
。

・【
】
及
び
ペ
ー
ジ
左
の
脚
注･

訳
は
す
べ
て
作
成
者
が
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
訳
語
は
河
出
書
房
新
社
版
（
樫
山
な
ど
訳
）
を
参
照
。

・「〔
〕」
は
底
本
に
お
け
る
注
記
で
あ
る
。「〔
〕」
の
な
い
「
マ
マ
」
は
作
成
者
が
附
し
た
も
の
。

・
文
献
名
が
青
字
斜
体
で
あ
る
も
の
は
、
ネ
ッ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
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例
言

一
、
明
治
三
十
六
年
九
月
予
の
東
京
法
科
大
学
に
在
る
や
、
正
課
の
講こ
う
え
ん筳
に
侍
す
る
の
傍
ら
法
理
学
演
習
に
参
し
、「
ヘ
ー

ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎
」
な
る
課
題
を
択
び
謹
ん
で
教
を
指
導
教
授
穂
積
陳
重
先
生
【1856-1926

】
に
乞
い
、
越
え
て

三
十
七
年
三
月
に
至
り
、
漸
く
覚
束
な
き
一
篇
の
論
文
を
呈
し
て
報
告
の
任
を
遂
ぐ
る
こ
と
を
得
た
り
き
。
本
書
は
即
ち
其

大
綱
を
録
せ
る
も
の
な
り
。

二
、
思
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
研
究
は
用
語
の
困
難
な
る
と
思
想
の
深
遠
な
る
と
に
於
て
先
ず
多
大
の
労
苦
を
感
ず
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず之

彼

の
哲
学
は
整
然
た
る
一
大
系
統
を
な
し
前
後
相
重
畳
聯
絡
し
て
終
始
相
貫
通
す
る
が
故
に
、
彼
の
法
律
学
説
は
固も
と

よ
り
唯
一

篇
のR

echtsphilosophie

に
於
て
之
を
窺
う
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
完
全
な
る
理
解
はLogik

よ
りG

eistesphilosophie

の

末
尾
た
る
『
哲
学
史
』
に
至
る
彼
の
全
集
を
読
破
し
た
る
後
に
於
て
始
め
て
之
を
能よ

く
す
べ
き
の
み
。
予
の
見
る
所
を
以
て

す
れ
ば
、
少
く
と
もLogik

の
前
文
と
『
心
霊
哲
学
』【『
精
神
哲
学
』】
中
の
一
篇
「
主
観
的
心
霊
論
」【「
主
観
的
精
神
」】（
殊

に
其
第
三
章
「
心
理
学
」）
と
を
一
読
す
る
に
非あ
ら

ず
ん
ば
以
て
彼
の
『
法
律
哲
学
』【„ G

rundlinien der Philosophie des Rechts”, 

„ The philosophy of right”

】
を
解
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
斯
れ
豈あ

に
予
が
乏
し
き
力
と
時
と
の
能
く
堪
う
る
所
な
ら
ん
や
。

今
本
書
を
公
刊
す
る
に
当
り
、
特
に
法
理
研
究
会
の
名
を
以
て
出
版
す
る
を
得
た
る
は
、
予
の
大
に
光
栄
と
す
る
所
な
り
と

雖い
え
ども

、
亦
時
に
誤
を
伝
え
て
或
は
ヘ
ー
ゲ
ル
を
累
す
る
あ
ら
ん
こ
と
を
深
く
恥
ぢ
且
つ
恐
る
る
の
情
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。

三
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
理
学
説
は
之
を
彼
の
『
法
律
哲
学
』
一
篇
の
み
に
依
り
て
知
る
を
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
既
に
述
べ
た

る
が
如
し
。
故
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
学
説
を
研
究
せ
ん
と
す
る
者
は
、
直
接
に
彼
の
『
法
律
哲
学
』
に
就
き
て
其
の
内
容

を
解
明
す
る
に
先
だ
ち
、
ま
ず
緒
論
と
し
て
彼
の
『
法
律
哲
学
』
を
解
す
る
に
必
要
な
る
前
提
的
知
識
を
得
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
予
の
本
書
に
於
て
論
明
せ
ん
と
す
る
所
は
主
と
し
て
此
前
提
的
知
識
に
限
れ
り
、
之こ

れ
実
に
彼
の
法
理
学
説
の
基
づ
く
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所
な
る
を
信
ず
れ
ば
な
り
。
も
し
そ
れ
彼
の
法
理
学
説
の
精
細
な
る
内
容
に
至
っ
て
は
、
直
ち
に
彼
の
『
法
律
哲
学
』
に

赴
く
べ
く
又
はK

uno Fischer 

の
近
世
哲
学
史
中
ヘ
ー
ゲ
ル
の
部
【„ H

egels Leben, W
erke und Lehre”

】、
も
し
く
はM

orris
のPhilosophy of State and H

istory

【G
eorge M

orris, „H
egel’s philosophy of the state and of history”

】
に
就
く
も
亦
可
な
り
。

Stirling

のPhilosophy of Law

【Jam
es H

utchison Stirling, „Lectures on the philosophy of law
”, 1873

】
亦
一
部
分
を
知
る
に
足
る

べ
き
な
り
。明

治
三
十
七
年
十
二
月
【1904.12

】

吉
野
作
造

ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎　
目
次

第
一
章　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
の
基
礎
観
念

認
識
問
題
に
対
す
る
見
解　
　

宇
宙
本
体
観　
　

弁
証
法

第
二
章　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
体
系
及
び
法
律
哲
学
の
地
位

哲
学
の
三
大
系
別　

論
理
学　

天
然
哲
学　

心
霊
哲
学
並
に
法
律
哲
学

第
三
章　

法
律
哲
学

第
一
節　

法
律
哲
学
の
前
提

総
論　
　

純
理
的
心
霊　
　

実
践
的
心
霊　
　

自
由
意
思

第
二
節　

法
律
哲
学
の
特
質

自
由
意
思
と
法　
　

法
と
国
家　
　

国
家
的
強
制
権
と
個
人
的
自
由
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ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
の
基
礎

ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
は
、
彼
れ
が
根
本
的
世
界
観
の
性
質
上
、
尨
然
た
る
一
大
哲
学
体
系
の
一
階
段
を
な
す
も
の
な

る
が
故
に
、
之
を
彼
れ
が
哲
学
体
系
の
他
の
部
分
よ
り
全
く
離
脱
し
て
独
立
に
研
究
す
る
こ
と
を
得
ず
。
少
く
と
も
法
律
哲

学
研
究
の
前
提
と
し
て
は
、
彼
れ
が
哲
学
上
の
基
礎
観
念
と
、
其
体
系
と
、
及
び
直
接
に
法
律
哲
学
の
前
提
と
な
れ
る
哲
学

の
他
の
部
分
と
を
理
解
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
。
故
に
以
下
三
章
に
分
ち
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
の
基
礎
観
念
」、「
其
哲
学

体
系
に
於
け
る
法
律
哲
学
の
地
位
」、
及
び
「
法
律
哲
学
」
を
論
ぜ
ん
と
す
。

第
一
章　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
の
基
礎
観
念

認
識
問
題
に
対
す
る
見
解　
　

宇
宙
本
体
観　
　

弁
証
法

（
一
）

近
時
哲
学
の
研
究
は
実
験
主
義
に
傾
き
、
吾
人
【
＝
我
々
】
の
知
力
は
経
験
を
超
越
す
る
こ
と
を
得
ず
哲
学
の
目
的
物
は

現
象
の
範
囲
を
出
で
ず
と
す
る
の
学
説
盛
に
行
わ
る
と
雖い
え
ども

、
第
十
九
世
紀
の
初
代
に
在
り
て
は
猶
お
理
想
派
の
学
説
大
な

る
勢
力
を
有
し
哲
学
的
考
究
の
目
的
物
を
以
て
現
象
以
上
の
実
在
な
り
と
な
し
き
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
実
に
此
思
潮
の
絶
頂
に
位

す
る
も
の
な
り
。
今
そ
れ
哲
学
の
目
的
物
は
現
象
以
上
の
実
在
な
り
と
せ
ば
、
吾
人
は
果
し
て
現
象
を
超
越
し
て
直
に
其
実

在
体
を
認
識
す
る
の
特
殊
の
能
力
を
有
す
る
や
否
や
の
問
題
は
、
実
に
哲
学
成
立
の
必
須
の
前
提
条
件
た
る
べ
し
。
此
の
前

提
問
題
を
論
究
せ
ず
し
て
直
に
実
在
問
題
に
入
る
は
非
な
り
、
又
全
然
斯
か
る
能
力
を
認
め
ざ
る
も
亦
早
計
な
ら
ん
。
所い
わ
ゆ
る謂

純
正
哲
学
の
範
囲
に
入
り
て
直
に
実
在
問
題
を
論
究
す
る
の
前
、
先
ず
吾
人
の
認
識
力
を
批
判
す
る
に
非
ず
ん
ば
、
吾
人
の
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論
究
は
往
々
空
論
に
帰
す
る
の
恐
あ
る
べ
し
。
こ
れ
ロ
ッ
ク
、
カ
ン
ト
こ
の
方
多
く
の
学
者
が
其
哲
学
系
統
の
一
部
と
し
て

先
ず
認
識
問
題
を
論
ず
る
所ゆ
え
ん以

な
り
。

認
識
と
は
智
識
を
得
る
所
以
の
過
程
を
云
う
。
認
識
し
て
得
た
る
も
の
は
智
識
な
り
、智
識
を
得
る
は
即
ち
認
識
に
依
る
。

凡お
よ

そ
認
識
の
成
立
に
は
二
個
の
条
件
を
必
要
と
す
、
認
識
す
る
主
観
及
び
認
識
せ
ら
る
る
客
観
是こ
れ

な
り
。
抑そ
も
そも

認
識
せ
ら
る

る
客
観
は
認
識
す
る
主
観
と
離
れ
て
独
立
の
存
在
を
有
す
る
者
な
り
や
否
や
こ
れ
大
な
る
問
題
な
り
。
所
謂
現
象
と
は
何
ぞ

や
。
吾
人
は
或
物
を
認
識
す
と
云
う
も
、実
は
之
を
見
て
色
の
黒
白
又
は
形
の
方
円
を
分
ち
之
に
触
れ
て
実
の
硬
軟
を
知
り
、

之
等
の
知
覚
を
綜
合
し
て
茲こ
こ

に
或
物
を
断
定
す
る
に
過
ぎ
ず
、
或
物
そ
れ
自
身
の
認
識
と
云
わ
ん
よ
り
は
寧む
し

ろ
主
観
的
作
用

た
る
色
形
質
等
の
知
覚
の
み
。
然
ら
ば
即
ち
現
象
（
認
識
せ
ら
る
る
客
観
）
は
畢
ひ
っ
き
ょ
う竟

主
観
内
の
事
に
外
な
ら
ず
、
主
観
な
く

し
て
は
客
観
あ
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
之
を
要
す
る
に
吾
人
の
「
自
我
及
び
外
物
に
関

す
る
認
識
」
は
純
然
な
る
心
識
の
状
態
に
外
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
通
俗
に
は
こ
の
心
識
の
状
態
そ
の
も
の
が
客
観
即
ち
非
我
界

に
存
在
し
て
認
識
の
対
象
を
な
す
も
の
と
信
ず
る
な
り
。
何
故
に
斯
く
信
ず
る
か
、
斯
く
信
ず
る
こ
と
を
得
る
理
由
如
何
、

吾
人
の
意
識
以
外
に
超
主
観
的
実
在
の
存
在
す
る
こ
と
は
何
に
よ
り
て
之
を
知
る
か
、
其
実
在
の
本
性
は
如
何
、
実
在
の
形

式
と
認
識
の
形
式
と
は
厳
密
に
一
致
す
る
も
の
な
り
や
否
や
。
之
れ
皆
認
識
論
の
問
題
と
す
る
所
な
り
。
而し
か

し
て
之
等
の
諸

問
題
は
之
を
次
の
二
項
に
約
し
て
研
究
す
る
を
便
と
す
る
が
如
し
、
一
は
認
識
と
其
内
容
又
は
対
象
と
の
関
係
の
問
題
に
し

て
、
他
は
実
在
を
離
れ
た
る
単
純
な
る
認
識
作
用
の
み
の
問
題
な
り
。

吾
人
の
智
識
の
源
た
る
認
識
と
は
如
何
な
る
も
の
な
る
か
、
正
確
な
る
智
識
は
何
に
よ
り
て
得
ら
る
る
も
の
な
る
か
。

此
問
題
に
対
し
て
古
来
大
略
二
様
の
答
案
あ
り
、
経
験
論
及
び
超
経
験
論
是こ
れ

な
り
。
経
験
論
は
智
識
の
唯
一
の
起
源
を
経
験

に
帰
す
る
の
説
な
り
。
吾
人
の
智
識
は
経
験
に
よ
り
て
得
た
る
結
果
の
総
体
の
み
、
所
謂
理
性
に
基
づ
く
智
識
と
云
う
が
如
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き
は
実
は
空
想
に
過
ぎ
ず
し
て
真
正
確
実
な
る
も
の
に
非
ず
、
智
識
の
確
実
な
る
起
源
は
後
天
的
な
る
経
験
の
み
な
り
と
主

張
す
。
ロ
ッ
ク
嘗か
つ

て
曰
く
、
智
識
と
は
外
部
的
経
験
を
以
て
心
を
充
た
す
こ
と
な
り
と
、
以
て
此
派
を
代
表
す
る
の
言
と

な
す
べ
し
。
而し
か

し
て
経
験
論
の
主
張
に
従
う
と
き
は
吾
人
の
認
識
は
到
底
現
象
界
以
外
に
及
ぶ
こ
と
能あ
た

わ
ず
、
所
謂
実
在

は
吾
人
の
経
験
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
所
な
る
が
故
に
、
実
在
問
題
の
範
囲
に
於
て
は
吾
人
は
当
然
に
ス
ペ
ン
サ
ー
【H

erbert 

Spencer, 1820-1903
】
と
共
に
不
可
知
論
を
唱
え
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
斯
く
の
如
き
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
採
る
所
の
根

本
主
義
と
相
容
れ
ざ
る
こ
と
固
よ
り
論
を
待
た
ず
。
理
想
派
の
学
者
に
あ
り
て
は
「
実
在
の
認
識
の
可
能
」
即
ち
「
万
有
の

超
経
験
的
本
性
の
認
識
の
可
能
」
を
論
証
す
る
の
責
任
あ
る
こ
と
既
に
述
べ
た
る
が
如
し
、
而
し
て
超
経
験
的
本
性
は
固
よ

り
経
験
に
よ
り
て
認
識
す
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
茲こ
こ

に
別
に
経
験
以
外
の
機
関
を
以
て
認
識
の
本
質
を
説
明
す
る

の
必
要
を
生
ず
。
超
経
験
論
は
即
ち
此
必
要
に
応
ぜ
ん
が
た
め
に
、経
験
論
に
反
対
し
て
起
る
も
の
な
り
。
其
主
張
に
曰
く
、

吾
人
の
智
識
中
正
確
な
り
と
称
す
べ
き
も
の
は
吾
人
に
固
有
せ
る
且
つ
外
界
よ
り
受
く
る
経
験
と
全
く
無
関
係
な
る
特
殊
の

能
力
に
基
づ
く
も
の
な
り
、
経
験
に
よ
り
て
得
た
る
所
は
正
確
な
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
之
は
倏し
ゅ
っ
こ
つ忽【

極
め
て
短
い
時
間
】
の
状

態
を
認
識
す
る
に
止
り
、事
物
の
外
を
決
定
す
る
の
み
に
過
ぎ
ず
、即
ち
経
験
はN

ow

とH
ere

と
に
制
限
せ
ら
る
る
を
以
て
、

之
の
み
に
て
は
普
遍
必
然
な
る
智
識
を
得
る
に
由
な
け
れ
ば
な
り
。
智
識
の
起
源
は
経
験
を
超
越
せ
る
先
天
的
能
力
に
あ
り

と
。
而
し
て
此
超
経
験
説
の
う
ち
、或
は
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
【M

eister Eckhart, 1260

年
頃 - 1328

年
頃
】
又
は
セ
リ
ン
グ
【Friedrich 

W
ilhelm

 Joseph von Schelling, 1775-1854

】
の
如
く
、
直
覚
に
よ
り
て
直
に
事
物
の
真
象
を
洞
知
す
る
を
得
と
説
く
も
の
あ
り
、

又
或
は
デ
カ
ル
ト
の
如
く
、
人
は
「
考
察
に
よ
り
て
道
理
を
知
る
」
と
い
う
本
性
即
ち
理
性
を
賦
有
す
と
説
く
も
の
あ
る
こ

と
は
深
く
説
明
す
る
を
待
た
ざ
る
所
な
り
。

智
識
の
起
源
は
単
に
外
部
的
経
験
の
み
な
る
か
、
又
は
単
に
内
部
的
理
性
の
み
な
る
か
。
二
者
の
何
れ
か
一
方
の
み
に
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依
り
て
智
識
の
起
源
を
説
明
せ
ん
と
す
る
は
或
は
極
端
に
失
す
る
の
誹そ
し
りを
免
れ
ざ
ら
ん
。
カ
ン
ト
は
乃す
な
わち
認
識
の
作
用
を
以

て
内
外
二
者
の
協
働
に
出
づ
る
も
の
と
な
し
以
て
折
衷
の
見
を
樹
て
た
り
。
氏
曰
く
、
吾
人
の
智
識
は
も
と
経
験
に
よ
り
て

生
ず
。
併
し
経
験
は
智
識
の
唯
一
の
源
に
あ
ら
ず
。
蓋け
だ

し
認
識
は
経
験
に
よ
り
て
始
る
も
、
吾
人
は
こ
の
経
験
に
対
し
て
決

し
て
受
動
的
に
非
ず
。
外
物
の
刺
撃
【
刺
戟
】
に
よ
り
て
得
た
る
経
験
を
ば
更
に
固
有
先
天
の
能
力
に
よ
り
て
斉
整
し
、
以

て
始
め
て
智
識
を
生
ず
る
も
の
な
り
。
此
先
天
的
能
力
に
三
種
あ
り
。
感
覚
（
即
ち
外
界
の
刺
撃
）
を
受
容
し
、
之
に
時
間

空
間
の
形
式
を
附
与
し
て
知
覚
し
得
べ
き
物
体
と
す
る
も
の
を
感
ジ
ン
リ
ヒ
カ
イ
ト

性
【Sinlichkeit

】
と
い
い
、
感
性
の
供
す
る
資
料
を
受
容

し
十
二
範
疇
の
形
式
に
依
り
て
之
を
判
断
す
る
も
の
を
悟
ヘ
ル
ス
タ
ン
ト
性
【Verstand

】
と
い
い
、
悟
性
の
判
断
を
心
霊i i

、
自
然
、
神
の
形

而
上
的
観
念
に
綜
合
す
る
も
の
を
理
ヘ
ル
ヌ
ン
フ
ト

性【Vernunft

】と
い
う
と
。之
に
依
り
て
見
れ
ば
カ
ン
ト
は
経
験
を
刺
撃
す
る
外
物（D

ing 

an sich

）【
物
其
自
身
＝
物
自
体
】
を
立
す
る
も
、
吾
人
の
認
識
す
る
所
は
畢
竟
「
心
意
に
具
存
す
る
主
観
的
形
式
に
従
て
生
ず

る
観
念
」
に
過
ぎ
ず
と
す
る
者
な
り
。
物
其そ
れ

自
身
はdenkbar

【
考
え
得
る
】
な
れ
ど
もerkennbar

【
認
識
し
得
る
】
に
非
ず
と

す
る
を
以
て
、
吾
人
の
認
識
す
る
客
観
は
実
は
物
其
自
身
に
非
ず
、
認
識
の
主
体
客
体
共
に
我
を
出
で
ず
と
云
わ
ざ
る
を
得

ず
。
カ
ン
ト
の
説
は
此
点
に
於
て
関
係
的
不
可
知
論
と
云
う
て
可
な
ら
ん
か
。

認
識
問
題
に
対
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
解
は
如
何
。
彼
が
『
論
理
学
』
の
前
文
に
於
て
カ
ン
ト
を
評
せ
る
の
言
は
正
に
氏

の
見
解
の
一
端
を
窺
う
に
足
る
。
其
要
に
曰
く
哲
学
の
根
本
問
題
の
論
究
に
先
だ
ち
、
先
ず
認
識
の
正
否
を
論
定
せ
ん
と
す

る
が
如
き
は
到
底
不
可
能
な
り
。
吾
人
の
思
想
は
決
し
て
自
己
自
身
の
妥
当
性
を
判
ず
る
こ
と
を
得
ず
。
仮た
と
い令
之
を
判
ず
る

こ
と
を
得
べ
し
と
す
る
も
、
其
判
断
を
な
す
所
の
思
想
に
対
し
て
更
に
之
れ
が
正
否
を
判
定
す
べ
き
第
二
の
思
想
を
要
し
、

斯
く
し
て
際
限
な
か
る
べ
し
。
故
に
吾
人
の
思
想
の
客
観
的
妥
当
性
は
、
一
々
我
が
理
性
に
於
て
然
り
と
信
ず
る
所
に
依
り

i
　「
心
霊
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
は" G

eist"

、
著
書
中
の
表
題
で
は
「
精
神
」
と
も
訳
し
て
い
る
。
心
・
精
神
・
生
命
・
智
な
ど
の
意
を
持
つ
。
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て
判
定
す
る
の
外
な
し
。
寧
ろ
理
性
自
身
を
信
用
し
其
断
定
す
る
所
に
基
づ
き
て
論
究
を
進
む
べ
き
の
み
。
カ
ン
ト
は
物
其

自
身
は
認
識
す
べ
か
ら
ず
と
云
う
も
其
存
在
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
之
を
許
せ
り
。
故
に
理
性
を
以
て
自
我
及
非
我
の
実
在

の
本
質
を
究
め
、
其
結
果
に
よ
り
て
認
識
力
の
正
否
を
決
す
べ
き
也
と
。
思
う
に
認
識
問
題
は
一
方
よ
り
云
え
ば
宇
宙
の
本

体
に
関
す
る
純
正
哲
学
上
の
問
題
よ
り
全
然
独
立
分
離
せ
し
む
る
こ
と
を
得
ず
、
実
在
の
究
竟
問
題
よ
り
影
響
受
く
る
こ
と

な
く
し
て
認
識
問
題
の
論
究
は
進
め
難
き
も
の
な
り
と
の
説
は
一
理
あ
る
の
言
た
り
。
故
に
理
論
上
哲
学
の
研
究
に
於
て
認

識
論
と
実
在
論
と
何
れ
を
先
と
す
べ
き
か
は
一
個
の
問
題
と
す
る
の
価
値
な
き
に
非
ず
。
カ
ン
ト
が
認
識
論
を
先
と
し
た
る

に
反
し
ヘ
ー
ゲ
ル
は
之
を
後
に
す
べ
し
と
す
る
論
者
に
し
て
、
先
決
問
題
と
し
て
先
ず
実
在
の
本
質
を
究
明
す
べ
き
こ
と
を

主
張
す
る
者
な
り
。
去
れ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
え
り
、
哲
学
各
部
の
研
究
に
先
だ
ち
て
認
識
問
題
を
第
一
に
攻
究
す
る
は
、
宛あ
た

か
も
水
中
に
入
ら
ず
し
て
游
泳
術
を
学
ば
ん
と
す
る
が
如
し
と
。
然
り
游
泳
術
は
身
を
水
中
に
投
じ
て
而
し
て
之
を
学
ぶ
べ

し
、
認
識
力
の
正
否
は
実
在
の
本
質
を
解
明
す
る
こ
と
に
依
り
て
自
ら
明
瞭
た
る
べ
し
と
す
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
認
識
論

を
ば
実
在
問
題
の
攻
究
以
外
に
置
か
ず
、
其
の
哲
学
体
系
の
一
部
と
し
て
研
究
せ
し
こ
と
は
、
固
よ
り
当
然
の
事
理
な
る
べ

し
（
精
神
哲
学
中
のi iPhänom

enologie des G
eistes

）。
従
て
彼
の
認
識
問
題
に
関
す
る
見
解
を
窺
う
に
は
先
ず
宇
宙
の
本
体

に
関
す
る
彼
の
思
想
の
大
体
を
知
る
こ
と
を
必
要
と
す
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
考
に
依
れ
ば
、
物
質
及
び
精
神
の
本
体i ii
は
唯
一
の
理ロ
ゴ
ス性

（
又
は
道
理
）
な
り
、
吾
人
の
心
意
は
物
質
的
天

然
と
共
に
同
じ
く
万
有
の
本
性
た
る
ロ
ゴ
ス
の
有
限
界
に
於
け
る
実
存
体
な
り
。
故
に
「
本
体
の
認
識
」
と
し
て
の
哲
学
は
、

吾
人
が
自
己
の
本
性
た
る
ロ
ゴ
ス
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
て
成
立
す
べ
し
。
然
ら
ば
哲
学
は
自
己
が
自
己
の
本
性
を
認
識

i　

エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
中
の
一
章D

ie Philosophie des G
eistes, 1. D

er subjektive G
eist, B

. D
ie Phänom

enologie des G
eistes. §413~

。

同
名
の
処
女
作
『
精
神
現
象
学
』
で
は
な
く
と
い
う
意
。
吉
野
が
そ
の
両
者
の
異
同
を
掴
ん
で
い
る
か
は
疑
問
と
し
て
。

ii
　
本
論
文
で
は
、
本
体
が
ど
の
語
を
指
す
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
一
個
所
「
本
性
」
と
し
た" Substanz"

実
体
で
あ
ろ
う
。
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す
る
に
よ
り
て
成
立
す
、
認
識
す
る
も
の
も
認
識
せ
ら
る
る
も
の
も
必
竟
【
畢
竟
・
つ
ま
る
と
こ
ろ
】
同
一
な
り
。
而
し
て
後

に
も
説
く
が
如
く
ロ
ゴ
ス
は
弁
証
法
に
よ
り
て
発
展
す
る
の
「
道
理
」
な
る
が
故
に
、
吾
人
は
吾
人
の
理
性
を
純
粋
に
弁
証

法
に
よ
り
て
発
展
せ
し
む
る
と
き
は
即
ち
ロ
ゴ
ス
を
認
識
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
換
言
す
れ
ば
本
体
は
弁
証
法
に
よ
り
て
吾

人
の
認
識
の
内
容
と
な
る
も
の
な
り
。
こ
の
「
本
体
の
認
識
」
に
至
る
ま
で
の
人
類
の
理
性
そ
の
も
の
の
発
展
を
論
ず
る
も

の
は
即
ちPhänom

enologie des G
eistes

に
し
て
主
観
的
精
神
論
の
一
部
た
り
。

斯
く
て
人
は
「
本
体
」
を
認
識
す
る
こ
と
を
得
る
や
と
云
う
問
題
を
論
定
す
る
に
先
だ
ち
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
先
ず
認
識
者

と
被
認
識
者
と
の
関
係
を
定
め
た
り
。
万
物
は
唯
一
の
道
理
の
発
現
な
り
と
の
提
説
は
論
証
と
云
わ
ん
よ
り
は
寧
ろ
彼
の
独

断
す
る
所
に
し
て
、
吾
人
の
認
識
せ
ん
と
欲
す
る
相
手
は
即
ち
吾
人
自
ら
の
本
性
に
外
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
従
て
吾
人
は
万

有
の
本
体
を
認
識
す
る
の
性
能
を
固
有
す
と
す
る
は
固
よ
り
彼
の
当
然
の
論
結
な
ら
ん
。
然
れ
ど
も
彼
は
全
く
経
験
を
排
斥

せ
し
に
非
ず
。
彼
が
認
識
の
機
関
と
し
て
経
験
と
理
性
と
を
併
挙
し
た
る
は
氏
の
「
弁
証
法
」
を
執
る
に
基
づ
く
特
色
に
し

て
、
又
他
の
理
性
論
者
と
異
な
る
所
な
り
。

ヘ
ー
ゲ
ル
以お
も
え為
ら
く
ロ
ゴ
ス
は
万
有
の
基
本
な
り
、
然
れ
ど
も
先
ず
人
類
の
精
神
作
用
の
対
象
と
な
り
以
て
意
識
の
前

提
と
な
る
も
の
は
現
象
（
即
ち
具
体
せ
る
ロ
ゴ
ス
）
な
り
。
故
に
吾
人
の
認
識
は
第
一
着
歩
と
し
て
観
察
に
基
づ
か
ざ
る
を

得
ず
、
智
識
の
心
中
に
生
ず
る
に
は
先
ず
経
験
を
通
過
す
る
の
必
要
あ
り
と
云
う
な
り
。
併
し
乍な
が

ら
人
の
本
性
は
前
に
も
述

べ
た
る
が
如
く
、
全
く
経
験
と
関
係
な
く
し
て
真
理
と
直
接
の
交
渉
あ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
吾
人
は
受
働
的
に
経
験
（
観

察
）
に
よ
り
て
真
理
を
知
る
こ
と
の
外
に
、
ま
た
能
働
的
に
理
性
（
思
考
）
に
よ
り
て
真
理
を
識
る
こ
と
を
得
べ
き
も
の
な

り
。
以
上
述
ぶ
る
所
を
以
て
見
れ
ば
、
智
識
は
独
り
経
験
の
み
に
基
づ
か
ず
又
独
り
理
性
の
み
に
も
基
づ
か
ず
と
す
る
は
ヘ

ー
ゲ
ル
の
見
地
な
り
。
然
れ
ど
も
氏
の
説
を
誤
解
し
て
智
識
に
は
経
験
に
基
づ
く
も
の
と
理
性
に
基
づ
く
も
の
と
の
二
種
あ
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り
と
な
す
勿な
か

れ
。
蓋け
だ

し
世
の
学
者
或
は
観
察
と
思
考
と
を
以
て
二
個
の
相
対
立
す
る
別
種
の
認
識
力
と
な
し
、
前
者
に
基
づ

く
を
直
接
の
智
識
と
称
し
後
者
に
基
づ
く
を
ば
間
接
の
智
識
と
称
し
、
斯
く
て
吾
人
の
智
識
は
此
二
種
の
智
識
を
以
て
成
る

と
説
く
も
の
も
少
か
ら
ず
。
斯
く
の
如
き
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
採
ら
ざ
る
所
な
り
。
彼
の
説
に
依
れ
ば
、
二
者
相
対
立
す
る
に
非

ず
、
二
者
は
最
高
知
識
に
達
す
る
一
モ
メ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
。
吾
人
の
認
識
力
は
現
象
の
理
解
よ
り
漸
次
、
万
有
の
合
理
的
本

質
た
る
ロ
ゴ
ス
の
理
解
に
ま
で
段
階
的
に
進
む
も
の
な
り
。
観
察
と
思
考
と
は
理
性
的
認
識
の
弁
証
法
的
発
展
の
要
素
を
な

す
も
の
に
過
ぎ
ず
。
さ
れ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
の
認
識
は
次
の
三
段
の
発
展
を
な
し
て
完
全
す
る
も
の
な
り
。

一
、
感
覚　

Em
pfindung　

二
、
内
察　

R
eflexion

【
反
照
・
反
省
】　

三
、
思
弁　

Spekulation

即
ち
感
覚
に
始
ま
り
内
察
を
加
え
茲
に
思
弁
と
な
り
始
め
て
完
全
に
し
て
且
つ
確
実
な
る
認
識
は
存
す
る
な
り
、
思
弁

と
し
て
は
感
覚
内
察
の
二
要
素
の
一
を
も
欠
く
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
今
此
三
段
の
発
展
を
無
視
し
も
し
た
だ
感
覚
に
の
み
依

る
と
き
は
、
未
だ
十
分
に
事
物
の
真
相
に
徹
底
す
る
こ
と
を
得
ず
、
動や
や

も
す
れ
ば
独
断
論
に
陥
る
の
弊
な
き
に
非
ず
。
何
と

な
れ
ば
感
覚
は
例
え
ば
肉
眼
に
見
ゆ
る
が
儘ま
ま

に
識
知
す
る
に
止
ま
る
の
類
に
し
て
、
其
内
部
の
深
遠
な
る
関
係
を
洞
察
す
る

を
得
ざ
れ
ば
な
り
。
こ
れ
彼
が
単
純
な
る
経
験
説
を
排
す
る
所ゆ
え
ん以

な
り
。
又
も
し
た
だ
内
察
に
の
み
依
ら
ん
か
、
是
非
前
と

同
様
に
し
て
、
動
も
す
れ
ば
懐
疑
論
に
陥
る
の
弊
多
し
。
何
と
な
れ
ば
内
察
に
の
み
よ
る
と
き
は
、
遂
に
は
吾
人
の
感
覚
を

信
ぜ
ず
、
智
識
は
全
く
内
界
の
こ
と
な
り
と
な
し
、
現
象
と
実
在
と
を
別
つ
こ
と
を
知
り
て
之
を
綜
合
す
る
こ
と
を
知
ら
ざ

る
に
至
る
べ
け
れ
ば
な
り
。
認
識
の
内
容
又
は
対
象
に
関
す
る
夫か

の
朴
素
実
在
論
及
び
観
念
論
の
如
き
は
こ
の
二
誤
謬
の
一

に
陥
り
た
る
も
の
な
り
。

朴
素
実
在
論
は
認
識
の
起
源
に
関
し
て
経
験
説
を
採
る
も
の
の
必
ず
主
張
す
る
所
に
し
て
、
吾
人
の
智
識
は
全
く
外
界

に
実
存
す
る
外
物
と
精
確
に
一
致
す
と
信
ず
る
考
な
り
。
其
説
の
要
に
曰
う
、
吾
人
の
識
知
す
る
所
は
実
存
す
る
事
物
の
真
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相
そ
の
儘ま
ま

な
り
。
物
体
は
実
際
外
界
に
存
在
す
る
も
の
に
し
て
、
所
謂
観
念
は
其
刺
撃
に
よ
り
て
生
ず
る
結
果
に
外
な
ら

ず
。
し
か
も
観
念
は
外
物
の
正
直
な
る
模
写
に
し
て
、
其
外
物
自
身
と
異
な
る
所
は
只
物
性
（D

ingheit o. W
irklichkeit

）

を
欠
く
の
一
点
の
み
と
。
ベ
ー
コ
ン
【Francis B

acon, 1561-1626

】
が
「
人
の
心
は
外
物
を
映
つ
す
鏡
（Passive m

irror of an 

objective w
orld

）
の
如
し
」
と
云
い
、
ロ
ッ
ク
が
「
智
識
と
は
外
部
的
経
験
を
以
て
心
を
充
す
こ
と
な
り
」
と
云
い
し
は

皆
こ
の
意
味
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
今
ヘ
ー
ゲ
ル
の
立
脚
地
よ
り
論
ず
れ
ば
、
斯
く
の
如
き
実
在
論
は
夫
の
「
感
覚
の

み
に
よ
り
て
事
物
を
知
る
こ
と
を
得
と
す
る
の
謬
見
」
に
基
す
る
も
の
な
り
。
此
説
に
依
る
と
き
は
、
認
識
の
範
囲
は
現
象

に
限
局
す
る
を
以
て
固
よ
り
現
象
実
在
の
区
別
論
を
生
ず
る
の
余
地
あ
る
な
し
。
現
象
即
ち
実
在
な
り
と
前
提
し
、
哲
学
の

如
き
は
最
早
所
謂
「
実
在
の
学
」
に
あ
ら
ず
し
て
只
「
科
学
的
智
識
の
綜
合
」
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
な
し
、
以
て
形
而

上
学
の
成
立
を
否
認
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
ら
ん
。
観
念
論
は
超
経
験
論
者
の
往
々
主
張
す
る
所
に
し
て
、
吾
人
の
智
識

は
只
吾
人
の
心
裡
の
意
識
の
み
な
り
と
す
る
の
説
な
り
。
吾
人
の
認
識
の
直
接
の
対
象
は
観
念
即
ち
是こ
れ

に
し
て
、
経
験
は
決

し
て
真
理
を
伝
え
る
者
に
非
ず
と
云
う
な
り
。
プ
ラ
ト
ー
の
言
は
能
く
此
説
を
代
表
す
。
曰
く
、吾
人
の
経
験
す
る
所
は
個
々

の
事
物
な
り
、
個
物
は
千
態
万
状
生
滅
変
化
窮き
わ
ま
りな
し
。
今
有
り
と
云
う
も
直
に
無
し
。
之
に
反
し
て
事
物
の
概
念
は
固
定

不
動
な
り
。
も
し
世
に
不
変
不
滅
の
も
の
あ
り
と
せ
ば
其
は
概
念
に
相
当
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
り
概
念
界
は

真
に
実
在
の
世
界
に
し
て
、
こ
の
浮
き
世
は
実
に
仮
現
に
過
ぎ
ず
。
吾
人
の
経
験
は
宛あ
た

か
も
真
暗
の
中
に
あ
り
て
鏡
裡
の
映

像
を
見
る
が
如
き
も
の
也
と
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
此
種
の
説
に
対
し
て
も
攻
撃
の
矢
を
放
ち
た
り
。
彼
以お
も
え為
ら
く
、
観
念
論
は
内

察
に
の
み
こ
れ
依
り
て
感
覚
を
無
視
せ
り
。
此
説
た
る
や
経
験
論
の
欠
点
を
指
摘
し
、
現
象
以
外
に
於
て
一
種
の
実
在
の
原

理
存
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
に
足
る
と
雖
も
、
併
し
未
だ
之
と
現
象
と
の
関
係
を
究
め
て
以
て
本
体
の
真
理
を
洞
察
す
る
を

得
ざ
る
の
憾う
ら
みあ

り
。
且
つ
動
も
す
れ
ば
夫
の
幻
影
論
（Illusionism

）
に
陥
る
の
弊
あ
り
と
。
要
す
る
に
、
観
念
論
は
実
在
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論
の
反
措
定
の
み
。
二
者
は
正
措
定
及
び
反
措
定
と
し
て
更
に
第
三
段
の
綜
合
措
定
を
発
展
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
真
理

は
見
る
が
ま
ま
の
現
象
も
実
存
し
又
現
象
以
外
に
実
存
す
る
原
理
も
あ
り
と
云
う
点
に
存
す
と
云
う
べ
き
な
り
。
去
れ
ば
ヘ

ー
ゲ
ル
は
純
然
た
る
朴
素
的
実
在
論
者
に
あ
ら
ず
又
純
然
た
る
超
越
的
観
念
論
者
に
も
あ
ら
ず
、
寧
ろ
二
者
の
綜
合
な
り
と

云
い
て
可
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
氏
は
宇
宙
の
本
体
を
以
て
、
一
面
に
於
て
は
世
界
創
造
の
以
前
よ
り
在
る
も
の
（
即
ち
超

現
世
的
実
在
体
の
も
の
）
と
な
せ
ど
も
、
他
面
に
於
て
は
固
有
の
必
至
法
に
よ
り
発
展
し
て
現
象
界
を
構
出
し
茲
に
始
め
て

具
体
的
存
在
を
得
た
る
も
の
な
り
と
す
る
を
以
て
な
り
。

（
二
）

根
本
原
理
に
関
す
る
窮
極
的
説
明
は
元も

と
唯た

だ
一
あ
る
べ
く
し
て
二
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
な
る
に
も
拘か
か
わら

ず
、
古
来

諸
学
者
の
間
に
提
唱
せ
ら
れ
た
る
学
説
は
頗す
こ
ぶる

繁
多
を
極
め
た
り
。
而
し
て
之
等
の
諸
説
中
ヘ
ー
ゲ
ル
の
本
体
観
は
如
何
な

る
位
地
を
占
め
、
又
如
何
な
る
特
色
を
有
す
る
か
。
予
は
先
ず
茲
に
古
今
の
哲
学
説
を
次
の
如
く
分
類
し
、
此
分
類
中
に
於

け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
位
地
を
明
に
し
、
他
の
類
似
の
学
説
と
の
異
同
を
弁
ぜ
ん
と
欲
す
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
一
元
論
者
に
し
て
其
の
う
ち
唯
心
的i i

一
元
論
に
属
す
る
こ
と
は
前
述
せ
し
所
に
て
も
明
な
ら
ん
。
而
し
て

唯
心
的
一
元
論
は
分
れ
て
抽
象
的
唯
心
論
及
び
具
象
的
唯
心
論
の
二
と
な
る
。
此
二
者
の
別
は
少
し
く
之
を
説
明
す
る
の
要

あ
り
。
抽
象
的
唯
心
論
に
於
て
立
す
る
所
の
根
本
原
理
は
「
一
切
現
象
の
本
性
た
る
と
同
時
に
又
全
く
之
等
諸
現
象
と
離
れ

て
独
立
の
存
在
を
有
し
、
し
か
も
其
自
身
に
於
て
は
毫
も
現
実
の
要
素
を
含
有
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
承
納
せ
ら
れ
た
る
単
独

の
精
神
的
原
理
」
な
り
。
全
然
物
質
の
実
在
を
拒
否
し
、
物
質
は
唯
精
神
の
現
象
に
過
ぎ
ず
と
す
る
も
の
也
。
而
し
て
之
に

主
観
的
及
び
客
観
的
の
二
種
別
あ
り
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
如
き
は
前
者
に
属
し
、
プ
ラ
ト
ー
又
は
旧
派
の
耶ヤ

ソ蘇
教
神
学
説
の
如
き

i　

次
頁
に
出
て
く
る
よ
う
に
「
唯
心
的
」「
唯
心
論
」
と
はIdealism

を
指
し
て
い
る
よ
う
だ
。

｛
多
元
論
｛
唯
物
的

唯
心
的

二
元
論

｛
唯
物
的
一
元
論

一
元
論

｛
抽
象
的
｛
主
観
的

唯
心
的
一
元
論

客
観
的

具
象
的
｛
汎
理
的

汎
意
論
等

超
越
的
一
元
論
｛
抽
象
的

具
象
的
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は
後
者
に
属
す
と
い
う
べ
き
か
。
具
象
的
唯
心
論
は
之
に
反
し
て
物
心
二
界
の
森
羅
万
象
を
以
て
仮
象
と
せ
ず
、
自
己
の
う

ち
に
現
実
の
要
素
を
含
有
す
る
唯
一
の
精
神
主
義
（
も
し
く
は
精
神
的
な
るW

eltgrund

）
を
承
納
す
。
万
有
の
本
体
は
唯

一
の
心
霊
な
れ
ど
も
、
此
心
霊
は
本
来
不
変
不
動
の
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
現
象
界
に
開
展
し
物
質
及
び
心
霊
と
な
る
べ
き

運
命
を
有
す
る
も
の
な
り
。
否
斯
く
開
展
す
る
こ
と
が
本
体
の
本
性
な
り
と
見
る
な
り
。
こ
れ
別
に
合
イ
デ
ン
ツ
テ
ー
ツ
・
イ
デ
ア
リ
ズ
ム

一
的
唯
心
論
又
は

汎パ
ン
セ
イ
ズ
ム

神
論
【pantheism

】
の
称
あ
る
所
以
な
り
。

こ
の
抽
象
的
及
見
象
的
の
区
別
の
論
は
亦
移
し
て
以
て
超
越
的
一
元
論
の
分
類
に
も
応
用
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
只
超

越
的
一
元
論
の
他
の
一
元
論
と
異
な
る
所
は
、
之
に
あ
り
て
は
、
物
質
に
も
あ
ら
ず
又
精
神
に
も
あ
ら
ず
、
二
者
を
超
越
せ

る
中
性
的
実
在
を
立
し
て
根
本
原
理
と
な
す
に
あ
り
。
セ
リ
ン
グ
の
如
き
は
抽
象
的
超
越
一
元
論
を
唱
え
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
如

き
は
具
象
的
超
越
一
元
論
を
唱
え
た
る
者
な
り
と
い
う
べ
し
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
具
象
的
唯
心
論
に
属
す
。
思
う
に
カ
ン
ト
没
後
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
抽
象
的
主
観
的
唯
心
論
を
唱
え
、
自
我
を

｛
多
元
論
｛
唯
物
的

唯
心
的

二
元
論

｛
唯
物
的
一
元
論

一
元
論

｛
抽
象
的
｛
主
観
的

唯
心
的
一
元
論

客
観
的

具
象
的
｛
汎
理
的

汎
意
論
等

超
越
的
一
元
論
｛
抽
象
的

具
象
的
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以
て
根
本
原
理
と
せ
し
が
、
次
で
セ
リ
ン
グ
は
其
の
欠
点
を
発
見
し
宇
宙
の
本
体
を
以
て
自
我
に
も
あ
ら
ず
非
我
に
も
あ
ら

ず
二
者
の
根
元
に
し
て
物
心
の
差
別
界
を
超
越
せ
る
一
種
特
別
の
実
在
な
り
と
な
し
、
之
よ
り
し
て
自
我
及
び
非
我
を
生
ず

る
も
の
な
り
と
主
張
せ
り
。
然
れ
ど
も
斯
か
る
超
越
的
実
在
は
如
何
に
し
て
物
質
と
心
霊
と
を
生
じ
得
べ
き
や
、
こ
れ
ヘ
ー

ゲ
ル
の
解
す
る
能あ
た

わ
ざ
り
し
所
な
り
。然
れ
ど
も
フ
ィ
ヒ
テ
の
唱
え
た
る
主
観
的
唯
心
論
も
亦
彼
の
解
せ
ざ
り
し
所
な
り
き
、

蓋
し
フ
ィ
ヒ
テ
の
如
く
自
我
を
以
て
本
体
と
す
る
こ
と
自
身
は
彼
の
必
ず
し
も
反
対
せ
ざ
る
所
な
り
と
雖
も
、
之
を
「
未
発

の
第
一
段
」
と
せ
ず
却か
え
って

既
成
体
と
見み

な做
し
た
る
は
彼
の
不
可
と
せ
し
所
な
り
。
こ
れ
ヘ
ー
ゲ
ル
が
同
じ
く
唯
心
論
に
属
す

る
に
拘か
か
わら

ず
フ
ィ
ヒ
テ
の
説
を
排
し
、
根
本
原
理
を
以
て
自
我
以
外
に
猶
客
観
的
存
在
を
有
す
る
も
の
と
な
し
自
我
と
非
我

と
は
皆
其
発
現
に
外
な
ら
ず
と
せ
し
所
以
な
り
。

故
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
本
体
観
を
一
言
に
し
て
尽
さ
ん
と
せ
ば
「
物
心
二
界
に
貫
通
す
る
統
一
的
心
霊
」
な
り
と
い
い
て
可

な
り
。
物
心
二
界
に
現
れ
た
る
上
に
於
て
の
一
元
な
り
、
二
者
の
一
を
仮
相
と
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
又
或
は
二
者
を
超
越

せ
る
中
性
的
実
在
を
立
す
る
こ
と
に
よ
り
て
始
め
て
一
元
な
り
と
い
う
に
非
ざ
る
な
り
。こ
れ
最
も
重
要
な
る
点
な
り
と
す
。

ヘ
ー
ゲ
ル
曰
く
、
本
体
の
一
元
た
る
べ
き
こ
と
は
純
粋
、
始
源
的
、
抽
象
的
の
一
元
を
謂い

う
に
非
ず
、
差
別
に
よ
り
て
実
現

せ
ら
る
る
一
元
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
。
故
に
差
別
を
超
越
し
て
一
元
を
立
つ
る
も
不
可
、
差
別
の
み
を
見
て
統
一
す
る
所

以
を
知
ら
ざ
る
も
亦
不
可
な
り
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
セ
リ
ン
グ
及
び
カ
ン
ト
に
加
え
た
る
次
の
評
言
は
此
点
に
於
て
大
に
味
う
べ

き
も
の
な
き
に
非
ず
。

抑そ
も
そも

絶
対
的
本
体
を
認
識
す
る
に
は
直
観
（A

nschauung o. B
egreifende

【
直
観
又
は
理
解
】）
の
み
に
依
る
べ
か
ら
ず
又

悟
性
（Verstand o. U

rteilende

【
知
性
又
は
判
断
】）
の
み
に
も
依
る
べ
か
ら
ず
、
須す
べ
から
く
二
者
の
綜
合
た
る
理
性
（Vernunft o. 

Schliessende

【
認
識
力
又
は
推
論
】）
に
依
る
べ
き
な
り
。
然
る
に
セ
リ
ン
グ
は
絶
対
の
認
識
はintellektuelle A

nschauung

【
知
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的
直
観
】
に
依
る
べ
き
も
の
と
せ
り
。
故
に
彼
の
見
た
る
一
元
は
本
体
のunm

ittelbare Einheit

【
直
接
的
統
一
】
の
み
。
彼
は

一
元
哲
学
を
唱
え
た
る
も
、
差
別
有
限
の
中
に
統
一
無
限
の
絶
対
を
見
る
こ
と
を
得
ず
、
以
て
本
体
と
差
別
界
と
の
関
係
を

模
糊
た
ら
し
め
は
誠
に
惜
し
む
べ
し
。
カ
ン
ト
は
之
に
反
し
て
た
だ
事
物
の
差
別
相
を
見
る
の
み
、絶
対
のVerm

ittlung

【
調

停
・
媒
介
】
を
見
る
の
み
。
有
限
差
別
界
は
能
く
彼
の
認
識
す
る
所
な
れ
ど
も
無
限
絶
対
の
実
在
は
認
識
す
べ
か
ら
ず
と
な

せ
り
。
彼
の
所
謂
「
理
性
」
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
「
理
性
」
に
非
ざ
る
な
り
。
凡お
よ

そ
人
の
思
考
な
る
も
の
は
事
物
を
分
類
す

る
の
働
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
又
之
を
関
係
せ
し
む
る
の
作
用
を
も
含
む
も
の
な
り
。
こ
の
二
作
用
を
併
せ
有
せ
ざ
る
も
の

は
思
考
に
非
ず
、
差
別
を
知
り
て
相
関
の
理
を
知
ら
ざ
る
者
は
実
は
未
だ
差
別
そ
の
も
の
の
真
義
を
す
ら
知
ら
ざ
る
も
の
と

云
う
べ
し
。
そ
れ
万
物
は
無
数
の
差
別
な
り
。
自
我
と
非
我
と
即
ち
物
質
と
心
霊
と
は
差
別
の
最
も
大
な
る
も
の
な
り
と
雖

も
、
し
か
も
其
間
に
統
一
の
存
す
る
も
の
あ
り
。
然
ら
ば
此
差
別
の
世
界
は
決
し
て
調
和
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
非
ず
。
蓋

し
差
別
と
は
も
と
統
一
を
予
想
し
た
る
辞
な
り
、
統
一
な
け
れ
ば
亦
何
ぞ
差
別
あ
る
こ
と
を
得
ん
や
。
差
別
は
即
ち
之
を
分

つ
も
の
（
統
一
）
と
関
係
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
差
別
は
畢
竟
其
自
身
に
於
て
統
一
を
含
む
も
の
た
り
。
い
な
統
一
が
発

現
し
て
差
別
と
な
れ
る
も
の
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
カ
ン
ト
の
未
だ
思
い
至
ら
ざ
り
し
所
な
り
と
す
。
抑
も
真
理
の
認

識
は
理
性
に
依
る
べ
し
。
理
性
は
直
観
と
悟
性
と
の
綜
合
な
り
。
故
に
ま
ず
未
発
展
の
統
一
的
原
理
を
認
め
、
更
に
そ
の
発

現
と
し
て
有
限
の
現
象
界
を
認
識
す
べ
き
な
り
。
有
限
無
限
も
と
一
な
り
。
無
限
は
有
限
の
本
質
に
し
て
有
限
は
無
限
の
顕

現
な
り
。
無
限
は
有
限
の
終
る
所
に
始
る
に
非
ず
。
無
限
が
自
己
を
限
ベ
ス
テ
ン
メ
ン
定
【bestim

m
en

】
し
、
自
己
を
顕
現
し
て
現
実
化
し
、

以
て
有
限
と
な
る
も
の
な
り
、
現
実
化
は
即
ち
自
ゼ
ル
ベ
ス
ト
・
ベ
ス
テ
ン
ム
ン
ゲ

己
限
定
【Selbstbestim

m
ung

】
な
り
。
有
限
と
は
或
方
法
に
て
現
存
す

る
無
限
な
り
、
即
ち
限
定
を
有
す
る
無
限
な
り
具
体
せ
る
無
限
な
り
。
故
に
無
限
は
有
限
の
外
に
在
ら
ず
、
有
限
は
無
限
の

顕
現
と
し
て
の
み
其
意
義
を
有
す
。
カ
ン
ト
は
有
限
の
中
に
無
限
を
見
る
の
明
な
く
、
セ
リ
ン
グ
は
無
限
を
求
む
る
も
の
に
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供
す
る
に
有
限
を
超
越
せ
る
抽
象
的
原
理
を
以
て
せ
り
。
二
者
と
も
に
非
な
り
。
吾
人
は
須す
べ
から

く
有
限
以
外
の
無
限
を
有
限

の
中
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
差
別
現
象
界
に
於
て
絶
対
的
本
体
を
認
識
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
俗
塵
の
裡う
ち

に
在
り
て
神
と
接

せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
決
し
て
外
部
経
験
世
界
の
実
在
を
否
認
せ
ず
又
之
を
カ
ン
ト
の
如
く
認
識
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
せ
ず
、
一
定
の
理
法
に
よ
り
抽
象
的
な
る
本
体
よ
り
発
展
せ
る
全
系
を
以
て
唯
一
の
実
在
と
な
し
、
此

一
定
の
理
法
又
は
順
序
に
森
羅
万
象
を
配
列
す
る
こ
と
に
よ
り
て
万
有
に
関
す
る
合
理
的
智
識
は
得
ら
る
べ
し
と
説
け
り
。

以
上
説
く
所
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
解
は
所
謂
汎
神
論
（Pantheism

）
な
る
こ
と
明
な
り
。
何
と
な
れ
ば

彼
は
唯
一
の
抽
象
的
原
理
を
立
て
、
一
切
万
物
皆
其
具
体
せ
る
も
の
に
外
な
ら
ず
と
す
る
を
以
て
な
り
。
然
れ
ど
も
こ
の
万

有
に
普
遍
な
る
唯
一
の
心
霊
的
原
理
は
如
何
な
る
精
神
主
義
の
も
の
な
り
や
。
本
体
の
性
質
如
何
に
よ
り
て
は
汎
神
論
も
亦

自
ら
分
れ
て
二
三
の
小
分
派
を
生
ぜ
ん
。
而
し
て
其
最
も
著
し
き
は
蓋
し
主
理
的
汎
神
論
又
は
汎
理
論
（Panlogism

）
及
び

主
意
的
汎
神
論
又
は
汎
意
論
（Panpsychism
【
汎
心
論
】）
な
ら
ん
。
汎
意
論
は
万
有
の
根
本
を
意
思
な
り
と
す
る
の
説
に
し

て
シ
ヨ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
所
説
の
如
き
は
之
に
属
す
。
之
に
反
し
て
汎
理
論
は
宇
宙
の
本
体
た
る
心
霊
の
内
容
を
理
な
り

ロ
ゴ
ス
な
り
と
な
す
。
故
に
此
説
に
従
え
ば
万
有
は
具
体
せ
る
ロ
ゴ
ス
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
体
は
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ゴ
ス
発
展
の

全
系
中
に
於
け
る
格
別
な
る
段
階
の
表
顕
な
り
。
要
す
る
に
此
説
は
主
と
し
て
外
界
の
刺
撃
を
受
容
す
る
知
的
作
用
即
ち
吾

人
の
精
神
の
受
働
的
側
面
を
見
た
る
も
の
な
り
。
而
し
て
わ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
は
論
理
的
範
疇
を
以
て
本
体
的
実
在
と
な
す
も
の

に
し
て
実
に
こ
の
汎
理
論
に
属
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
如
く
倫
理
的
規
範
を
以
て
万
有
の
基
礎
と
す
る
も
の
と
は
正
反
対
の
見
解

た
り
。Panlogism

又
はlogischer Idealism

の
語
は
実
に
彼
の
学
説
を
言
い
尽
し
て
余よ
う
ん薀

な
し
と
い
う
べ
し
。

以
上
説
述
す
る
所
を
要
約
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
本
体
観
を
略
言
す
れ
ば
凡
そ
次
の
如
し
。

（
一
）　

宇
宙
の
本
体
は
道
理
即
ち
ロ
ゴ
ス
に
し
て
し
か
も
自
己
の
う
ち
に
現
実
の
要
素
を
含
有
す
る
も
の
に
し
て
万
有
は
即
ち
其
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開
展
の
結
果
な
り
。
故
に
本
体
は
必
然
に
開
展
進
動
す
る
も
の
な
り
。

（
二
）　

然
ら
ば
万
有
は
こ
の
進
動
の
総
体
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。
こ
れ
森
羅
万
象
を
以
て
具
体
せ
る
ロ
ゴ
ス
な
り
と
い
う
所
以
な
り
。

（
三
）　

斯
く
の
如
く
本
体
は
必
然
に
客
観
界
に
開
展
す
べ
き
も
の
な
り
。
而
し
て
本
体
は
ロ
ゴ
ス
な
る
が
故
に
其
開
展
進
動
は
亦

盲
目
的
に
非
ず
、
自
家
固
有
の
一
定
の
理
法
（
弁
証
法
）
に
よ
る
も
の
な
る
や
明
な
り
。

（
四
）　

故
に
世
界
の
生
活
は
ロ
ゴ
ス
の
秩
序
あ
る
発
展
な
り
、
否
発
展
そ
の
も
の
が
ロ
ゴ
ス
な
り
、
ロ
ゴ
ス
は
其
発
展
す
る
所
の

万
有
中
に
潜
在
す
る
も
の
な
り
。

（
五
）　

精
神
界
と
物
質
界
と
（
主
観
と
客
観
と
）
は
亦
共
に
ロ
ゴ
ス
の
発
展
に
外
な
ら
ず
。
而
し
て
二
者
共
に
理ロ
ゴ
スの

発
展
な
る
が

故
に
、
其
二
者
の
間
亦
何
等
か
の
合
理
的
関
係
な
き
を
得
ず
、
而
し
て
物
心
の
二
者
は
同
一
本
体
の
異
方
面
と
見
る
べ
か
ら

ず
。
連
続
的
に
自
然
た
り
心
霊
た
る
も
の
な
り
。
ロ
ゴ
ス
は
自
然
及
び
心
霊
を
通
し
て
の
連
続
的
生
活
の
本
体
な
り
。
先
ず

N
atürlichkeit o. Leiblichkeit

【
自
然
的
な
る
事
あ
る
い
は
身
体
的=

物
質
的
な
事
】
と
な
り
、
次
に
之
よ
り
再
び
自
己
に
帰
る
の

心
霊
な
り
。

（
六
）　

上
述
の
如
く
宇
宙
は
ロ
ゴ
ス
の
漸
次
的
発
現
な
り
。
故
に
凡す
べ

て
の
事
物
は
道ロ
ゴ
ス理

発
展
の
各
階
段
に
相
当
す
る
も
の
な
り
。

こ
れD

enken

とSein

と
一
な
り
と
云
い
又Logisierung der W

elt

と
云
う
所
以
な
り
。

（
七
）　

其
結
果
と
し
て
全
宇
宙
組
織
は
全
然
合
理
的
な
り
、
一
切
の
万
物
は
事
理
に
於
て
必
至
の
関
係
に
立
つ
も
の
な
り
。
故
に

「
現
実
は
即
ち
合
理
也
」
と
い
う
を
得
べ
し
。
又
こ
の
ロ
ゴ
ス
以
外
に
真
正
の
道
理
な
く
、
而
し
て
ロ
ゴ
ス
は
必
然
に
自
己
を
発

展
せ
ざ
れ
ば
已
ま
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
、「
合
理
は
即
ち
現
実
也
」
と
も
云
う
こ
と
を
得
べ
き
な
り
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
法
律
哲
学

の
序
文
に
於
て
喝
破
せ
る
左
の
名
言
は
実
に
這し
ゃ
は
ん般

【
こ
れ
ら
】
の
意
義
を
含
む
も
の
な
り
。

W
as vernünftig ist, das ist w

irklich; und
W

as w
irklich ist, das ist vernünftig.
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【
第
四
回
講
義
録
か
ら
前
後
を
引
い
て
お
く
と
、「
哲
学
は
も
ち
ろ
ん
現
存
す
る
国
家
を
、
国
家
の
現
実
性
を
も
テ
ー
マ
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
国
家
の
真
の
現
実
性
を
、
国
家
の
内
在
的
な
生
活
を
テ
ー
マ
と
す
る
の
で
あ
る
。
理
性
的
な
も
の
は
現
実
的
で
あ
り
、
そ
し
て
現
実
的
な
も

の
は
理
性
的
で
あ
る
。
国
家
は
現
代
に
お
け
る
精
神
の
構
築
物
で
あ
る
、
そ
し
て
国
家
の
仕
事
は
理
性
の
仕
事
で
あ
る
。」】

そ
れ
宇
宙
の
本
体
は
ロ
ゴ
ス
な
り
、
宇
宙
は
具
体
せ
る
ロ
ゴ
ス
な
り
。
吾
人
は
日
常
此
具
体
せ
る
ロ
ゴ
ス
即
ち
「
現
象

と
し
て
の
宇
宙
」
を
見
る
に
止
ま
る
の
み
。
而
し
て
吾
人
天
賦
の
理
性
は
吾
人
に
告
ぐ
る
に
此
宇
宙
は
ロ
ゴ
ス
の
合
理
的
現

実
化
な
る
こ
と
を
以
て
す
。
故
に
哲
学
者
は
見
る
が
儘
の
宇
宙
を
観
察
し
て
之
を
以
て
具
体
せ
る
ロ
ゴ
ス
と
な
し
、
原
始
本

体
と
其
開
展
と
の
関
係
を
明
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
哲
学
の
目
的
は
実
に
宇
宙
よ
り
之
に
潜
在
す
る
か
ロ
ゴ
ス
を
抽
象
し
、

ロ
ゴ
ス
固
有
の
理
法
を
光
明
と
し
て
森
羅
万
象
彼ひ

し此
の
関
係
に
根
本
的
説
明
を
与
え
る
に
在
り
。
故
に
本
体
の
静
態
を
研
究

し
た
る
吾
人
は
、
更
に
進
ん
で
本
体
に
内
在
す
る
進
動
の
理
法
を
明
に
し
、
以
て
本
体
の
動
静
両
面
の
論
究
を
完
う
せ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。

（
三
）

宇
宙
の
本
体
は
ロ
ゴ
ス
な
る
が
故
に
、
其
発
展
の
順
序
に
は
常
に
整
然
た
る
一
定
の
秩
序
法
則
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
然

ら
ば
如
何
な
る
法
則
存
す
る
か
、
又
如
何
に
し
て
之
を
知
る
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
以お
も
え
ら為
く
、
吾
人
の
心
意
は
本
体
の
最
も
円
満
な

る
顕
現
な
り
。
而
し
て
本
体
は
無
形
の
ロ
ゴ
ス
な
る
が
故
に
、
其
真
相
は
眼
以
て
之
を
見
る
べ
か
ら
ず
、
又
之
を
直
覚
す
る

を
得
べ
か
ら
ず
。
只
吾
人
の
う
ち
に
あ
る
理
性
に
よ
り
て
見
る
こ
と
を
得
べ
き
の
み
、
何
と
な
れ
ば
吾
人
の
理
性
の
必
然
性

は
即
ち
本
体
の
必
然
性
な
る
を
以
て
な
り
。
故
に
吾
人
は
自じ
は
ん反

商
量
【
顧
み
て
推
し
量
る
】
し
て
以
て
本
体
の
法
則
を
知
る
こ

と
を
得
る
者
な
り
と
。
斯
く
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
之
を
発
見
し
て
弁
証
法
（D

ialektik o. dialektische M
ethode

）
と
呼
べ
り
。

弁
証
法
と
は
何
ぞ
。
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抑
も
本
体
は
自
己
開
展
の
進
動
な
り
。
し
か
も
道
理
あ
る
進
動
な
り
。
道
理
あ
る
進
動
と
は
常
に
計ア
ン
ラ
ー
ゲ劃【A

nlage

素
質
】

の
結
果
に
成
ら
ざ
る
を
得
ず
、
而
し
て
計
劃
と
は
現
在
と
将
来
と
の
調
和
の
希
望
な
る
が
故
に
計
劃
の
状
態
に
於
て
は
「
も

の
」
は
常
に
自
己
矛
盾
に
立
つ
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
此
「
も
の
」
は
自
己
な
る
と
同
時
に
可
能
的
に
将
成
的
に
「
他
の

も
の
」
な
る
が
故
に
、「
も
の
」
は
其
本
性
に
於
て
は
即
ち
「
他
の
も
の
」
な
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
現
在
一

時
の
状
態
に
於
て
は
「
も
の
」
は
即
ち
「
も
の
」
た
る
の
外
決
し
て
「
他
の
も
の
」
に
非
ず
、
従
て
自
己
は
自
己
に
あ
ら
ず

と
云
う
こ
と
に
な
れ
ば
な
り
。
而
し
て
此
矛
盾
は
進
化
の
次
段
に
於
て
解
決
せ
ら
れ
、茲
に「
も
の
」は
始
め
て「
他
の
も
の
」

と
成
る
。
こ
の
「
成
る
」
と
云
う
こ
と
な
け
れ
ば
矛
盾
の
状
態
よ
り
脱
出
す
る
こ
と
を
得
ず
、
矛
盾
の
状
態
を
脱
す
る
を
得

ざ
る
の
結
果
は
即
ち
自
己
破
壊
な
り
。
故
に
「
成
る
」
と
い
う
こ
と
は
必
然
之
れ
な
き
を
得
ざ
る
所
な
り
。
斯
く
の
如
く
一

切
の
事
物
は
す
べ
て
三
段
の
順
序
を
経
て
発
展
し
来
り
た
る
者
な
り
。
之
れ
を
植
物
の
成
長
に
譬た
と

え
ん
に
、
も
と
植
物
は
芽

よ
り
生
長
発
達
し
て
遂
に
は
大
樹
と
も
な
る
も
の
な
り
。
今
之
を
分
析
し
て
三
段
法
を
適
用
せ
ば
、
先
ず
芽
を
構
成
す
る
単

純
な
る
物
質
あ
り
、
而
し
て
こ
の
物
質
は
将
成
的
に
大
樹
と
も
な
る
も
の
な
り
。
即
ち
、
単
純
な
る
物
質
の
中
に
既
に
亭て
い
て
い々

た
る
大
樹
の
概
念
を
含
む
も
の
な
り
。
故
に
芽
を
構
成
す
る
物
質
は
其
本
性
に
於
て
大
樹
其
者
な
り
。
然
り
と
雖
も
こ
の
物

質
其
れ
自
身
は
未
だ
大
樹
そ
の
も
の
に
あ
ら
ず
、
故
に
此
の
物
質
は
自
己
の
本
性
に
反そ
む

く
。
此
点
よ
り
見
れ
ば
単
純
な
る
物

質
は
寧
ろ
其
概
念
の
否
定
な
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
此
矛
盾
は
芽
が
大
樹
と
な
る
に
よ
り
て
除
か
る
。
而
し
て

其
の
概
念
が
大
樹
と
な
る
に
は
思
想
上
そ
の
概
念
に
も
あ
ら
ず
又
大
樹
に
も
あ
ら
ざ
る
矛
盾
の
境
界
を
経
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。
次
に
ま
た
子
供
が
大
人
と
な
る
と
云
う
命
題
に
於
て
、
子
供
そ
の
も
の
は
大
人
に
あ
ら
ず
、
大
人
は
ま
た
子
供
に
あ

ら
ず
。
大
人
に
あ
ら
ざ
る
子
供
が
大
人
と
な
る
に
は
先
ず
「
大
人
と
な
る
べ
き
も
の
」
と
云
う
概
念
に
基
づ
か
ざ
る
べ
か
ら

ず
。大
人
た
る
べ
き
も
の
な
る
が
故
に
、固
よ
り
子
供
に
あ
ら
ず
さ
れ
ど
又
未
だ
大
人
に
あ
ら
ず
、即
ち
矛
盾
の
状
態
に
あ
り
。
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此
矛
盾
が
原
動
力
と
な
り
て
子
供
を
し
て
大
人
と
な
ら
し
め
た
る
な
り
。
此
関
係
を
有
（Sein

）
無
（N

ichts

）
成
（W

erden

）

又
は
正
措
定
（Thesis

）
反
措
定
（A

ntithesis

）
綜
合
措
定
（Synthesis

）
と
云
うi i

。
即
ち
正
措
定
（
有
）
は
必
ず
反
措
定
（
無
）

を
生
じ
、
こ
の
正
反
の
矛
盾
は
綜
合
措
定
（
成
）
に
於
て
除
か
る
る
な
り
。
斯
か
る
正
反
合
の
関
係
を
弁
証
法
と
云
い
、
斯

く
し
て
進
化
開
展
す
る
を
弁
証
法
的
進
動
と
い
う
な
り
。

も
と
弁
証
法
の
原
語D

ialektik

は
希ギ
リ
シ
ャ臘
語
のD

ialegom
ai

に
出
で
、
原
意
を
心
中
に
於
け
る
或
る
も
の
を
彼
自
ら
説
明

す
る
の
義
な
り
と
い
え
り
。
即
ち
弁
証
法
と
は
反
省
に
よ
り
て
真
理
を
知
る
こ
と
の
意
味
な
り
し
な
り
。
反
省
と
は
自
ら
が

自
ら
と
論
争
す
る
こ
と
な
る
が
、
後
に
は
自
ら
と
論
争
す
る
に
あ
ら
ず
、
他
人
と
会
話
し
又
は
論
争
し
て
真
理
を
発
見
す
る

の
術
を
弁
証
法
と
い
え
り
、
か
の
プ
ラ
ト
ー
の
書
名
に
会
話
篇
（D

ialogue

）
な
る
辞
を
冠
す
る
は
此
義
に
取
れ
る
な
り
。

後
世
に
至
り
更
に
転
じ
て
矛
盾
衝
突
の
理
に
よ
り
て
真
理
を
知
る
こ
と
を
弁
証
法
と
い
う
に
至
れ
り
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ロ
ゴ
ス

固
有
の
理
法
を
以
て
弁
証
法
と
い
い
、
宇
宙
の
発
展
を
弁
証
法
的
進
動
な
り
と
云
い
し
所
以
は
、
一
切
の
物
体
は
み
な
矛
盾

撞
着
を
打
破
し
た
る
結
果
に
出
づ
と
す
る
の
見
解
を
執
れ
る
を
以
て
な
り
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
た
る
ロ
ゴ
ス
は
論
理
的
進
動
を
以
て
其
本
性
と
す
る
こ
と
既
に
述
べ
た
る
所
の
如
し
、
さ
れ
ば
万
物
を

個
々
に
見
れ
ば
一
と
し
て
静
止
す
る
も
の
な
し
。
故
を
以
て
茲
に
正
措
定
あ
れ
ば
必
ず
其
中
よ
り
反
措
定
を
分
出
せ
ざ
る
を

得
ず
。
而
し
て
正
措
定
、
反
措
〔
定
〕
相
対
立
す
れ
ば
其
結
果
必
ず
相
綜
合
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
。
故
に
正
措
定
は
反
措
定

を
生
ず
る
の
前
提
な
り
。
正
措
定
の
う
ち
に
反
措
定
と
な
る
の
要
素i ii
を
含
有
す
る
を
以
て
な
り
。
而
し
て
正
措
定
、
反
措
定

は
ま
た
必
ず
綜
合
措
定
を
生
ず
。
故
に
正
措
定
、反
措
定
は
亦
其
う
ち
に
綜
合
措
定
を
生
ず
べ
き
要
素
を
含
有
す
る
も
の
也
。

i　

ヘ
ー
ゲ
ル
が
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
正
・
反
・
合
は
フ
ィ
ヒ
テ
が
押
し
出
し
た
形
式
で
あ
る
。
弁
証
法
と
言
え
ば
「
正
・
反
・

合
」
と
見
る
固
定
観
念
が
吉
野
以
前
か
ら
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
理
解
は
覚
束
な
い
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
者
は
言
う
だ
ろ
う
。

ii　

次
に
出
て
く
る" M

om
ent"

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
契
機
」
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此
等
の
要
素
を
称
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
はaufgehobene M

om
ent

【
否
定
的
契
機
】
と
呼
べ
り
。
蓋
し
旧
態
よ
り
揚
げ
ら
れ
て
新
態

に
移
る
べ
き
潜
勢
力
を
意
味
す
る
な
り
。
而
し
て
彼
は
ま
た
か
か
る
潜
勢
力
を
含
有
す
る
正
措
定
の
範
疇
にB

egriff

【
概
念
】

な
る
名
称
を
附
し
、
そ
の
客
観
界
に
発
展
せ
る
綜
合
措
定
に
あ
た
る
範
疇
にIdee

な
る
名
称
を
与
え
た
り
。

今
弁
証
法
的
進
動
と
し
て
宇
宙
を
考
察
す
る
に
、
万
有
の
本
体
は
先
ず
抽
象
的
に
存
在
し
、
次
に
其
反
措
定
と
し
て
現

実
界
に
開
展
し
始は

じ
め
、
遂
に
其
現
実
界
に
於
て
完
全
に
自
己
を
発
現
す
る
も
の
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
宇
宙
の
本
体
を
無

限
又
は
絶
対
と
い
わ
ん
か
、
一
切
の
万
物
は
無
限
の
有
限
に
於
け
る
実
存
な
り
、
絶
対
が
相
対
に
於
て
自
己
を
現
せ
る
も
の

な
り
。
抑そ
も
そも
見
る
が
儘
の
森
羅
万
象
は
各
個
現
象
の
雑
然
た
る
機
械
的
集
合
に
し
て
、
固
よ
り
差
別
有
限
の
域
を
出
で
ず
と

雖
も
、
暫
く
皮
相
の
観
察
を
や
め
内
面
的
に
其
本
質
を
考
察
す
れ
ば
、
一
切
の
万
象
す
べ
て
皆
無
限
の
現
れ
な
り
、
絶
対
の

現
れ
な
り
。
故
に
万
物
は
有
限
な
る
と
同
時
に
又
其
本
性
は
無
限
な
り
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
。
然
り
無
限
は
有
限
の
本
性
な

り
。
然
れ
ど
も
有
限
は
其
の
儘
に
し
て
直
ち
に
無
限
そ
の
も
の
に
あ
ら
ず
。
然
ら
ば
万
物
は
其
自
身
な
る
と
同
時
に
又
其
自

身
に
あ
ら
ず
、
即
ち
自
己
矛
盾
に
立
つ
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
矛
盾
は
如
何
に
し
て
除
か
る
る
か
。
曰
く
こ
の
矛
盾
を

除
く
も
の
は
無
限
が
自
己
を
限
定
し
て
有
限
に
現
る
る
と
い
う
こ
と
が
限
り
な
く
続
く
こ
と
に
在
り
。
即
ち
事
物
開
展
の
無

窮
に
亙わ
た

る
こ
と
に
あ
り
。
何
と
な
れ
ば
無
窮
に
発
展
し
て
熄や

ま
ざ
れ
ば
其
発
展
の
絶
頂
に
於
て
再
び
無
限
に
復
帰
す
べ
き
を

以
て
な
り
。
之
を
以
て
之
を
観
れ
ば
森
羅
万
象
は
、
個
々
別
々
に
之
を
見
れ
ば
此
無
窮
の
発
展
の
一
階
段
に
し
て
、
全
体
と

し
て
之
を
見
れ
ば
無
限
よ
り
発は
っ
て
い程

【
出
発
】
し
有
限
を
通
過
し
て
再
び
無
限
に
帰
る
所
の
螺ら
せ
ん旋
状
的
進
動
な
り
と
い
う
こ
と

を
得
べ
し
。
さ
れ
ば
此
発
展
の
各
段
階
は
無
窮
の
遊
動
の
一
関
節
を
な
す
も
の
な
る
が
故
に
、
一
と
し
て
静
止
安あ
ん
ち
ゃ
く

着
す
る
こ

と
を
得
ず
、
必
ず
自
ら
よ
り
高
き
次
段
に
発
展
し
行
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斯
く
て
本
体
発
現
の
個
々
の
段
階
は
正
措
定
、
反

措
定
の
綜
合
な
る
と
同
時
に
ま
た
将
成
的
に
他
の
も
の
な
る
が
、
故
に
そ
の
他
の
も
の
に
対
し
て
は
其
自
身
正
措
定
な
り
。
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故
に
一
物
は
正
措
定
、
反
措
定
の
綜
合
の
結
果
な
る
と
共
に
其
自
身
亦
正
措
定
た
る
も
の
に
し
て
、
更
に
自
己
よ
り
反
措
定

を
分
出
し
、
茲
に
正
反
の
矛
盾
を
生
じ
、
更
に
進
ん
で
高
等
な
る
段
階
に
於
て
綜
合
せ
ら
る
る
も
の
也
。
斯
く
の
如
く
正
反

合
の
関
係
は
無
数
に
連
続
し
て
無
窮
に
発
達
の
群
列
を
な
す
も
の
な
り
。
こ
れ
最
も
肝
要
な
る
点
な
り
と
す

無
限
が
有
限
を
通
過
し
て
無
限
に
復
帰
す
る
は
必
至
の
理
法
な
り
と
雖
も
、
畢
竟
自
己
が
自
己
に
成
る
に
外
な
ら
ざ
る

を
以
て
、
寧
ろ
自
由
な
る
遊
動
と
云
い
て
可
な
り
、
こ
れN

otw
endigkeit ist Freiheit

【
必
然
性
と
は
自
由
な
り
】
の
言
あ
る

所
以
な
り
。
無
限
が
有
限
に
現
る
る
は
無
限
が
有
限
に
於
て
自
己
を
見
出
す
こ
と
に
外
な
ら
ず
、
こ
れ
ロ
ゴ
ス
の
進
動
を
解

し
てSelbstbew

usstsein

【self-consciousness

自
己
意
識
】
と
称
せ
る
所
以
な
り
。
意
識
と
は
主
観
の
客
観
に
対
す
る
関
係
な

り
。
自
己
を
有
限
に
於
て
意
識
せ
ん
に
は
先
ず
客
観
界
に
自
己
を
限
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
更
に
ロ
ゴ
ス
の
発
展
に

Selbstbestim
m

ung

の
名
称
を
附
与
せ
る
所
以
な
り
。

斯
く
の
如
く
世
界
の
事
物
は
常
に
三
段
の
順
序
を
経
て
開
展
進
歩
す
る
も
の
な
り
。
故
に
こ
の
三
段
の
過
程
に
従
い
、

正
措
定
、
反
措
定
及
び
綜
合
措
定
の
順
序
を
追
い
て
事
物
を
理
解
す
る
と
き
、
始
め
て
其
本
来
の
真
関
係
を
看
破
せ
る
も
の

と
云
う
べ
き
な
り
。
一
切
の
事
象
をIdee

と
な
し
、
之
を
ばB

egriff

よ
り
発
展
せ
る
体
系
と
し
て
理
解
せ
ん
と
す
る
は
蓋

し
ヘ
ー
ゲ
ル
の
根
本
の
業
務
に
し
て
、
彼
の
哲
学
は
必
竟
弁
証
法
の
大
仕
掛
な
る
適
用
な
り
（
故
に
能
く
弁
証
法
に
熟
せ
ず

反 正

＼╱
合

反 ( 正 )

＼╱
合

反 ( 正 )

＼╱
合

等
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ん
ば
到
底
彼
の
著
書
の
一
頁
を
も
理
解
す
る
を
得
ず
）、
故
に
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り
見
れ
ば
弁
証
法
は
本
体
開
展
の
固
有
法
則
た

る
と
同
時
に
、
又
真
理
探
究
の
方
法
た
り
、
哲
学
的
思
索
の
基
本
法
則
た
る
も
の
な
り
。

猶
お
茲
にB

egriff

及
びIdee

な
る
辞
に
就
て
一
言
す
る
所
な
き
を
得
ず
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
弁
証
法
の
名
の
下
に
正
措
定
、

反
措
定
及
び
綜
合
措
定
の
発
展
を
説
け
る
は
、
後
に
も
論
ず
る
が
如
く
時
間
的
関
係
を
意
味
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
思
想

上
一
切
の
事
象
は
正
措
定
、
反
措
定
の
綜
合
の
成
果
な
り
と
解
す
べ
き
の
謂い
い

な
り
。
而
し
て
正
措
定
に
当
る
も
の
をB

egriff

と
い
い
、
反
措
定
に
当
る
も
の
をD

asein

と
い
い
、
二
者
の
一
致
せ
る
状
態
（Einheit des D

aseins und des B
egriffes

）

即
ち
綜
合
措
定
に
当
る
も
の
を
ばIdee

と
い
うi i

。
正
反
の
綜
合
に
あ
ら
ず
し
て
は
何
物
も
世
に
存
在
す
る
を
得
ざ
る
（
現

に
存
す
る
物
は
皆
合
理
的
な
り
、
合
理
的
な
る
も
の
は
悉
こ
と
ご
とく

正
反
の
綜
合
の
結
果
な
れ
ば
な
り
）
を
以
て
、
世
に
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
現
実
の
事
象
は
皆
そ
れ
ぞ
れIdee

の
範
疇
に
属
す
。
只
哲
学
の
対
象
と
し
て
は
、
之
よ
りB

egriff

を
抽
象
し
、
そ

の
開
展
の
結
果
と
し
てIdee

を
解
す
べ
き
の
み
。
要
す
る
にB

egriff

は
資
料
な
き
形
式
な
り
、
内
容
を
有
せ
ざ
る
包
含
者

な
り
、
抽
象
に
於
け
る
イ
デ
ー
な
り
、
将
成
的
イ
デ
ー
な
り
。
こ
のB

egriff

の
客
観
界
に
開
展
せ
る
も
の
は
即
ち
ベ
グ
リ

ッ
フ
の
反
措
定
に
し
て
云
わ
ば
形
式
な
き
資
料
な
り
、
包
含
者
な
き
内
容
な
り
、
実
現
せ
ら
れ
た
る
ベ
グ
リ
ッ
フ
な
り
。
然

る
に
夫そ

の
形
式
や
包
含
者
や
は
永
久
虚
無
に
し
て
止
む
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
必
ず
や
内
容
資
料
を
以
て
充
実
せ
ら
れ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
従
て
夫
の
反
措
定
た
る
資
料
内
容
は
永
遠
ベ
グ
リ
ッ
フ
と
独
立
し
て
存
す
べ
き
に
あ
ら
ず
し
て
、
必
ず
や
其
の

認
受
す
る
所
と
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
於
こ
こ
に
お
い
て是
即
ち
イ
デ
ー
あ
る
也
。
例
え
ば
「
白
」
と
云
う
イ
デ
ー
あ
る
が
た
め
に
は
先

ずW
hiteness

と
い
う
形
式
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
併
しW

hiteness
と
い
う
こ
と
の
み
に
て
は
「
白
」
と
い
う
こ
と
は
未
だ

完
か
ら
ず
。「
白
」
と
い
う
こ
と
の
完
か
ら
ん
が
た
め
に
はW

hiteness
な
る
形
式
よ
り
之
に
応
ず
る
資
料
を
発
出
し
、
こ

i　

Encycl. §213

で
は
、
理
念Idee

は
概
念B

egriffes

と
客
観O

bjekivität

と
の
絶
対
的
統
一
で
あ
る
、
と
。
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の
資
料
の
う
ち
にW

hiteness

な
る
性
質
を
附
与
す
る
こ
と
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
世
に
固
よ
りW

hiteness

な
る
も
の
現
存

せ
ず
と
雖
も
、「
白
」
と
い
う
こ
と
の
現
存
す
る
は
畢
竟W

hiteness

な
る
形
式
と
其
資
料
と
の
綜
合
の
結
果
な
り
と
解
す

る
な
り
。
故
に
ベ
グ
リ
ッ
フ
な
る
も
の
は
抽
象
的
の
観
念
に
止
り
世
に
実
存
す
る
も
の
は
只
イ
デ
ー
の
み
。
例
え
ば
幾
何
学

に
於
て
空
間
を
論
ず
る
に
当
り
、
立
体
は
平
面
、
線
、
点
よ
り
成
る
と
云
う
と
雖
も
、
点
、
線
、
平
面
と
し
て
は
有
形
の
実

存
を
有
せ
ざ
る
が
如
き
も
の
な
り
。

扨さ

て
宇
宙
を
全
体
と
し
て
大
観
す
れ
ば
、
其
自
身
ま
た
一
の
大
な
るIdee

な
り
。
宇
宙
間
の
個
々
の
事
物
は
一
大
イ
デ

ー
の
各
要
素
と
し
て
只
抽
象
的
観
念
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
こ
の
点
よ
り
見
れ
ば
宇
宙
其
物
は
此
世
に
於
け
る
唯
一
の
具

体
存
在
に
し
て
他
に
絶
対
的
の
存
在
あ
る
こ
と
を
得
ず
、
故
に
真
の
イ
デ
ー
は
宇
宙
其
物
を
外
に
し
て
他
に
之
れ
あ
る
を
得

ざ
る
の
理
な
り
。
然
れ
ど
も
宇
宙
の
一
部
分
た
る
各
般
の
事
象
は
唯
一
イ
デ
ー
た
る
宇
宙
の
一
部
と
し
て
は
抽
象
的
観
念
に

過
ぎ
ざ
れ
ど
も
、
も
し
其
各
部
を
宇
宙
の
全
系
よ
り
分
離
し
て
孤
独
的
に
観
察
す
る
と
き
は
、
亦
正
措
定
反
措
定
の
綜
合
た

る
イ
デ
ー
な
る
が
故
に
、
之
を
か
の
大
イ
デ
ー
に
対
照
し
て
小
な
る
仮
り
の
イ
デ
ー
と
な
し
、
暫
く
之
に
許
す
に
関
係
的
存

在
を
以
て
す
る
も
敢
て
不
可
あ
る
を
見
ざ
る
べ
し
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
用
い
る
イ
デ
ー
な
る
辞
に
は
こ
の
両
様
の
意
義
あ
る
こ
と

を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
従
て
氏
の
用
い
る
哲
学
な
る
辞
に
も
亦
之
に
応
じ
て
二
様
の
意
義
を
附
せ
り
。
そ
は
哲
学
は
イ
デ

ー
の
学
な
り
と
す
る
と
き
は
、
真
の
イ
デ
ー
は
全
宇
宙
の
外
に
之
な
き
を
以
て
、
全
宇
宙
の
根
本
的
論
究
の
外
に
真
の
哲
学

と
い
う
も
の
あ
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
仮
り
に
全
宇
宙
の
各
部
局
を
そ
れ
ぞ
れ
イ
デ
ー
と
呼
ぶ
が
如
く
、
其
一
部
分
た
る

小
イ
デ
ー
を
論
究
の
対
象
と
す
る
も
の
を
も
亦
哲
学
と
称
す
る
な
り
。
か
の
法
律
哲
学
と
い
い
歴
史
哲
学
と
い
い
又
は
宗
教

哲
学
と
い
う
が
如
き
は
皆
此
の
小
な
る
意
義
に
於
て
云
う
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。
彼ひ

し此
の
間
に
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
、

イ
デ
ー
を
論
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
至
り
て
は
即
ち
一
な
り
と
す
。
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以
上
説
述
せ
る
所
を
要
約
す
る
に
次
の
如
し
。

（
一
）　

弁
証
法
は
ロ
ゴ
ス
開
展
の
必
然
の
理
法
な
り
。

（
二
）　

弁
証
法
は
哲
学
的
思
索
の
法
則
な
り
。
何
と
な
れ
ば
哲
学
の
研
究
法
は
宇
宙
開
発
の
進
行
に
追
随
し
て
思
考

し
行
く
に
在
れ
ば
な
り
。

（
三
）　

故
に
弁
証
法
は
知
識
の
主
体
及
び
客
体
に
共
通
す
る
唯
一
普
遍
の
原
理
な
り
。

弁
証
法
的
進
動
を
以
て
進
化
論
的
開
展
と
混
同
す
べ
か
ら
ず
。
劣
等
よ
り
発
程
し
て
無
窮
に
優
等
に
進
み
其
窮き
わ
まる

所
を

知
ら
ざ
る
を
進
化
（Evolution
）
と
い
う
。
弁
証
法
は
之
に
反
し
て
Ａ
よ
り
出
で
て
Ａ
に
復
帰
す
る
も
の
に
し
て
始
終
其
体

を
同
お
な
じ
ゅう

す
。
進
化
的
開
展
を
無
限
の
直
線
を
以
て
表
す
べ
く
ん
ば
弁
証
法
的
発
展
は
始
な
く
又
終
な
き
輪
状
の
線
を
以
て
表

す
る
を
得
べ
し
。
又
弁
証
法
的
進
動
を
解
し
て
派
生
論
的
開
展
な
り
と
な
す
べ
か
ら
ず
。
派
生
（Em

anation

）
と
は
進
化

と
正
反
対
に
し
て
、
高
等
よ
り
降
り
て
無
窮
に
下
等
に
及
び
全
体
を
以
て
部
分
を
説
明
す
る
を
い
う
。
弁
証
法
は
進
化
と
異

な
る
が
如
く
又
派
生
と
異
な
れ
り
。
今
そ
れ
進
化
を
以
て
正
措
定
な
り
と
せ
ん
乎
、
派
生
は
即
ち
其
の
反
措
定
に
し
て
、
わ

が
弁
証
法
は
ま
さ
に
之
等
二
者
の
綜
合
措
定
な
り
と
解
す
べ
き
に
似
た
り
。
強
い
て
之
を
一
言
に
約
す
る
を
欲
す
る
な
ら
ば

須
ら
く
之
を
自
己
復
帰
と
云
う
べ
き
な
り
。

又
弁
証
法
の
示
す
所
の
進
動
は
純
粋
な
る
思
想
上
の
関
係
に
し
て
時
間
的
発
展
と
相
関
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
、

既
に
一
言
せ
し
所
な
り
。
弁
証
法
は
「
単
純
」
よ
り
「
複
雑
」
に
進
む
所
の
時
間
的
機
械
的
の
順
序
進
行
を
示
す
に
あ
ら
ず

し
て
、
如
何
な
る
も
の
と
し
て
此
「
複
雑
」
を
解
す
る
を
適
当
と
す
べ
き
か
の
合
理
的
説
明
を
な
す
を
目
的
と
す
る
も
の
た

り
。
甲
あ
る
が
為
め
に
乙
あ
り
と
云
う
に
あ
ら
ず
、
乙
あ
る
が
た
め
に
は
甲
な
か
る
べ
か
ら
ざ
る
の
関
係
を
示
さ
ん
と
す
る

も
の
な
り
。
正
措
定
よ
り
反
措
定
に
至
り
以
て
綜
合
措
定
を
生
ず
と
云
う
よ
り
も
、
綜
合
措
定
を
分
解
し
て
正
措
定
、
反
措
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定
の
二
と
な
し
、
こ
の
二
者
の
綜
合
と
し
て
綜
合
措
定
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
時
間
に
於
け
る
又
は
写
象i i

に
於
け

る
事
物
前
後
の
関
係
は
其
の
問
う
所
に
あ
ら
ず
、直
ち
に
概
念
に
於
け
る
事
物
の
合
理
的
関
係
を
見
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
。

故
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
一
貫
の
研
究
法
は
ま
ず
事
物
を
正
反
合
の
三
段
に
分
析
し
、
而
し
て
正
よ
り
必
然
に
反
を
生
じ
更
に
合
に

い
た
る
所
以
を
合
理
的
に
説
明
す
る
に
在
り
。
蓋
し
絶
対
の
本
性
は
ロ
ゴ
ス
な
り
、
従
っ
て
所
謂W

as w
irklich ist, das ist 

Vernünftig

【
現
実
的
な
る
も
の
は
合
理
的
で
あ
る
】
な
る
が
故
に
、W

irklichkeit

【
現
実
性
】
とVernünftigkeit

【
合
理
性
】
と
は

一
に
し
て
二
な
ら
ず
、
故
に
事
物
の
本
性
の
認
識
は
只
思
想
上
当
に
然
る
べ
き
の
合
理
的
関
係
を
見
る
の
み
を
以
て
足
れ
り

と
す
る
な
り
。

上
述
の
如
く
ヘ
ー
ゲ
ル
は
全
く
経
験
的
時
間
的
経
過
を
度
外
視
せ
り
。
然
れ
ど
も
弁
証
法
的
進
動
と
時
間
的
経
過
と
は

如
何
な
る
関
係
あ
り
や
、
思
想
と
経
験
と
の
本
来
の
関
係
は
果
し
て
如
何
の
問
題
は
少
し
く
別
に
考
え
る
の
価
値
あ
り
。
抑

も
万
有
の
本
体
は
理
な
り
ロ
ゴ
ス
な
り
。
一
切
の
事
象
は
理
の
発
現
な
り
。
然
ら
ば
即
ち
思
想
上
当
然
の
合
理
的
関
係
を
知

る
は
畢
竟
経
験
上
の
時
間
的
関
係
を
知
る
所
以
に
あ
ら
ず
や
。
本
体
は
理
な
る
が
故
に
思
想
は
基
礎
な
り
、
事
実
は
固
よ
り

思
想
と
伴
わ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
た
り
。
哲
学
は
年
代
記
に
非
ず
、
経
験
上
の
事
実
関
係
は
之
を
問
う
の
必
要
な
し
。
要

は
た
だ
思
想
の
発
展
を
吟
味
す
れ
ば
足
る
。
事
物
開
展
の
順
序
は
全
く
経
験
を
離
れ
弁
証
法
に
よ
り
て
論
究
す
る
を
得
べ
き

も
の
な
り
。
経
験
上
の
出
来
事
は
必
ず
理
念
の
指
示
す
る
所
に
従
っ
て
発
生
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
も
し
吾
人
の
経
験
す

る
所
に
し
て
弁
証
法
の
指
示
す
る
所
と
違
う
も
の
あ
ら
ん
か
、
こ
れ
偶た
ま
た
ま々

経
験
が
正
確
な
る
智
識
を
吾
人
に
提
供
せ
ざ
る
を

証
す
る
も
の
に
し
て
、
正
否
の
判
断
は
理
性
の
考
察
の
結
果
た
る
弁
証
法
の
指
示
す
る
所
に
準
拠
し
て
決
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
も
の
な
り
。
彼
れ
の
名
著
『
哲
学
史
』
は
明
に
此
原
則
に
従
え
る
も
の
な
り
、
故
に
史
と
云
わ
ん
よ
り
は
寧
ろ
学
と
い
う

i　

底
本
に
於
い
て
「
写
象
」
に
〔
マ
マ
〕
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
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を
適
当
と
す
と
称
せ
ら
る
。
氏
の
『
哲
学
史
』
は
弁
証
法
的
の
順
序
に
古
今
の
学
説
を
排
列
し
て
頗
る
巧
妙
を
極
め
、
学
説

の
推
移
変
遷
に
対
し
て
一
貫
の
合
理
的
説
明
を
与
え
た
り
と
雖
も
、
為
め
に
往
々
事
実
を
枉ま

げ
、
牽
強
附
会
に
過
ぎ
た
る
の

譏そ
し
りを

免
る
べ
か
ら
ず
。
去
れ
ど
も
事
実
を
附
会
せ
り
と
か
前
後
の
順
序
を
顛て
ん
と
う倒

せ
り
と
か
云
う
如
き
こ
と
は
直
ち
に
ヘ
ー
ゲ

ル
の
説
を
破
る
に
足
ら
ず
。
事
実
上
の
関
係
は
始
め
よ
り
問
わ
ず
し
て
可
な
り
と
す
る
彼
の
立
脚
地
よ
り
す
れ
ば
、
事
実
の

先
後
を
顛
倒
す
る
が
如
き
は
寧
ろ
当
然
の
事
の
み
。
故
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
を
破
ら
ん
と
す
る
者
は
、
須
ら
く
根
本
に
遡
さ
か
の
ぼり
、

経
験
を
無
視
す
る
こ
と
の
可
否
如
何
を
問
う
べ
し
、
事
実
と
道
理
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
謂
う
所
の
道
理
）
と
の
関
係
に
就
き
て
詰

問
す
る
所
あ
る
べ
し
、
純
粋
な
る
合
理
的
関
係
の
み
を
研
究
す
る
こ
と
が
学
問
上
果
し
て
幾い
く
ば
く何
の
実
益
あ
り
や
を
質
問
す
べ

き
な
り
。

第
二
章　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
体
系
及
び
法
律
哲
学
の
地
位

哲
学
の
三
大
系マ

マ別　

論
理
学　

天
然
哲
学　

心
霊
哲
学
並
び
に
法
律
哲
学

（
一
）

抑
も
宇
宙
の
本
体
は
万
有
に
内
在
す
る
絶
対
の
心
霊
的
実
在
に
し
て
、
天
然
を
肉
と
し
、
人
心
を
首
脳
と
す
る
統
一
的

精
神
な
り
。
物
心
二
界
に
跨
が
る
一
大
宇
宙
は
実
に
其
の
具
体
せ
る
も
の
に
し
て
、
本
体
の
現
実
的
生
命
は
、
之
を
物
心
二

界
に
於
て
始
め
て
見
る
こ
と
を
得
る
も
の
な
り
。
例
え
ば
「
人
」
の
本
体
は
五
体
に
遍
在
す
る
心
霊
な
れ
ど
も
、
自
我
は
肉

体
を
離
れ
て
想
像
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
如
く
、
宇
宙
の
本
体
も
亦
万
有
を
超
絶
し
て
独
存
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

去
れ
ば
五
体
其
物
を
指
し
て
直
ち
に
「
人
」
な
り
と
い
う
意
味
に
於
て
、
万
有
は
即
ち
普
遍
的
自
我
な
り
と
云
う
も
必
ず
し

も
不
可
な
き
に
似
た
り
と
雖
も
、
精
密
な
る
哲
学
的
考
究
に
於
て
は
「
人
」
を
分
解
し
て
意
識
と
肉
体
と
に
分
つ
が
如
く
、
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本
体
の
生
命
も
亦
精
神
と
物
質
と
に
分
解
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
。
併
し
も
と
物
質
は
物
質
と
し
て
は
全
然
精
神
と
関
係
な

く
、又
精
神
は
精
神
と
し
て
は
全
然
物
質
と
交
渉
な
し
。
今
本
体
は
物
心
二
界
に
於
て
現
実
の
生
命
を
有
す
と
い
う
と
き
は
、

こ
の
物
心
の
二
者
は
如
何
に
し
て
本
体
と
い
う
唯
一
の
綜
合
的
実
在
を
組
成
す
る
か
。
此
の
問
題
に
対
し
て
合
理
的
説
明
を

与
え
る
も
の
は
即
ち
か
の
弁
証
法
に
外
な
ら
ず
。
そ
は
弁
証
法
は
本
体
開
展
の
固
有
法
則
な
れ
ば
な
り
。
此
の
法
則
に
従
え

ば
、
先
ず
純
粋
な
る
抽
象
的
な
る
原
始
的
な
る
自
存
的
な
る
未
発
の
本
体
あ
り
、
而
し
て
こ
の
本
体
は
静
止
不
動
の
も
の
に

あ
ら
ず
、
必
ず
や
客
観
界
に
実
現
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
先
ず
其
の
直
接
のA

nderssein

を
客
観
界

に
求
め
ざ
る
を
得
ず
。
こ
れ
即
ち
天
然
界
な
り
。
併
し
之
は
抽
象
的
本
体
の
反
措
定
に
過
ぎ
ず
。
更
に
天
然
そ
の
も
の
の
中

に
精
神
の
発
現
を
見
、
以
て
正
措
定
、
反
措
定
を
綜
合
す
る
あ
る
に
非
ず
ん
ば
未
だ
以
て
本
体
の
発
展
は
完
き
を
得
ざ
る
な

り
。
こ
れ
即
ち
心
霊
界
あ
る
所
以
な
り
。
斯
く
解
釈
す
る
と
き
は
、
天
然
と
心
霊
と
は
始
め
て
其
意
義
を
明
に
し
、
宇
宙
は

こ
こ
に
合
理
的
説
明
の
基
礎
を
得
て
、
吾
人
の
理
性
は
満
足
な
る
世
界
解
釈
を
求
め
得
た
る
な
り
。
之
を
要
す
る
に
、
宇
宙

実
在
は
之
を
外
面
的
に
観
察
す
れ
ば
物
心
の
二
界
な
り
と
雖
も
、
之
を
内
面
的
に
観
察
す
れ
ば
抽
象
的
本
体
よ
り
出
立
し
て

天
地
万
有
と
な
り
、
更
に
人
類
精
神
と
な
り
て
完
全
な
る
実
現
を
な
す
所
の
進
動
な
り
、
即
ち
ベ
グ
リ
ッ
フ
よ
り
出
で
て
イ

デ
ー
に
終
る
所
の
進
動
な
り
と
云
う
こ
と
を
得
べ
し
。

更
に
進
動
作
用
の
方
面
よ
り
観
察
せ
ん
に
、
こ
の
進
動
は
正
措
定
、
反
措
定
の
綜
合
作
用
に
外
な
ら
ず
。
綜
合
と
は
正

措
定
、
反
措
定
の
帰
一
な
り
。
今
そ
れ
抽
象
的
本
体
（
即
ち
ベ
グ
リ
ッ
フ
）
は
其
の
他
ア
ン
デ
ル
ザ
イ
ン

在
【A

nderssein

】
を
物
質
界
に
求
め

得
た
り
。
併
し
こ
の
二
者
は
其
本
来
の
性
質
に
於
て
は
互
に
交
通
す
る
を
得
ざ
る
も
の
な
り
。
只
二
者
相
合
体
し
て
イ
デ

ー
と
な
り
、
物
質
の
中
に
「
我
は
即
ち
本
体
自
体
也
」
と
意
識
す
る
も
の
あ
る
に
至
り
て
茲
に
正
措
定
、
反
措
定
の
帰
一
綜

合
あ
り
と
云
う
を
得
べ
き
の
み
。
故
に
本
体
進
動
の
作
用
は
、
一
面
よ
り
云
え
ば
「
現
実
界
に
於
て
自
己
が
自
己
を
意
識
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す
る
こ
と
な
り
」
と
云
う
こ
と
を
得
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
本
体
は
天
然
及
び
人
心
と
な
る
の
前
既
に
心
的
た
り
し
が
故
に
、

こ
の
進
動
は
云
わ
ば
Ａ
に
始
り
て
Ａ
に
終
る
も
の
な
る
を
以
て
な
り
。
こ
の
点
よ
り
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
本
体
を
ばZu-sich-

selbst-kom
m

ender-Idee

【
自
分
に
向
き
合
っ
て
い
る
理
念
】
と
も
云
え
り
。
斯
く
の
如
く
本
体
の
本
性
は
自
己
意
識
な
り
。
然

る
に
「
識
る
」
と
い
う
こ
と
あ
る
が
た
め
に
は
「
知
る
所
の
主
体
」
と
「
知
ら
る
る
所
の
客
体
」
と
即
ち
主
観
と
客
観
と

な
き
を
得
ず
。
主
体
が
客
体
を
識
る
な
り
。
主
体
と
客
体
と
は
も
と
各
々
別
個
の
観
念
に
属
す
。
然
る
に
自
己
意
識
に
於
て

は
自
己
が
自
己
を
識
る
な
り
、
即
ち
「
識
る
も
の
」
も
「
識
ら
る
る
者
」
も
等
し
く
本
体
な
る
が
故
に
、
主
観
と
客
観
と

実
は
二
に
し
て
一
、一
に
し
て
二
な
り
。
た
だ
併
し
乍
ら
思
想
上
に
於
て
は
「
識
る
前
の
自
我
」
と
「
知
ら
る
る
所
の
自
我
」

即
ち
「
非
我
と
し
て
の
自
我
」
と
、
及
び
「
識
り
且
つ
識
ら
る
る
所
の
自
我
」
と
を
分
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
。「
識
る
前
の
自

我
」
は
即
ち
抽
象
的
本
体
に
し
て
、
純
粋
な
るA

n-sich-seiender-Idee

【
自
体
的
＝
潜
在
的
な
理
念
】
な
り
、
又System

 der 

vorw
eltliches B

egriffes

と
見
る
も
可
な
り
。「
識
ら
る
る
所
の
自
我
」
は
客
観
的
物
質
界
の
諸
現
象
に
し
て
、Für-sich-

seinder Idee

【
対
自
的
＝
向
自
的
に
あ
る
理
念
】
な
り
、A

ussersich-seinder Idee

な
り
。
而
し
て
「
識
り
且
つ
識
ら
る
る
所

の
自
我
」
は
即
ち
一
に
し
〔
て
〕
二
、二
に
し
て
一
な
る
自
己
意
識
の
主
体
た
る
現
実
の
本
体
に
し
て
、A

n-und-für-sich-

seinder Idee

【
自
体
的
か
つ
対
自
的
＝
完
全
無
欠
な
理
念
】
な
り
、
又
之
をD

as A
bsolute in einer höhere A

bsolutheit

と
い
う

も
不
可
な
し
。
学
者
は
こ
の
三
段
の
方
面
に
分
析
し
て
宇
宙
の
本
体
を
観
察
す
べ
き
者
な
り
。

斯
く
の
如
く
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
た
る
本
体
は
三
位
一
体
の
ロ
ゴ
ス
な
り
。
第
一
位
を
抽
象
的
理
念
（A

bstrakte Logos

）
と

い
い
、
第
二
位
を
天
然
（N

atur

）
と
い
い
、
第
三
位
を
心
霊
（G

eist
）
と
い
う
。
是こ
こ

に
於
て
本
体
を
論
究
の
対
象
と
す
る

哲
学
も
亦
自
ら
三
大
系
に
分
れ
ざ
る
を
得
ず
。
即
ち
抽
象
的
理
念
を
論
ず
る
も
の
を
論
理
学
（Logik

）
と
な
し
、
天
然
を

論
ず
る
も
の
を
天
然
哲
学（N

aturphilosophie

【
自
然
哲
学
】）と
な
し
、心
霊
を
論
ず
る
も
の
を
心
霊
哲
学（G

eistesphilosophie
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【
精
神
哲
学
】）
と
な
す
。
普
通
に
哲
学
を
本
体
論
、
万
有
論
及
び
心
理
論
三
篇
に
分
ち
て
論
究
す
る
も
の
と
、
稍や
や

其
内
容
を

異
に
し
て
其
形
式
を
同
じ
う
す
る
も
の
な
り
。

哲
学
の
論
究
を
論
理
学
、
天
然
哲
学
、
及
び
心
霊
哲
学
の
三
大
系
に
分
つ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
分
類
す
る
所
に
依
る
。
其
の
系

統
の
委
曲
は
載
せ
て"Enzyklopädie der philosophischen W

issenschaften"

に
明
な
り
。
然
る
に
最
も
ヘ
ー
ゲ
ル
に
通
暁
せ
る

の
称
あ
るK

uno Fischer

は
其
著Logik

に
於
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
学
説
を
次
の
如
く
に
分
類
せ
り
。

（
一
）　

如
何
に
し
て
人
類
の
意
識
は
「
理
性
的
認
識
」
に
ま
で
発
展
す
る
か
を
論
ず
る
も
の
、
即
ちPhänom

enologie des 

G
eistes.

（
二
）　

如
何
な
る
範
囲
に
於
て
理
性
の
認
識
は
成
立
す
る
か
を
論
ず
る
も
の
、
即
ちLogik.

（
三
）　

如
何
に
し
て
ロ
ゴ
ス
は
天
然
及
び
心
霊
と
し
て
発
展
す
る
か
を
論
ず
る
も
の
、
即
ちN

atur und G
eistesphilosophie.

思
う
に
此
の
分
類
は
、
弁
証
法
に
基
づ
く
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
特
殊
な
る
分
類
に
願
慮
せ
ず
、
只
研
究
の
便
宜
上
近
時
の
哲
学
研

究
の
順
序
と
合
う
様
に
分
類
せ
し
も
の
な
ら
ん
。
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
もEncyclopaedie

を
公
に
し
て
其
哲
学
全
系
統
を
世
に
問
い

し
よ
り
十
年
の
以
前
に
於
て
、
既
に
其
処
女
作Phänom

enologie

を
出
版
し
て
（
一
八
〇
七
年
【"Phänom

enologie des G
eistes", 

1807

】）、
先
ず
第
一
着
に
認
識
問
題
を
論
究
せ
る
程
な
れ
ば
、
論
理
的
分
類
と
し
て
は
兎
も
角
も
、
研
究
の
便
宜
上
の
分
類
と
し

て
は
或
はK

uno Fischer

の
そ
れ
を
以
て
便
と
せ
ん
か
。
附
言
し
て
読
者
の
参
考
に
供
す
。

（
二
）

論
理
学
は
抽
象
的
本
体
を
論
究
の
対
象
と
す
る
学
な
り
。
も
と
本
体
は
客
観
世
界
を
離
れ
て
存
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、

合
理
的
考
察
の
必
要
上
之
を
以
て
客
観
界
発
展
の
基
源
と
見
做
さ
ざ
る
を
得
ざ
る
を
以
て
、
こ
の
客
観
界
に
関
係
な
き
超
然

的
状
態
に
在
り
と
せ
ら
る
る
本
体
は
ま
た
特
殊
の
題
目
と
し
て
研
究
す
る
の
必
要
あ
る
な
り
。
故
に
論
理
学
は
本
体
のlife 
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in itself

を
論
ず
る
の
学
な
り
、「
世
界
創
造
以
前
に
於
け
る
神
」（G

ott vor Erschaffung der W
elt

）
の
学
な
り
、
世
界
の

経
験
的
進
化
の
未
だ
始
ら
ざ
り
し
以
前
に
於
け
る
神
の
思
想
を
研
究
す
る
の
学
な
り
。

客
観
界
は
こ
の
抽
象
的
本
体
の
発
展
な
る
こ
と
既
に
述
べ
た
り
。
今
客
観
界
の
事
象
を
見
る
に
単
複
層
を
な
し
て
変
幻

無
数
な
り
。
而
し
て
此
の
変
幻
無
数
な
る
事
象
が
抽
象
的
本
体
の
発
現
な
り
と
せ
ば
、
こ
の
抽
象
的
本
体
に
は
予
あ
ら
か
じめ

発
展
の

計
劃
な
き
を
得
ず
。
さ
れ
ば
こ
の
客
観
的
宇
宙
の
全
景
は
先
ず
「
宇
宙
計
劃
」
又
は
「
創
造
の
見
積
り
」
と
し
て
予
め
此
の

本
体
の
思
想
を
成
せ
り
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
本
体
は
其
本
性
道
理
な
る
が
故
に
、
其
の
計
劃
に
も
亦
一
定
の
理
法

あ
る
べ
き
な
り
。
論
理
学
は
こ
の
内
部
の
計
劃
を
研
究
す
る
も
の
也
。

客
観
界
は
抽
象
的
本
体
の
思
想
の
発
現
す
る
所
、
其
計
劃
の
実
行
せ
ら
る
る
所
な
れ
ば
客
観
界
は
全
く
こ
の
計
劃
に
よ

り
て
支
配
せ
ら
る
る
も
の
と
す
。
一
切
の
現
象
は
決
し
て
予
定
の
範
疇
の
外
に
出
づ
る
こ
と
な
か
る
べ
き
な
り
。
故
に
論
理

学
は
ま
た
現
象
の
範
疇
の
学
な
り
。
こ
こ
に
範
疇
と
は
諸
種
の
事
物
を
包
括
す
べ
き
普
遍
的
概
念
の
謂い
い

に
外
な
ら
ず
。
而
し

て
本
体
は
独
り
物
界
の
基
本
た
る
の
み
な
ら
ず
、
又
人
類
理
性
の
基
本
た
る
を
以
て
、
か
の
範
疇
は
亦
吾
人
思
惟
の
法
則
た

ら
ず
ん
ば
非
ず
。
こ
れ
抽
象
的
本
体
の
学
が
本
体
論
と
称
せ
ら
る
べ
く
し
て
、
し
か
も
猶
お
論
理
学
と
云
わ
る
る
所ゆ
え
ん以
な
ら

ん
。
故
に
わ
が
論
理
学
の
対
象
は
思
考
の
標
準
に
し
て
又
同
時
に
万
有
進
化
の
法
則
た
り
、
真
理
発
見
の
方
法
に
し
て
又
同

時
に
智
識
の
実
質
た
り
。
そ
の
範
疇
は
主
観
的
に
し
て
又
同
時
に
客
観
的
な
り
、
思
惟
及
び
実
在
の
基
礎
に
し
て
、
精
神
及

び
自
然
の
範
疇
な
り
。
去
れ
ば
ロ
ギ
ッ
ク
な
る
語
の
通
俗
の
意
義
が
単
に
吾
人
の
主
観
的
思
想
の
法
則
を
論
ず
る
も
の
に
適

用
す
る
の
み
な
り
と
せ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
に
はabsolute Logik

の
名
称
を
附
し
て
多
少
其
特
色
を
表
さ
し
む
る
を

得
べ
き
か
。

さ
て
客
観
界
の
事
象
の
複
雑
多
端
な
る
こ
と
、
従
て
本
体
の
思
想
も
亦
複
雑
多
端
な
る
こ
と
は
前
段
に
於
て
既
に
之
を
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説
け
り
。
然
ら
ば
こ
こ
に
所
謂
範
疇
の
種
類
も
其
数
頗す
こ
ぶる

夥あ
ま
た多

な
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
べ
し
。
而
し
て
之
等
諸
範
疇
の
性
質
及

び
其
の
相
互
の
関
係
を
精
密
に
研
究
し
、
従
て
各
範
疇
に
適
当
な
る
地
位
を
与
え
以
て
秩
序
的
体
系
を
作
る
は
実
に
形
而
上

学
に
於
け
る
必
須
の
要
件
な
り
。
蓋
し
諸
範
疇
は
各
々
独
立
無
関
係
孤
立
的
の
も
の
に
非
ず
、
弁
証
法
に
よ
り
始
源
的
第
一

範
疇
よ
り
発
展
せ
る
系
統
的
連
鎖
を
な
す
の
関
係
に
立
つ
も
の
た
り
。
故
に
能よ

く
其
関
係
を
攻
察
し
其
生
起
す
る
順
序
に
追

従
し
て
之
を
論
ず
る
を
必
要
と
す
。
而
し
て
こ
の
目
的
を
達
す
る
に
は
、
凡
て
の
予
想
僻
見
又
は
凡
て
の
後
天
的
感
得
的
観

念
を
排
斥
し
、
純
粋
に
超
経
験
的
理
性
の
み
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
理
性
を
し
て
其
内
容
を
開
展
せ
し
め
其
開
展
を

自
発
せ
し
め
、
由
り
て
以
て
其
進
動
を
認
知
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
即
ち
純
正
な
る
研
究
法
な
り
。
論
理
学
は
斯
く
し
て

範
疇
の
開
展
を
研
究
す
る
も
の
な
り
、
純
粋
理
念
の
体
系
を
論
明
す
る
の
学
な
り
。
か
の
ヘ
ー
ゲ
ル
通
を
以
て
有
名
な
る
ス

タ
ー
リ
ン
グ
が
わ
が
論
理
学
の
対
象
を
以
てlnternalization of abstract Spirit 

な
り
と
せ
し
は
蓋
し
此
意
味
に
外
な
ら
ず
。

而
し
て
此
の
対
象
は
主
観
的
原
理
に
し
て
又
同
時
に
客
観
的
実
在
の
法
則
な
れ
ば
論
理
学
は
純
粋
理
念
の
本
質
を
論
ず
る
と

同
時
に
又
万
有
進
化
の
原
則
を
論
ず
。
故
に
斯
学
は
論
理
学
に
し
て
又
同
時
に
万
有
論
た
る
の
性
質
を
有
す
る
も
の
な
り
。

ヘ
ー
ゲ
ル
が
論
理
学
に
於
て
論
ぜ
る
所
の
諸
範
疇
の
体
系
は
「
有ザ
イ
ン」

の
範
疇
よ
り
始
り
て
「
イ
デ
ー
」
の
範
疇
に
終
れ
り
。

蓋
し
範
疇
の
第
一
根
源
は
最
も
空
イ
ン
ハ
ル
ト
ロ
ー
ジ
ッ
ヒ

虚
的
【inhaltslosig
】
に
、
最
も
抽
象
的
に
、
最
も
包
括
的
に
、
最
も
原
始
的
に
、
最
も

超
経
験
的
に
、
最
も
確
実
に
、
而
し
て
凡
て
の
範
疇
に
通
じ
て
一
貫
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斯
か
る
範
疇
は
「
有
」

（Sein

）
の
概
念
を
措お

き
て
他
に
之
あ
ら
ず
。
然
ら
ば
「
有
」
は
最
も
根
本
的
な
る
概
念
に
し
て
万
象
は
皆
之
が
変
形
に
外

な
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

何
が
故
に「
有ザ
イ
ン」は
変
形
し
て「
他
の
も
の
」と
な
る
か
。
抑
も「
有ザ
イ
ン」は
最
も
普
遍
的
な
る
最
も
空
虚
的
な
る
概
念
に
し
て
、

全
く
内
容
を
欠
乏
す
る
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
茲
に
所
謂
「
有ザ
イ
ン」
は
「
人
に
て
あ
り
」
と
か
「
馬
に
て
あ
り
」
と
か
の
「
あ
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り
」
に
非
ず
し
て
、只
「
あ
り
」
な
り
、何
か
に
て
あ
る
に
非
ざ
る
な
り
。「
何
か
に
て
あ
り
」
の
「
あ
り
」
は
経
験
的
の
「
有
」

に
し
て
茲
に
謂
う
「
有
」
に
あ
ら
ず
。
茲
に
い
う
「
有
」
は
何
等
の
限
定
も
な
き
純
粋
の
「
有
」
な
り
。
然
ら
ば
此
の
「
有
」

は
何
か
に
て
あ
る
に
非
ず
、
何
に
て
も
あ
る
に
非
ず
、
即
ち
何
に
て
も
無
き
な
り
、
換
言
す
れ
ば
「
無ニ
ヒ
ツ」

な
り
。
故
に
純
粋

の
「
有
」
は
「
無
」
に
ひ
と
し
く
、「
其
自
身
」
な
る
と
同
時
に
又
「
其
反
対
」
な
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
即
ち

自
己
矛
盾
の
状
態
に
立
つ
も
の
た
り
。
故
に
此
矛
盾
は
除
か
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
矛
盾
の
除
か
る
る
が
た
め
に
は
純
粋

の
「
有
」
が
自
己
を
限
定bestim

m
en

し
て
「
何
か
に
て
あ
り
」
の
「
あ
り
」
と
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
無
差
別
界
の

「
有
」
は
差
別
界
の
「
有
」
と
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。A

llgem
einheit

【
普
遍
性
】
に
於
け
る
「
有
」
はB

esonderheit

【
特
殊
性
】

に
於
け
る
「
有
」
と
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ず
ん
ば
「
有
」
は
「
無
」
に
等
し
き
結
果
と
な
り
、「
有
」
は
「
有
」
た

る
の
面
目
を
完
う
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。
こ
れ
即
ち
「
有
」
が
変
形
し
て
万
象
と
な
る
所
以
な
り
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
論
理
学
の
論
究
に
於
て
も
亦
弁
証
法
を
応
用
し
、先
ず
之
を
三
篇
に
分
て
り
。D

ie Lehre vom
 Sein

【
有
論
】

, D
ie Lehre vom

 W
esen

【
本
質
論
】,

及
びD

ie Lehre vom
 B

egriffe

【
概
念
論
】
即
ち
こ
れ
な
り
。
而
し
て
各
篇
亦
三
章
に

分
れ
各
章
亦
三
節
に
分
た
る
。
其
詳
つ
ま
び
ら
かな
る
紹
介
は
本
論
の
範
囲
に
非
ざ
る
を
以
て
今
之
を
略
し
、
次
に
天
然
哲
学
の
意
義

を
述
べ
ん
。

（
三
）

抽
象
的
本
体
の
内
イ
ン
タ
ー
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

的
発
展
が
絶
頂
に
達
し
其
の
宇
宙
計
劃
が
熟
せ
る
と
き
、
次
で
来
る
べ
き
は
其
の
反
措
定
即
ち
「
他

の
も
の
に
ま
で
の
発
現
」
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
も
し
之
れ
な
く
ん
ば
所
謂
本
体
は
抽
象
的
、
仮
想
的
、
空
虚
的
に
し
て
宛

か
も
蔭
〔
影
〕の
如
く
幻
の
如ご
と

か
ら
ん
の
み
、
例
え
ばW

hite

と
云
わ
ず
し
てW

hiteness

と
云
い
た
ら
ん
が
如
し
。
そ
が
幻
影
の

如
き
状
態
を
脱
し
て
現レ
ア
ー
ル実

な
る
生
命
を
保
有
せ
ん
に
は
、
茲
に
宇
宙
の
創
造
と
い
う
こ
と
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
か
の
「
有
」
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が
「
有
」
た
る
の
本
領
を
完
う
せ
ん
が
為
め
に
は
無
差
別
界
よ
り
降
り
て
差
別
界
に
自
己
を
限
定
（bestim

m
en

）
せ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
と
同
理
な
り
。
此
理
に
よ
り
創
造
せ
ら
れ
た
る
差
別
界
は
即
ち
此
の
物
質
的
自
然
な
り
と
す
。
然
ら
ば
こ
の
客

観
的
天
然
は
正
に
論
理
学
に
於
て
示
さ
れ
た
る
範
疇
の
反
射
【reflexion

反
照
】
な
り
、
他
ア
ン
デ
ル
サ
イ
ン
在
に
於
け
る
イ
デ
ー
な
り
、
其

の
物
質
界
に
於
け
る
例
バ
イ
ス
ピ
ー
ル
示
【B

eispiele

】
な
り
。
自
然
界
の
事
象
は
抽
象
的
に
本
体
の
思
考
せ
し
所
を
実
現
し
客
観
化
す
る
の

連
続
的
光
景
な
り
と
云
わ
ざ
る
を
得
ず
。
論
理
学
の
対
象
を
言
い
現
す
に
内
展
（Internalization

）
の
語
を
以
て
せ
る
ス
タ

ー
リ
ン
グ
が
、
天
然
哲
学
の
対
象
を
云
い
現
す
に
外
展
（Externalization of  abstract Spirit

）
の
語
を
以
て
せ
る
は
頗
る

趣
味
あ
る
言
と
い
う
べ
し
。
ヘ
ー
ゲ
ル
曰
く
、
創
造
と
は
差
別
の
形
式
に
其
の
普
遍
の
凡
て
を
注
入
す
る
こ
と
な
り
、
イ
デ

ー
は
死
物
に
非
ず
、
個
物
に
自
己
の
本
性
を
注
入
し
之
に
よ
り
て
自
己
を
実
現
せ
ず
ん
ば
止
ま
ざ
る
も
の
な
り
と
。
然
り
、

創
造
と
は
論
理
的
範
疇
に
其
実
質
を
供
給
す
る
行
為
に
外
な
ら
ず
。
天
然
は
内
展
的
範
疇
の
全
系
に
対
す
る
内
容
た
り
。
内

展
外
展
表
裏
の
両
景
を
具
有
す
る
は
実
に
本
体
の
真
相
な
り
と
す
。
支
那
の
古
聖
が
「
眼
を
閉
づ
れ
ば
天
地
我
の
う
ち
に
あ

り
、
眼
を
開
け
ば
我
天
地
の
う
ち
に
あ
り
」
と
い
い
、
又
「
之
を
巻
け
ば
方
寸
に
蔵か
く

れ
、
之
を
放
て
ば
六り
く
ご
う合
に
漲み
な
ぎる
」
と
い

い
し
は
、
移
し
て
以
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
内
外
両
展
の
本
体
を
説
明
す
る
の
語
と
な
す
を
得
ん
か
。

斯
く
の
如
く
外
界
に
於
け
る
発
展
は
複
雑
変
幻
窮
り
な
し
と
雖
も
、
も
と
こ
れ
論
理
的
範
疇
の
例
示
反
射
に
外
な
ら
ざ

る
が
故
に
、
其
間
に
一
定
の
秩
序
厳
然
と
し
て
存
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
故
に
天
然
哲
学
の
業
務
と
し
て
は
論
理
学
の
究
明
せ

し
所
に
拠
り
て
天
然
界
の
事
物
を
排
列
し
、
以
て
其
間
の
関
係
を
明
に
す
れ
ば
足
る
。
論
理
学
は
内
容
を
包
括
す
べ
き
形
式

の
学
に
し
て
、
天
然
哲
学
は
こ
の
形
式
に
包
括
せ
ら
る
べ
く
内
容
を
整
頓
す
る
の
学
な
り
。

天
然
哲
学
の
詳
細
な
る
系
統
は
今
之
を
述
ぶ
る
こ
と
を
得
ず
。
た
だ
一
言
す
べ
き
は
、
天
然
界
は
其
始
め
単
純
な
る
物

質
よ
り
漸
次
弁
証
法
的
に
発
展
し
、
其
の
頂
上
に
於
て
人
類
を
現
出
せ
り
と
い
う
こ
と
こ
れ
な
り
。
天
然
哲
学
は
論
理
学
の
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分
類
と
相
呼
応
し
て
三
篇
に
分
る
。M

echanik, Physik,

及
びO

rganik

是
な
り
、
而
し
て
各
篇
亦
三
つ
づ
つ
の
章
節
に
小

分
せ
ら
る
る
こ
と
言
う
ま
で
も
な
し
。
彼
の
考
に
依
れ
ば
抽
象
的
本
体
は
天
然
界
に
於
て
先
ず
最
も
原
始
的
な
る
「
空
間
及

び
時
間
」（
物
質
）
と
な
る
。
然
る
に
物
質
は
物
質
と
し
て
は
有
無
の
矛
盾
撞
着
の
域
に
在
る
こ
と
を
免
れ
ざ
る
を
以
て
更

に
分
化
し
て
個
物
と
な
り
、
天
体
組
織
を
形
成
す
る
に
至
る
（
星
学
）、
次
に
之
よ
り
進
化
し
て
光
線
、
電
気
、
熱
等
の
諸

種
の
作
因
と
な
り
、
一
致
、
反
撥
、
結
合
、
分
離
の
内
的
変
化
の
現
象
を
呈
し
（
理
化
学
）、
遂
に
有
機
体
を
発
生
す
る
に

至
る
も
の
な
り
（
有
機
体
論
）。
有
機
体
に
も
三
種
あ
り
。
其
の
最
も
単
純
な
る
を
地
球
（Erd-organism

）
と
しi i

、
次
を
植

物
と
し
、
更
に
進
化
し
て
動
物
と
な
り
、
其
最
高
の
発
展
と
し
て
遂
に
人
類
を
現
出
す
る
に
至
る
な
り
。
然
ら
ば
人
類
は
物

質
進
化
の
絶
頂
に
し
て
、
茲
に
始
め
て
無
意
識
界
よ
り
意
識
界
に
入
り
、
最
早
天
然
哲
学
の
範
囲
に
あ
ら
ず
し
て
次
段
の
心

霊
哲
学
の
問
題
と
な
る
も
の
な
り
。
故
に
人
類
は
物
質
と
し
て
の
方
面
よ
り
観
る
べ
く（
即
ち
天
然
哲
学
上
の
問
題
と
し
て
）

又
心
霊
と
し
て
の
方
面
よ
り
観
る
を
得
べ
し
。
心
霊
と
し
て
人
類
を
見
る
と
き
は
、
彼
は
天
然
の
意
義
を
知
り
又
自
己
の
思

想
を
意
識
し
更
に
自
己
と
絶
対
と
同
化
し
得
る
も
の
た
り
。
絶
対
も
亦
人
類
と
し
て
実
現
す
る
に
依
り
て
始
め
て
自
己
を
意

識
す
る
を
得
、
即
ち
抽
象
的
本
体
は
人
類
と
い
う
生
物
に
よ
り
て
最
も
完
全
に
自
己
を
実
現
し
た
り
。
人
類
は
実
に
絶
対
の

最
も
完
全
な
る
顕
現
な
り
と
す
。
一
切
の
自
然
界
の
事
象
も
亦
固
よ
り
、
本
体
の
顕
現
に
外
な
ら
ず
と
雖
も
、
之
れ
は
全
く

自
己
の
本
性
を
意
識
す
る
こ
と
な
し
、
故
に
無
意
識
界
と
は
い
う
な
り
。
人
間
と
な
る
に
至
り
て
茲
に
霊
妙
な
る
心
霊
を
生

じ
、
自
己
の
本
性
を
意
識
す
る
の
作
用
を
生
ず
る
に
至
る
な
り
。
蓋
し
本
体
は
本
体
と
し
て
は
抽
象
的
な
り
空
虚
的
な
り
。

必
ず
や
具
体
的
実
在
体
と
し
て
現レ
ア
ー
ル実

の
生
命
を
得
ず
ん
ば
止
ま
ず
。
而
し
て
こ
の
現
実
の
生
命
を
得
る
に
は
物
心
を
兼
有
す

る
人
類
に
依
ら
ざ
る
を
得
ず
。
こ
れ
先
ず
物
質
に
よ
り
て
人
類
の
体
躯
を
作
る
の
必
要
あ
る
所
以
に
し
て
、
斯
く
し
て
作
り

i　

Encycl. §337~

で
は
有
機
的
な
自
然
学
の
最
初
は
、
地
質
学
的
な
自
然
。
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得
た
る
体
躯
に
更
に
精
神
を
吹
き
入
れ
て
之
に
よ
り
て
、
神
は
自
己
を
顕
現
せ
ん
と
す
る
者
な
り
。
併
し
人
類
の
如
き
複
雑

な
る
有
機
体
は
一
朝
一
夕
に
し
て
出
来
が
た
し
。
種
々
の
段
階
を
経
て
茲
に
至
る
も
の
な
る
こ
と
、
宛
か
も
か
の
イ
デ
ー
の

概
念
は
「
有
」
の
概
念
よ
り
種
々
の
段
階
を
経
て
発
展
し
来
り
た
る
結
果
な
る
が
如
し
。
之
を
研
究
す
る
も
の
は
即
ち
天
然

哲
学
な
り
。
之
を
要
す
る
に
天
然
哲
学
に
於
け
る
中
枢
は
有
機
体
な
り
。
物
質
界
の
万
有
は
皆
人
体
を
構
成
す
る
要
素
と
し

て
の
み
其
合
理
的
意
義
を
有
す
。
心
霊
を
以
て
其
の
本
性
と
す
る
絶
対
は
元
来
意
識
的
の
も
の
た
る
べ
き
に
、
そ
が
一
時
無

意
識
的
な
る
物
質
的
天
然
と
な
る
所
以
の
も
の
は
、
必
竟
其
の
発
展
の
頂
上
に
於
て
人
類
と
な
り
て
意
識
的
顕
現
を
な
し
、

以
て
自
己
を
実
現
せ
ん
が
た
め
の
み
。
故
に
自
然
界
に
於
け
る
各
段
階
は
矢
張
り
悉
こ
と
ご
とく

本
体
の
実
現
な
れ
ど
も
、
之
等
は

人
体
を
構
成
す
る
た
め
に
存
す
る
も
の
に
し
て
、
其
自
身
に
自
存
の
目
的
を
有
す
る
も
の
に
非
ず
。
故
に
曰
く
、D

as Ziel 

und der Endzw
eck der N

atur ist der M
ensch als das natürliche, seiner selbst bew

usste Individuum

と
。

自
然
と
人
類
と
の
大
差
は
意
識
の
有
無
に
存
す
と
雖
も
、
其
の
本
質
は
も
と
一
な
り
。
故
を
以
て
深
く
宇
宙
を
考
察
す

る
と
き
は
吾
人
の
理
ヘ
ル
ヌ
ン
フ
ト
性
は
亦
自
然
の
中
に
も
潜
在
す
る
こ
と
を
認
識
す
べ
し
。
吾
人
の
霊
眼
は
、
自
我
と
非
我
と
は
も
と

「
見ス

ト

レ

ン

ジ

ャ

ー

も
知
ら
ぬ
他
人
」
に
あ
ら
ず
し
て
其
の
本
質
に
於
て
は
兄
弟
の
脈
絡
の
相
通
ず
る
も
の
あ
る
こ
と
を
教
え
、
吾
人
を
し

て
無
意
識
界
中
に
在
り
な
が
らat hom

e

に
感
ぜ
し
む
、
こ
の
客
観
界
を
ば
吾
人
心
内
の
理
性
に
還
元
し
天
然
を
ア
ト
・
ホ

ー
ム
に
感
ず
る
は
実
に
哲
学
の
効
用
の
一
な
り
。

（
四
）

本
体
は
其
内
的
発
展
複
雑
多
端
を
極
む
と
雖
も
本
来
は
単
一
体
な
り
。
而
し
て
そ
の
客
観
物
界
に
外
展
す
る
や
其
の
単

一
体
の
反
措
定
と
し
て
差
別
的
形
体
に
於
て
せ
り
。
然
れ
ど
も
単
一
普
遍
と
差
別
複
雑
と
は
両
立
す
べ
か
ら
ず
、
差
別
界
は

未
だ
本
体
の
単
一
普
遍
を
現
す
に
足
ら
ず
、
更
に
差
別
の
窮
極
頂
上
に
於
て
此
差
別
を
統
一
し
単
一
体
と
し
て
本
体
を
完
全
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に
現
す
も
の
な
き
を
得
ず
。
有
限
に
於
て
無
限
を
現
す
も
の
な
き
を
得
ざ
る
な
り
。
之
れ
を
心
霊
（G

eist

）
と
す
。
蓋
し

抽
象
的
概
念
の
発
展
は
本
体
の
形
式
的
方
面
に
し
て
、
天
然
諸
象
の
全
系
は
其
内
容
を
な
し
、
こ
の
形
式
と
こ
の
内
容
と
は

心ガ
イ
ス
ト霊

に
於
て
綜
合
せ
ら
る
る
も
の
な
り
。

斯
く
の
如
く
人
類
の
精
神
は
天
然
界
の
物
質
よ
り
生
れ
出
で
て
本
体
的
心
霊
の
現
る
る
所
な
り
。
宇
宙
万
有
の
統
一
力

た
る
絶
対
的
心
霊
は
実
に
人
類
の
精
神
を
通
し
て
最
も
完
全
に
顕
現
す
。
抑
も
天
然
自
体
は
も
と
本
体
よ
り
発
出
せ
る
所
な

り
、
併
し
人
類
の
精
神
は
其
源
を
ま
た
此
の
天
然
界
に
発
せ
り
。
然
ら
ば
心
霊
は
天
然
を
作
り
又
天
然
に
作
ら
る
る
も
の
な

り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
物
質
に
生
れ
た
る
心
霊
は
一
躍
し
て
物
質
を
作
れ
る
所
の
絶
対
的
心
霊
を
完
全
に
顕
現

す
る
に
堪
う
る
か
。
否
、
其
の
茲
に
至
る
に
は
弁
証
法
に
よ
り
て
幾
多
の
進
化
発
展
を
経
た
る
後
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
果

し
て
然
ら
ば
絶
対
者
は
人
類
精
神
の
進
化
の
各
段
階
に
顕
現
し
、其
最
高
点
に
於
て
自
己
そ
の
も
の
を
完
全
に
現
す
者
な
り
、

人
類
精
神
の
開
展
は
本
体
の
自
己
実
現
の
発
展
な
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
完
成
し
た
る
個
人
の
精
神
は
絶
対
的
心

霊
そ
の
も
の
に
し
て
二
者
別
個
の
も
の
に
あ
ら
ず
。
完
成
し
た
る
個
人
は
個
人
と
し
て
絶
対
者
に
服
従
す
る
に
非
ず
、
個
人

は
即
ち
現
実
界
に
於
け
る
絶
対
者
そ
の
も
の
な
り
、
絶
対
者
が
個
人
に
於
て
其
客
観
性
を
発
揮
す
る
も
の
な
り
。
換
言
す
れ

ば
絶
対
者
は
個
人
に
於
て
完
全
に
自
己
を
意
識
す
る
も
の
な
り
。
是
に
於
て
か
我
の
意
識
は
絶
対
者
の
意
識
な
り
、
我
の
発

達
は
絶
対
者
の
発
達
な
り
、我
は
即
ち
絶
対
な
り
。
わ
が
心
霊
哲
学
は
こ
の
絶
対
者
の
絶
対
的
顕
現
の
過
程
を
論
ず
る
も
の
、

絶
対
我
の
自
己
意
識
に
い
た
る
ま
で
の
人
類
精
神
の
発
展
を
闡せ
ん
め
い明
す
る
も
の
な
り
。

斯
く
の
如
く
人
類
精
神
の
開
展
に
は
段
階
あ
り
。
換
言
す
れ
ば
絶
対
の
顕
現
に
は
秩
序
的
階
段
あ
り
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
例

の
弁
証
法
に
よ
り
て
之
を
次
の
三
大
部
に
分
て
り
。【Encycl. §385

】

一
、
未
だ
客
観
界
に
発
展
せ
ざ
る
抽
象
的
孤
立
的
状
態
に
於
け
る
心
霊
（D

er G
eist in der Form

 der B
eziehung auf sich 
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selbst.【
精
神
は
、自
己
自
身
に
対
す
る
関
係
と
い
う
形
態
に
お
い
て
存
在
す
る
。】）。之
を
主
観
的
精
神（D

er subjektive G
eist

）と
い
う
。

二
、
客
観
界
即
ち
社
会
的
現
象
と
し
て
発
現
せ
る
心
霊
（D

er G
eist in der Form

 der R
ealität als einer von ihm

 
hervorzubringenden und hervorgebrachten W

elt.

【
精
神
は
、
精
神
自
身
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
る
べ
き
そ
し
て
精
神
自
身
に
よ
っ
て
産
出
さ

れ
た
世
界
と
し
て
の
実
在
と
い
う
形
態
に
お
い
て
存
在
す
る
。】）。
之
を
客
観
的
精
神
（D

er O
bjektive G

eist

）
と
い
う
。

三
、
前
二
者
の
綜
合
と
し
て
の
心
霊
（D

er G
eist in an-und-für-sich-seiender und ew

ig sich hervorbringender Einheit der 
objektivität des G

eistes und seiner Idealität oder seines B
egriffes; oder der G

eist in seiner absoluten W
ahrheit.

【
精
神
は
、

そ
れ
の
客
観
態
と
観
念
態
ま
た
は
概
念
と
の
現
実
的
自
覚
的
な
、
そ
し
て
永
遠
に
自
己
を
産
出
す
る
統
一
に
お
い
て
存
在
し
、
絶
対
的
真
実
態
に
於
け

る
精
神
で
あ
る
。】）。
之
を
絶
対
的
精
神
（D

er absolute G
eist

）
と
い
う
。

斯
く
の
如
く
絶
対
者
の
心
霊
的
顕
現
は
唯
一
の
具
体
実
在
な
れ
ど
も
、思
想
上
之
を
分
析
す
る
と
き
は
、抽
象
的
心
霊
（
主

観
的
精
神
）、
他
在
的
心
霊
（
客
観
的
精
神
）、
及
び
具
体
的
心
霊
（
絶
対
的
精
神
）
の
三
段
あ
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

全
体
を
自
己
意
識
の
作
用
と
し
て
見
れ
ば
、
第
一
は
意
識
前
（
又
は
純
粋
無
限
定
の
意
識
）
の
心
霊
な
り
、
第
二
は
意
識
の

対
象
た
り
、
第
三
は
第
一
が
第
二
を
自
己
と
意
識
し
た
る
具
体
心
霊
な
り
。
第
一
は
正
措
定
な
り
第
二
は
反
措
定
な
り
第
三

は
其
綜
合
措
定
な
り
。
是
に
於
て
心
霊
哲
学
は
自
ら
分
れ
て
三
と
な
る
。
曰
く
主
観
的
精
神
論
、
曰
く
客
観
的
精
神
論
、
曰

く
絶
対
的
精
神
論
、
是
な
り
。
一
は
主
と
し
て
心
霊
動
物
た
る
人
類
の
天
然
的
性
質
を
論
じ
、
二
は
人
類
の
家
族
的
、
経
済

的
、
社
会
的
、
政
治
的
諸
関
係
を
論
じ
、
三
は
即
ち
精
神
の
完
全
し
た
る
人
類
の
理
想
的
生
活
を
論
ぜ
り
。
予
輩
が
研
究
の

題
目
た
る
法
律
哲
学
は
正
に
客
観
的
精
神
論
の
全
部
に
当
る
も
の
な
り
。

故
を
以
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
「
法
【R

echt

】」
は
普
通
に
謂
う
所
の
「
法
律
【G

esetz

】」
と
は
大
に
其
意
義
を
異
に
す
る
も

の
な
る
こ
と
を
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
「
法
」
は
普
通
に
理
想
法
又
は
自
然
法
な
る
名
称
を
以
て
領
解
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せ
ら
る
る
所
の
も
の
に
相
当
す
。
彼
は
か
か
る
他
律
的
原
則
が

先
天
的
に
客
観
的
存
在
を
有
し
以
て
各
個
人
の
個
々
別
々
の
精

神
を
統
制
支
配
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
主
張
す
。
普
通
に
所
謂

「
法
律
規
則
」
は
道
徳
律
宗
教
律
等
と
相
対
立
す
る
の
観
念
な

り
と
雖
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り
す
れ
ば
、
苟い
や
しく
も
人
類
の
社
会
的

云う
ん
い為

の
規
範
と
し
て
之
に
客
観
的
標
準
を
与
え
る
も
の
は
、
倫

理
道
徳
何
等
の
名
称
を
冠
す
る
に
拘
ら
ず
、皆
悉
く
之
を
「
法
」

の
概
念
に
包
括
す
る
を
得
べ
き
な
り
。
蓋
し
本
体
は
人
類
精
神

の
主
観
に
顕
れ
た
る
後
、
更
に
人
類
の
社
会
的
行
為
の
規
範
た

る
形
式
に
発
展
し
て
、
所
謂
社
会
精
神
の
実
質
を
な
し
、
人
類

に
対
し
て
拘
束
者
た
る
の
外
観
を
呈
す
る
が
故
に
、
客
観
的
心

霊
と
し
て
の
本
体
は
即
ち
「
法
」
な
り
と
称
す
る
を
得
る
な
り
。

而
し
て
斯
か
る
「
法
」
は
人
類
の
制
定
を
待
た
ず
、
又
経
験
界

の
影
響
の
外
に
超
然
と
し
て
独
存
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
自

然
法
又
は
理
想
法
の
名
あ
り
。
斯
の
「
法
」
を
論
究
す
る
は
即

ち
わ
が
法
律
哲
学
の
目
的
な
り
。

故
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
法
」
は
之
を
所
謂
「
法
律
規
則
」
と

分
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
自
然
法
を
対
象
と
す
る
法
律
哲
学
は
厳

ヘーゲルの哲学体系の大要

{
{ Die Lehre vom Sein

Logik Die Lehre vom Wesen
Die Lehre vom Bgriffe

{ Die Mechanik

N a t u r -

philosophie

Die Physik

{ Die Erd-organismus
Philosophie Die Organik Die Pflanze

Das Thier

{
{

Die Anthoropologie
Der  sub j ek t i ve 
Geist

Die Phänomenologie des Geist

{ Der theoretische Geist

Die Psychologie Der praktische Geist
G e i s t e s -

Philosophie

Der freie Geist

{ Das abstrake Recht
D. objektive G. Die Moralität
(Rechtsphilosophie) Die Sittlichkeit

{ Die Kunst
D. absolute G. Die Religion

Die Philosophie



40

重
に
之
を
他
の
「
法
律
規
則
」
の
学
と
区
別
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
ヘ
ー
ゲ
ル
曰
く
、
所
謂
「
法
律
規
則
」
は
哲
学
上
の
問
題

に
非
ず
。
抑
も
法
律
規
則
な
る
も
の
は
其
形
式
よ
り
云
え
ば
国
権
に
依
り
て
強
行
せ
ら
る
べ
き
制
定
法
た
り
。
其
実
質
よ
り

云
え
ば
国
民
の
性
質
文
化
の
程
度
、
又
は
社
会
の
事
情
等
に
条
件
せ
ら
る
る
一
種
の
社
会
現
象
な
り
。
這し
ゃ
は
ん般
の
意
義
に
於
け

る
法
律
を
研
究
す
る
は
寧む
し

ろ
制
定
法
学
又
は
歴
史
法
学
の
範
囲
に
属
し
、
か
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
又
は
オ
ー
ス
チ
ン
等
の

業
務
と
す
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
国
家
強
制
力
の
如
き
又
社
会
事
情
の
如
き
は
全
く
外
部
的
の
事
に
し
て
固
よ
り
「
法
」
の

本
性
と
相
関
せ
ず
。
制
定
法
学
、
歴
史
法
学
の
如
き
は
未
だ
哲
学
的
と
い
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。

然
れ
ど
も
制
定
法
学
歴
史
法
学
と
法
律
哲
学
と
は
全
く
無
関
係
の
論
究
に
は
あ
ら
ず
。「
法
」
と
「
法
律
」
と
自
然
法
と

制
定
法
と
は
其
間
に
極
め
て
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
制
定
法
は
畢
竟
、
自
然
法
の
差
別
界
に
於

け
る
顕
現
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
蓋
し
自
然
法
は
普
遍
無
差
別
の
状
態
に
於
け
る
「
法
」
な
り
、
制
定
法
は
差
別
相
対
の

状
態
に
於
け
る
「
法
」
な
り
。
自
然
法
は
「
法
」
と
し
て
は
内
容
な
き
抽
象
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
、「
法
」
と
し
て
の
具
体

的
存
在
を
有
せ
ん
が
た
め
に
は
、
制
定
法
と
し
て
自
己
を
相
対
界
に
限
ベ
ス
テ
ン
メ
ン
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
制
定
法
は
「
法
」
の

差
別
相
又
は
相
対
的
状
態
な
る
を
以
て
、
或
る
特
殊
の
制
定
法
は
決
し
て
円
満
に
自
然
法
を
顕
現
す
る
も
の
に
非
ず
。
自
然

法
は
到
底
一
時
に
特
定
の
制
定
法
に
発
現
せ
ら
る
る
を
得
ず
、
制
定
法
の
弁
証
法
的
発
達
の
全
体
の
上
に
発
現
す
る
も
の
な

り
。
こ
れ
一
時
代
の
制
定
法
は
常
に
必
ず
自
然
法
と
異
な
る
所
以
な
り
。
之
を
要
す
る
に
一
代
の
制
定
法
を
以
て
直
ち
に
之

を
自
然
法
と
い
う
の
非
な
る
と
共
に
、
之
を
全
然
自
然
法
に
あ
ら
ず
と
云
う
も
亦
誤
な
り
。

第
三
章　

法
律
哲
学

ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
律
哲
学
は
彼
の
哲
学
体
系
に
於
て
所
謂
客
観
的
精
神
論
に
相
当
す
る
が
故
に
、
之
を
適
当
に
理
解
せ
ん
と
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せ
ば
、
先
ず
主
観
的
精
神
論
の
大
体
に
通
ず
る
こ
と
を
必
要
と
す
。
故
に
予
は
本
章
の
第
一
節
に
於
て
法
律
哲
学
の
前
提
と

題
し
て
主
観
的
精
神
論
を
論
じ
、
而
し
て
後
ち
第
二
節
に
於
て
法
律
哲
学
の
大
体
に
通
ず
る
基
礎
的
性
質
を
述
べ
ん
と
欲
す
。

第
一
節　

法
律
哲
学
の
前
提

総
論　
　

純
理
的
心
霊　
　

実
践
的
心
霊　
　

自
由
意
思

（
一
）

甲　

三
位
一
体
の
心
霊
に
於
て
其
の
第
一
位
の
地
位
を
占
む
る
主
観
的
精
神
は
云
う
ま
で
も
な
く
抽
象
的
単
独
孤
立
の

心
霊
な
り
。
但
し
茲
に
抽
象
的
と
云
う
意
味
は
、
人
類
を
離
れ
人
類
以
外
に
超
絶
し
て
存
す
る
、
即
ち
現
実
を
離
れ
た
る
仮

想
的
の
有
様
の
謂
に
あ
ら
ず
（
斯
く
の
如
き
有
様
に
於
け
る
本
体
は
既
に
論
理
学
に
於
て
論
究
せ
し
所
な
り
）。
こ
こ
に
抽

象
的
と
云
う
意
味
は
本
体
が
既
に
人
知
の
精
神
に
顕
現
し
た
る
上
に
て
更
に
之
を
人
類
の
社
会
的
交
渉
の
外
に
抽
象
し
、
各

人
の
固
有
的
天
然
的
性
質
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
を
云
う
也
。
凡
そ
人
は
孤
棲
す
る
こ
と
を
得
ず
必
ず
や
社
会
的
生
活
を
営

む
。
故
に
各
人
の
精
神
は
一
と
し
て
社
会
的
交
通
よ
り
生
ず
る
影
響
を
蒙
ら
ざ
る
も
の
な
し
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
主
観
的
精

神
と
は
斯
か
る
一
切
の
客
観
的
影
響
よ
り
抽
象
し
、
社
会
的
交
通
を
離
れ
、
内
心
に
潜
在
す
る
も
の
と
見
た
る
各
人
の
精
神

を
お
し
な
べ
て
云
う
に
外
な
ら
ず
。
而
し
て
此
の
精
神
は
屡
々
述
べ
た
る
が
如
く
絶
対
的
心
霊
の
基
本
た
る
べ
き
ベ
グ
リ
ッ

フ
に
し
て
、
其
の
固
有
の
法
則
に
よ
り
て
客
観
的
に
人
類
社
会
に
顕
現
す
べ
き
も
の
た
り
。
故
に
こ
の
客
観
的
に
発
展
す
べ

き
事
象
は
予
あ
ら
か
じめ

範
疇
的
に
此
主
観
的
精
神
の
内
イ
ン
タ
ー
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

展
に
現
れ
た
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
心
霊
哲
学
に
於
け
る

主
観
的
精
神
論
の
地
位
は
宛
か
も
哲
学
全
系
に
於
け
る
論
理
学
の
地
位
に
似
た
り
と
云
う
べ
き
な
り
。

主
観
的
精
神
論
の
結
論
に
於
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
主
観
的
精
神
の
本
性
を
以
て
自
由
意
思
な
り
と
い
え
り
。
而
し
て
其
の
始
め
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物
質
よ
り
生
れ
た
る
心
霊
が
自
由
意
思
と
な
る
ま
で
に
は
種
々
の
段
階
を
経
て
発
展
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
此
段

階
的
発
展
の
関
係
を
説
明
す
る
が
た
め
に
、弁
証
法
を
適
用
し
て
先
ず
心
霊
を
次
の
三
大
部
分
に
分
て
り
、曰
くSeele

【
心
】、

曰
くB

ew
usstsein

【
意
識
】、
曰
くG

eist

【
精
神
】
是
な
りi i

。

（
一
）Seele
は
主
観
的
精
神
中
最
も
抽
象
的
な
る
又
最
も
物
質
に
近
き
心
霊
な
り
。N

atursphäre

又
はleibliche 

Erscheinung

に
於
け
る
心
霊
な
り
。verleiblichen

【
肉
体
化
】
せ
ら
れ
た
る
心
霊
な
り
。
人
の
肉
体
の
う
ち
に
閉
ぢ
込
め

ら
れ
た
る
心
霊
な
り
。
故
に
ま
たN

aturgeist

と
も
い
う
。
而
し
て
之
を
論
究
す
る
も
の
は
人
類
学
（A

nthropologie

）
な

り
。
肉
体
と
関
係
し
て
の
心
霊
を
論
ず
る
も
の
に
し
て
、
気
候
、
地
勢
、
年
齢
、
骨
髄
等
の
内
外
の
物
質
的
事
情
が
如
何
に

吾
人
の
精
神
に
影
響
を
及
ぼ
す
や
の
如
き
問
題
は
即
ち
茲
に
研
究
せ
ら
る
る
題
目
た
り
。（
二
）B

ew
usstsein

はSeele

の

反
措
定
に
し
て
、
其
のLeiblichkeit
【
肉
体
性
】
よ
り
自
己
を
分
つ
の
心
霊
な
り
。naturliche Individualität

よ
り
自
己
を

分
つ
の
心
霊
な
り
。sinnliche A

ussenw
elt

【
感
性
的
外
界
】
よ
り
自
己
を
分
つ
の
心
霊
な
り
。
自
己
の
本
性
を
認
識
す
る
の

心
霊
な
り
。
蓋
し
人
は
本
来
理
性
的
動
物
な
る
が
故
に
、
主
観
的
精
神
の
開
発
の
第
二
段
に
於
て
茲
に
理
性
の
活
用
を
生
じ

物
質
以
外
の
高
等
実
在
な
る
を
自
覚
す
る
に
至
る
も
の
な
り
。
こ
のreine Ich

を
論
ず
る
の
学
は
即
ち
前
屡
々
引
照
せ
し

Phänom
enologie des G

eistes

な
り
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
之
をB

ew
usstsein, Selbstbew

usstsein

及
びVernunft

の
三
と
な
せ
り
。

詳
く
は
こ
こ
に
説
か
ず
。（
三
）G

eist

は
前
二
者
の
綜
合
に
し
て
、
人
体
に
宿
り
つ
つ
肉
体
以
上
の
本
性
を
自
覚
す
る
の
心

霊
な
り
。
肉
体
をvergeistigen

し
心
霊
をverleiblichen

し
、
一
方
に
あ
り
て
はN

aturw
esen

と
し
て
存
じ
感
じ
、
他
方

に
あ
り
て
はVernunftsw

esen

と
し
て
超
経
験
的
認
識
の
本
体
た
る
者
な
り
。
而
し
て
之
を
研
究
の
対
象
と
す
る
も
の
を
心

理
学
（Psychologie

）
と
称
す
。

i　

先
の
体
系
中
のA

nthoropologie, Phänom
enologie des G

eist, Psychologie

が
、
そ
の
三
つ
に
対
応
す
る
、
以
下
の
（
一
）
〜
（
三
）。
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乙　

上
述
の
如
くSeele

の
作
用
は
心
霊
自
体
を
肉
ヘ
ル
ラ
イ
ブ
リ
ッ
ヘ
ン

体
化
す
る
に
あ
り
、
心
霊
の
体
を
作
出
す
る
に
在
り
。
其
作
用
を

な
す
や
無
意
識
的
な
り
。
之
に
反
し
てB

ew
usstsein

の
作
用
は
知
る
な
り
、
己
れ
を
知
る
な
り
、
其
作
用
を
な
す
や
意
識

的
な
り
。
而
し
てG

eist

は
こ
の
二
者
の
綜
合
な
る
が
故
に
、G

eist

に
あ
り
て
は
体
を
作
る
も
自
己
な
り
之
を
知
る
も
亦
自

己
な
り
。
故
に
ガ
イ
ス
ト
は
自
己
のProdukt

を
知
る
の
知
な
り
。
即
ちproduktive W

issen

な
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

而
し
て
知
る
と
い
う
こ
と
は
主
観
の
客
観
に
対
す
る
一
種
の
関
係
な
る
が
故
に
、
主
観
と
客
観
と
の
間
に
此
の
関
係
の
生
ず

る
に
は
、
主
観
に
於
て
客
観
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
の
意
思
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
。
こ
の
意
思
の
発
動
な
け
れ
ば
知
な
し
。

意
は
正
に
知
の
前
提
要
件
た
り
。
故
に
ガ
イ
ス
ト
の
本
性
は
知
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツな
り
と
云
わ
ん
よ
り
は
寧
ろ
意ウ
ヰ
レ思
な
り
と
云
う
べ
き
に

似
た
り
。
要
す
る
に
ガ
イ
ス
ト
に
は
知
の
方
面
あ
り
意
の
方
面
あ
り
。
斯
く
て
ガ
イ
ス
ト
の
研
究
（
心
理
学
）
は
弁
証
法

に
よ
り
て
次
の
三
部
に
分
た
る
。
純
理
的
心
霊
（D

er theoretische G
eist

【
理
論
的
精
神
】）、
実
践
的
心
霊
（D

er praktische 

G
eist

【
実
践
的
精
神
】）、
及
び
自
由
意
思
（D

er freie G
eiste

【
自
由
な
精
神
】）
こ
れ
な
り
。

（
二
）

純
理
的
心
霊
論
（Lehre vom

 theoretischen G
eist

）
は
、
弁
証
法
に
依
り
て
直
観
、
表
象
、
及
び
思
考
の
三
部
に
分
る
。

（
一
）
直
観
（A

nschauung

）【Encycl. §446~450
】

主
観
的
精
神
論
の
第
二
段
た
る
心ヘ
ノ
メ
ノ
ロ
ギ
ー

霊
現
象
論
【Phänom

enologie

】
に
於
て
は
「
意
識
」
が
発
展
し
て
「
理
性
」
と
な
る
に

至
り
て
終
れ
り
。
理
性
は
意
識
作
用
の
発
展
の
最
後
の
段
階
に
し
て
、
認
識
の
最
高
の
機
関
な
り
。
然
れ
ど
も
心ヘ
ノ
メ
ノ
ロ
ギ
ー

霊
現
象
論

に
於
て
論
ず
る
所
の
心
霊
は
意
識
の
主
体
を
ば
其
客
体
よ
り
分
離
し
て
孤
独
に
考
え
ら
れ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
此
段
階
に
於

け
る
心
霊
は
意
識
の
本
体
な
り
と
は
云
え
未
だ
何
を
意
識
す
る
と
云
う
に
非
ず
、
何
を
も
意
識
せ
ざ
る
未
発
展
、
無
限
定
の

意
識
な
り
。
併
し
何
を
意
識
す
る
と
云
う
こ
と
な
く
ん
ば
即
ち
何
を
も
意
識
せ
ざ
る
に
同
じ
。
於
こ
こ
に
お
い
て是

意
識
は
無
意
識
な
り
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と
い
う
の
自
己
矛
盾
に
立
つ
こ
と
と
な
ら
ん
。
故
に
意
識
が
真
に
意
識
た
る
が
為
め
に
は
此
の
無
限
定
、
未
発
展
の
状
態
よ

り
脱
出
し
、
特
定
の
目
的
物
の
上
に
自
己
の
存
在
を
定
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
何
物
を
も
意
識
せ
ざ
る
意
識
に
非
ず
し
て
何
物

か
を
意
識
す
る
の
意
識
と
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斯
く
何
物
か
に
自
己
の
存
在
を
定
め
た
る
心
霊
を
直
観
と
云
う
。
直
観
は

即
ちD

ie in das O
bjekte versenkte Intelligenz

な
り
【Encycl. §449

】。
又
注
意
（A

ufm
erksam

keit

）
と
も
云
う
。
こ
れ
純

理
的
心
霊
の
第
一
段
の
発
展
な
り
。

（
二
）　

表
象
（Vorstellung

）【Encycl. §451~464

】

直
観
の
成
立
は
全
然
外
界
物
体
の
存
在
を
条
件
と
す
。
然
ら
ば
直
観
は
物
を
知
る
の
始
な
れ
ど
も
未
だ
其
の
「
認
識
」

に
あ
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
「
認
識
」
は
本
来
理
性
の
純
思
索
に
よ
り
て
完
全
に
な
さ
る
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
故
に
直
観
に

現
れ
た
る
心
霊
は
漸
次
発
展
し
て
客
観
的
物
界
よ
り
離
脱
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
直
観
に
次
い
で
発
展
の
第
二
段
階
を
な
す
も

の
を
表
象
と
す
。
表
象
も
亦
次
の
三
段
の
小
段
階
を
作
る
。
記
憶
、
想
像
及
び
思
想
【
想
起･

構
想
力･

記
憶
】
是
な
り
。

（
イ
）
記
憶
（Erinnerung

【
想
起
】）　

之
は
直
観
よ
り
一
歩
を
進
め
た
る
も
の
に
し
て
、das angeschaunte O

bjekt

【
直
観

さ
れ
た
対
象
】
を
其
外
部
的
条
件
（
即
ち
其
目
的
の
生
起
せ
し
特
定
の
時
間
及
び
空
間
）
よ
り
離
脱
し
て
自
己
の
中
に
収
取

す
る
こ
と
を
い
う
。
直
観
は
其
目
的
た
る
事
象
の
存
す
る
特
定
の
時
及
び
場
処
に
限
り
て
之
を
見
る
べ
し
。
其
時
定
の
時
及

び
場
処
に
制
限
せ
ら
れ
ず
何
時
如
何
な
る
場
処
に
て
も
再
び
其
目
的
物
を
再
現
す
る
を
得
る
や
う
に
其
目
的
物
を
脳
中
に
収

む
る
を
記
憶
と
い
う
な
り
。
云
わ
ば
直
観
をinnerlich

【
内
部
的
】
に
す
る
の
謂
な
り
。（
但
し
再
現
す
る
こ
と
其
自
身
は
次

段
の
想
像
の
範
囲
な
り
。）

（
ロ
）
想
像
（Einbildungskraft

【
構
想
力
】）　angeschaunte O

bjekt
はerinnern

せ
ら
れ
てB

ild

と
な
り
、
茲
に
心
霊

はB
ild

の
支
配
者
所
有
者
と
な
る
。
而
し
て
心
霊
は
種
々
の
目
的
物
に
接
触
し
て
各
種
のB

ild

を
有
し
其
の
結
果
各
種
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B
ild

の
聯
合
作
用
に
よ
り
て
種
々
の
新
観
念
を
創
造
す
。
之
を
想
像
と
い
う
。
想
像
に
も
三
段
の
発
展
あ
り
。
次
の
如
し
。

(
ａ)

復
造
的
想
像
（R

eproduktive Einbildung

【
再
生
産
的
構
想
力
】））　

純
理
的
心
霊
は
直
観
せ
ら
れ
た
る
目
的
物
を
記

憶
し
てB

ild

と
す
る
の
受
動
的
作
用
を
な
す
に
止
ら
ず
、
更
に
之
を
再
現
す
る
の
積
極
的
作
用
を
な
す
に
至
れ
る
と
き

之
を
復
造
的
想
像
と
云
う
。
幾
度
な
ら
ず
繰
り
返
し
て
意
の
儘
にB

ild

を
再
現
し
得
る
の
心
霊
な
り
。

(

ｂ)

聯
想
的
想
像
（A

ssozierende Einbildung

【assoziierenden -

】）　

之
は
一
のB

ild

よ
り
他
のB

ild

を
聯
想
し
彼
此

比
較
関
係
せ
し
む
る
の
作
用
な
り
。
単
に
同
一
のB

ild

を
再
現
せ
し
む
る
の
み
に
止
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

(

ｃ)

創
造
的
想
像
（Schöpferische Einbildung

）i i　

復
造
的
想
像
も
聯
想
的
想
像
も
共
に
一
旦
直
観
し
た
る
物
に
関
係

せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
全
く
直
観
し
た
る
物
に
関
係
な
き
新
観
念
を
創
成
す
る
は
本
段
の
創
造
的
想
像
な
り
と
す
。
之
に

も
更
に
次
の
三
小
段
あ
り
。

（
甲
）
比
喩
（Sinnbild

）　

実
際
直
観
し
た
る
外
物
を
借
り
て
自
己
の
云
わ
ん
と
欲
す
る
考
を
表
す
る
を
い
う
。
其
作

用
自
体
を
見
れ
ば
固
よ
り
直
観
に
関
係
な
し
と
雖
も
、
其
の
考
を
発
表
す
る
手
段
よ
り
見
れ
ば
未
だ
全
く
外
物
よ
り

独
立
せ
り
と
云
う
を
得
ざ
る
も
の
な
り
。
例
え
ば
堅
き
こ
と
鉄
の
如
し
と
い
い
、
白
き
こ
と
雪
の
如
し
と
い
う
の
類

な
り
。

（
乙
）
寓
意
（A
llegorie

）　

未
だ
外
物
を
全
く
離
る
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
亦
全
く
外
物
の
み
に
依
る
に
あ
ら
ず
。
外
物

又
は
其
結
合
に
意
を
寓
せ
し
む
る
を
云
う
。
前
段
の
比
喩
よ
り
一
歩
を
進
め
た
る
所ゆ
え
ん以

は
彼
の
如
く
外
物
の
属
性
を

直
ち
に
借
り
来
ら
ざ
る
こ
と
に
在
り
。
古
人
が
左
手
に
秤
を
携
え
右
手
に
剣
を
掲
げ
た
る
人
像
を
刻
し
て
正
義
の
神

を
表
彰
せ
し
が
如
き
は
此
部
類
に
属
す
。

（
丙
）
言
語
（W

ort

【
単
語･

言
葉
】）　

比
喩
寓
意
の
二
者
は
共
に
創
造
的
な
り
と
は
云
え
未
だ
外
物
を
手
段
と
す
る
の

i　

こ
の
単
語
はEncycl.

に
見
当
た
ら
な
い
。
次
の
小
三
段
も
な
く
、
関
連
す
る
内
容
は
あ
る
。
単
語Sinnbild

は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。§456~
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域
を
脱
せ
ず
。
全
く
外
物
を
手
段
と
す
る
こ
と
な
く
純
粋
に
心
霊
自
体
よ
り
出
づ
る
方
法
を
以
て
自
己
の
思
想
を
表

彰
す
る
も
の
を
言
語
と
な
す
。

（
ハ
）
思
想
（G

edächtniss

【
記
憶
】）　

さ
て
言
語
な
る
も
の
は
一
度
言
い
終
れ
ば
其
跡
を
留
め
ざ
る
も
の
な
り
。
於
是

其
欠
を
補
う
た
め
に
文
字
な
る
も
の
を
生
じ
、
こ
の
文
字
に
よ
り
て
言
語
を
表
し
、
一
定
の
考
は
文
書
（Schrift

）
に
書
き

綴
ら
る
。
而
し
て
文
書
と
は
紙
面
に
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
其
自
身
再
び
直
観
の
目
的
物
と
な
る
。
文
書

の
直
観
せ
ら
れ
記
憶
せ
ら
れ
た
る
と
き
は
之
を
思
想
【
記
憶

0

0

】
と
称
す
る
な
り
。【「
こ
の
外
面
性
のErinnerung

想
起
〔
内
化
〕
が

G
edächtniss

記
憶
で
あ
る
。」Encycl. §460

】

（
三
）　

思
考
（D

enken

【
思
惟
】）【Encycl. §465~468

】

文
書
の
直
観
せ
ら
れ
記
憶
せ
ら
れ
た
る
結
果
と
し
て
の
思
想
【
記
憶

0

0

】
は
無
形
な
る
心
霊
の
一
現
象
た
り
と
雖
も
、
文
書

を
其
成
立
の
前
提
条
件
と
す
る
を
以
て
未
だ
全
く
外
物
よ
り
離
脱
せ
り
と
云
う
べ
か
ら
ず
。
故
に
思
想
は
十
分
に
心
霊
の
純

理
的
方
面
を
表
す
る
に
足
ら
ず
。
十
分
に
心
霊
の
純
理
的
方
面
を
表
し
文
書
等
の
外
部
的
拘
束
よ
り
独
立
し
て
事
物
の
真
理

を
考
察
す
る
も
の
は
思デ
ン
ケ
ン考

な
り
。
思デ
ン
ケ
ン考

は
直
観
等
の
経
験
的
事
実
を
超
越
し
て
自
己
の
本
性
（
宇
宙
の
本
体
と
同
一
な
る
こ

と
）
を
知
る
作
用
に
し
て
か
の
心
霊
現
象
論
に
論
ぜ
る
「
理
性
」
と
其
本
質
を
相
同
う
す
。
只
其
の
彼
と
異
な
る
所
は
彼
に

在
り
て
は
純
粋
無
限
定
の
認
識
な
り
。
此
に
在
り
て
は
自
我
非
我
に
対
す
る
現
実
の
認
識
な
る
こ
と
是
な
り
。
但
し「
思
考
」

は
言
語
に
執
着
せ
ざ
れ
ど
も
之
を
前
提
と
す
。
故
に
言
語
な
し
に
は
「
思
考
」
な
し
。
吾
人
が
考
え
る
と
い
う
と
き
は
必
ず

言
語
の
形
式
に
依
ら
ざ
る
を
得
ず
、「
思
考
」
は
即
ち
言
語
に
於
て
其D

asein

を
有
す
る
者
な
り
。
之
れ
心
霊
現
象
論
の
「
理

性
」と
異
な
る
所
な
り
。
ヘ
ー
ゲ
ル
曰
く
人
類
は
思
考
力
を
有
す
る
が
故
に
経
験
的
世
界
観
よ
り
神
に
向
上
す
る
こ
と
を
得
。

思
考
と
は
畢
ひ
っ
き
ょ
う竟

此
向
上
の
謂
に
外
な
ら
ず
。
感
覚
界
を
超
越
し
有
限
よ
り
無
限
に
突
入
す
る
こ
れ
思
考
の
本
領
な
り
。
思
考
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せ
ざ
る
も
の
に
は
斯
か
る
向
上
な
し
。
動
物
に
か
か
る
向
上
な
き
所
以
は
感
覚
的
に
知
覚
し
直
観
す
る
の
み
な
る
を
以
て
な

り
。
要
す
る
に
思デ
ン
ケ
ン考

は
人
類
独
有
の
霊
能
な
り
と
。

（
三
）

純テ
オ
レ
チ
イ
ッ
シ
ェ
・
ガ
イ
ス
ト

理
的
心
霊
は
「
思デ
ン
ケ
ン考

【
思
惟
】」
と
な
り
て
其
発
展
の
絶
頂
に
達
せ
り
。
抑そ
も
そも

純
理
的
心
霊
は
外
部
的
対
象
を
知
る

の
心
霊
な
り
。
心
霊
が
之
を
知
了
せ
る
と
き
は
対
象
は
即
ち
内
部
的
（innerlich

）
の
も
の
と
な
る
。
之
を
内
部
的
と
す
る

は
即
ち
之
を
「
我
が
も
の
」（M

einige

）
と
す
る
に
外
な
ら
ず
、
然
ら
ば
わ
が
心
霊
は
其
性
質
単
に
受
動
的
に
物
を
知
る

の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
た
る
に
止
ら
ず
し
て
、
亦
能
働
的
に
之
を
我
が
も
の
と
す
る
の
ウ
ヰ
レ
（
意
思
【W

ille

意
志
】）
に
あ
ら

ず
や
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
謂
う
所
の
実
践
的
心
霊
（Praktische G

eist

）
と
は
実
に
此
心
霊
の
自
働
的
方
面
を
云
え
る
に
外
な
ら

ず
。
ヘ
ー
ゲ
ル
曰
く
思
考
す
る
と
は
目
的
物
をverallgem

einern

す
る
こ
と
な
り
。
而
し
て
思デ
ン
ケ
ン考

は
思
考
と
し
て
は
其
自
身

leer

【
空
虚
】
な
り
。
然
れ
ど
も
思デ
ン
ケ
ン考

す
る
こ
と
に
依
り
て
吾
人
は
こ
の
複
雑
な
る
世
界
をG

edanke

即
ち
自
己
の
内
容
と
な

し
以
てM

einige

と
な
す
も
の
な
り
、
純
理
的
心
霊
は
斯
く
し
て
実
践
的
心
霊
と
な
る
も
の
な
り
と
。
然
り
、
純
理
的
心
霊

が
十
分
な
る
発
展
を
な
せ
ば
思デ
ン
ケ
ン考
は
自
分
を
意ウ
ヰ
レ思
と
し
て
認
む
る
に
至
る
な
り
、
思デ
ン
ケ
ン考
が
意ウ
ヰ
レ思
と
な
る
と
云
う
も
其
意
は
同

じ
。
故
に
思デ
ン
ケ
ン考
を
ば
一
に
「
自
己
を
意ウ
ヰ
レ思
に
限
定
す
る
の
知
」（D

as sich selbst zum
 W

illen B
estim

m
ende

）
と
も
云
い
、

意ウ
ヰ
レ思
をIntelligenz in der Thätigkeit

【
働
き
に
お
け
る
知
】
と
云
う
に
反
し
、
之
をW

ille in der M
öglichkeit

【
可
能
的
意
志
】

と
も
云
う
。
要
す
る
に
思デ
ン
ケ
ン考
も
意ウ
ヰ
レ思
も
二
者
別
物
に
非
ず
、
同
一
物
の
観
察
の
方
面
を
異
に
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
ず
。
只

ヘ
ー
ゲ
ル
は
二
者
を
以
て
弁
証
法
的
発
展
の
二
段
階
を
な
す
も
の
と
見
た
る
も
の
な
り
。
蓋
し
思デ
ン
ケ
ン考

と
云
う
こ
と
は
意ウ
ヰ
レ思

な

く
し
て
は
之
な
き
所
な
り
。
意ウ
ヰ
レ思

は
思デ
ン
ケ
ン考

せ
し
む
る
所
以
に
し
て
、
意ウ
ヰ
レ思

す
れ
ば
こ
そ
思デ
ン
ケ
ン考

す
る
な
れ
。
此
事
実
は
吾
人
が

事
物
の
真
理
を
認
識
す
る
に
如
何
に
強
き
努
力
を
要
す
る
か
を
考
察
す
れ
ば
明
な
ら
ん
。
真
理
を
欲
求
せ
ざ
る
も
の
に
し
て
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真
理
を
発
見
す
る
を
得
る
は
不
可
能
事
な
る
べ
け
れ
ば
な
り
。
故
に
意
思
は
実
に
純
理
的
心
霊
のbew

egende Princip

【
動

か
す
原
理
】
な
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

学
者
或
は
曰
く
人
類
は
右
の
袂た
も
とに
は
思
考
を
有
し
左
の
袂
に
は
意
思
を
有
す
と
。
此
説
非
な
り
、
二
者
別
物
に
非
ず
。

意
思
な
け
れ
ば
思
考
な
し
、
又
思
考
な
け
れ
ば
意
思
な
し
。
意
思
せ
ん
と
す
る
所
は
必
ず
思
考
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
思
考
す

る
所
は
必
ず
意
思
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
意
思
は
即
ちD

asein

に
自
己
を
限
定
せ
ん
と
す
る
の
思
考
に
し
て
、
思
考
は
本
質

上
の
関
係
に
於
て
は
意
思
の
前
提
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な
り
。
之
等
の
関
係
を
無
視
し
て
二
者
を
離
間
す
る
は
ヘ
ー
ゲ
ル

が
認
め
て
以
て
皮
相
の
見
な
り
と
す
る
所
な
り
。

純
理
的
心
霊
が
一
転
し
て
実
践
的
心
霊
と
な
る
や
、
其
所
謂
意
思
は
純
粋
未
発
展
無
限
定
の
意
思
な
り
。
其
本
性
を
意

思
と
す
と
云
う
に
止
り
、
未
だ
何
物
を
意
思
す
る
と
い
う
に
あ
ら
ず
。Ich w

ill etw
as

に
あ
ら
ず
し
て
単
にIch w

ill

な
り
。

可モ
エ
ー
グ
リ
ッ
ヒ

能
的
【m

öglich

】
に
は
「
何
物
か
を
意
思
す
る
の
意
思
」
た
り
得
る
も
の
な
れ
ど
も
、
現ウ
ヰ
ル
ク
リ
ッ
ヒ

実
的
【w

irklich

】
に
は
「
未
だ
何

物
を
も
意
思
せ
ざ
る
意
思
」
な
り
。
未
だ
何
物
を
も
意
思
せ
ざ
る
が
故
に
即
ち
「
意
思
せ
ざ
る
」
も
の
な
り
、
故
に
未
だ
意

思
に
あ
ら
ず
。
然
ら
ば
所
謂
実
践
的
心
霊
は
其
始
め
意
思
に
し
て
又
意
思
に
あ
ら
ず
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
即
ち
自

己
破
壊
自
己
矛
盾
に
陥
る
も
の
と
い
う
べ
し
。
此
矛
盾
は
意
思
が
意
思
た
ら
ん
が
為
め
に
自
ら
其
のA

llgem
einheit

を
限

定
し
、will etw

as

と
な
る
こ
と
に
よ
り
て
除
か
る
。「
何
物
を
も
意
思
せ
ざ
る
の
意
思
」
が
「
何
物
か
を
意
思
す
る
の
意
思
」

と
な
る
の
発
展
の
全
系
は
実
践
的
心
霊
論
の
研
究
す
る
所
た
り
。
而
し
て
本
論
も
亦
弁
証
法
に
よ
り
て
三
小
段
に
分
る
。
欲

望
動
機
及
び
幸
福
即
ち
是
な
り
。

（
一
）　

欲
望
（Praktische G

efühl

【
実
践
的
感
情
】）【Encycl. §471~472
】

未
発
展
な
る
も
の
が
自
己
をB

esonderheit

に
限
定
す
る
の
意
思
は
先
ず
欲
望
の
感
と
し
て
現
る
。
欲
望
と
は
「
然
か
あ
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る
べ
き
如
く
に
あ
ら
ぬ
状
態
の
感
」（D

as G
efühl eines Zustandes, der nicht so ist, w

ie er sein soll

）
を
い
う
。Sollen

とSein

と
の
一
致
せ
ざ
る
状
態
の
謂
な
り
。
こ
れ
実
践
的
心
霊
の
根
本
感
覚
な
り
、
而
し
て
之
に
対
す
る
も
の
を
満
足

（B
efriedigung

）と
い
う
。「
丁
度
あ
る
べ
き
如
く
に
あ
る
状
態
の
感
」な
り
。Sollen

とSein

と
の
一
致
せ
る
状
態
の
謂
な
り
。

欲
望
に
は
其
種
類
多
し
。
然
れ
ど
も
各
種
の
欲
望
は
孤
立
無
関
係
に
あ
ら
ず
し
て
、
各
々
弁
証
法
的
発
展
の
一
段
階
を

な
す
も
の
た
り
。
換
言
す
れ
ば
欲
望
な
る
も
の
は
種
々
の
形
式
に
現
る
る
も
の
に
し
て
、
始
め
は
低
度
の
自
然
的
欲
望
よ
り

発
達
し
、
高
尚
な
るR

eue

（
行
為
と
利
益
と
の
不
一
致
の
感
）、Scham

（
行
為
と
義
務
と
の
不
一
致
の
感
）
に
至
る
も
の
な
り
。

斯
く
の
如
く
欲
望
又
は
不
一
致
の
起
る
は
心
霊
が
自
己
を
発
現
せ
ん
が
た
め
な
り
。
故
に
吾
人
は
吾
人
の
本
性
を
完
成

せ
ん
が
為
め
に
はSollen
とSein
と
を
一
致
せ
し
む
る
に
努
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
も
し
一
致
せ
し
む
る
能
わ
ざ
る
と
き
は

之
よ
り
し
て
悲
惨
と
罪
悪
と
を
生
ぜ
ん
。
斯
く
し
て
欲
望
は
次
段
の
動
機
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。

（
二
）　

動
機
（Triebe und W

illkür
【
衝
動
と
恣
意
】）【Encycl. §473~478

】

前
述
の
如
くPraktische G

efühl

は
其
自
身
は
欲
望
の
感
覚
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も
、
そ
は
や
が
て
其
欠
け
た
る
を
満
た
し
惨

悪
よ
り
脱
せ
ん
と
す
る
念
慮
を
引
き
起
さ
し
む
。
か
か
る
念
慮
を
称
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
動
機
（Trieb

【
衝
動
】）
と
云
え
り
。

（D
er Trieb ist eine subjektive W

illensbestim
m

ung, die sich selber ihre O
bjektivität giebt

）【Trieb

衝
動
と
は
自
分
自
身
に

自
分
の
客
観
性
を
与
え
る
よ
う
な
主
観
的
な
意
志
規
定
で
あ
る
】。
而
し
て
欲
望
に
種
々
の
種
類
あ
る
が
如
く
、此
の
動
機
に
も
亦
種
々

の
種
類
あ
る
こ
と
論
を
待
た
ず
。

斯
く
の
如
く
実
践
的
心
霊
は
動
機
に
現
る
る
と
雖
も
併
し
動
機
に
現
れ
た
る
心
霊
は
有
限
に
し
て
自
由
に
あ
ら
ず
。
固も
と

よ
り
抽
象
的
に
論
ず
る
と
き
は
実
践
的
心
霊
は
自
ら
如
何
な
る
動
機
と
な
る
か
を
定
め
得
る
の
自
由
、
換
言
す
れ
ば
欲
望

の
起
る
が
ま
ま
に
其
目
的
物
を
直
に
採
り
て
自
己
の
動
機
の
目
的
物
と
す
る
の
自
由
を
有
す
と
雖
も
、
斯
く
の
如
き
は
内
容
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な
き
形
式
的
自
由
に
て
、
所
謂inhaltlose A

llgem
einheit

な
り
。
斯
く
の
如
く
任
意
の
内
容
を
捕
捉
し
此
う
ち
に
自
己
を

限ベ
ス
テ
ン
メ
ン
定
し
得
る
抽
象
的
に
自
由
な
る
意
思
をW

illkür

【
恣
意
】
と
称
す
。
先
ず
欲
望
を
感
じ
更
に
動
機
と
な
り
て
欠
乏
と
満

足
と
の
一
致
を
来
さ
し
め
ん
と
す
る
も
の
是
也
。
人
或
はW

illkür

を
見
て
「
自
由
意
思
」
を
説
く
。
こ
れ
誤
な
り
。
二
者

は
厳
に
之
を
区
別
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
吾
人
は
常
に
吾
人
の
当ま

さ
に
欲
望
す
べ
き
所
の
も
の
を
欲
望
す
る
も
の
に
似
た

り
と
雖
も
、実
際
吾
人
の
欲
望
す
る
所
の
も
の
は
常
に
必
ず
し
も
吾
人
を
満
足
せ
し
む
る
も
の
に
非
ず
。個
々
の
欲
望
を
一
々

点
検
す
れ
ば
其
が
「
真
正
な
る
意
思
」
の
欲
求
に
出
で
ざ
る
場
合
も
少
か
ら
ざ
ら
ん
。
世
の
学
者
猶
お
往
々
誤
解
し
て
二
者

の
観
念
を
混
淆
す
る
も
の
あ
る
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
特
に
注
意
し
て
戒
め
た
る
所
な
り
。

（
三
）　

幸
福
（G

lückseligkeit
）【Encycl. §479~480

】

動
機
は
其
種
類
多
し
、
又
相
互
の
間
必
ず
し
も
調
和
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
一
を
満
足
す
れ
ば
他
を
害
す
る
場
合
も

稀
な
ら
ず
。
是
に
於
て
何
れ
の
動
機
を
達
し
何
れ
の
動
機
を
抑
ゆ
べ
き
か
彼
此
選
択
し
て
之
を
決
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

W
illkür

は
如
何
な
る
動
機
に
自
己
を
現
さ
ん
か
を
定
む
る
の
自
由
あ
る
を
以
て
、
彼
此
選
択
し
最
少
の
犠
牲
を
以
て
最
大

の
効
果
を
収
め
ん
と
す
。
か
く
最
少
の
犠
牲
を
以
て
包
括
的
一
般
的
満
足
を
求
め
ん
と
す
る
と
き
之
をG

lückseligkeit

と

云
う
。
一
切
の
動
機
を
す
べ
て
一
様
に
満
足
す
る
と
き
は
一
般
的
包
括
的
満
足
は
求
め
得
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
此
の
段
階
に

在
り
て
は
各
個
の
欲
望
の
満
足
は
多
少
制
限
せ
ら
る
る
所
な
き
を
得
ず
。
故
に
真
正
な
る
意
思
は
未
だ
此
段
階
に
於
て
は
発

現
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
。

も
と
此
種
の
動
機
は
動
物
も
亦
之
を
有
す
。
然
れ
ど
も
動
物
はW

ille
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
常
に
全
く
本
能
的
欲
望
に
支

配
せ
ら
る
る
の
み
。
人
に
あ
り
て
は
然
ら
ず
、
動
物
的
本
能
以
上
の
理
性
あ
る
が
故
に
、
自
己
の
意
思
を
以
て
各
動
機
間
に

緩
急
前
後
の
順
序
を
附
し
又
は
之
が
取
捨
選
択
を
な
す
。
動
物
は
欲
望
に
支
配
せ
ら
れ
、
人
は
欲
望
自
体
を
支
配
す
と
云
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う
べ
き
な
り
。
斯
く
の
如
く
動
機
が
意
思
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
れ
、
其
間
に
合
理
的
関
係
の
附
与
せ
ら
れ
た
る
を
「
幸
福
」

と
は
云
う
な
り
。
こ
れG

lückseligkeit

を
一
にvernünftige System

 der W
illensbestim

m
ung

【
合
理
的
意
志
決
定
シ
ス
テ
ム
】

と
い
う
所
以
な
り
。
去
れ
ば
之
に
在
り
て
は
総
て
の
欲
望
が
悉
こ
と
ご
とく

満
足
せ
ら
る
る
に
あ
ら
ず
。
固
よ
り
ト
リ
ー
ブ
【
衝
動
】

の
目
的
と
な
る
も
の
は
必
ず
或
る
欲
望
を
満
足
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
欲
望
を
満
足
す
る
の
性
質
を
有
す

る
も
の
は
皆
必
ず
し
も
常
に
ト
リ
ー
ブ
の
目
的
物
と
な
る
に
あ
ら
ず
、
ト
リ
ー
ブ
の
目
的
物
と
な
り
て
満
足
を
得
る
も
の
も

あ
り
又
否i i

ら
ざ
る
も
の
も
あ
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
実
践
的
心
霊
の
発
展
の
最
高
段
階
に
在
り
て
し
か
も
猶
お
未

だ
十
分
にW

ille

と
し
て
発
現
せ
ず
と
云
わ
る
る
所
以
な
り
。

（
四
）

前
に
述
べ
た
る
が
如
く
「
実
践
的
心
霊
」
は
先
ず
自
然
的
本
能
的
動
物
的
欲
望
と
し
て
発
現
す
。
こ
れ
心
霊
は
其
源
を

自
然
に
発
す
る
を
以
て
従
て
自
然
よ
り
各
種
の
欲
望
を
継
受
す
る
が
故
な
り
。而
し
て
人
は
本
来
理
性
的
動
物
な
る
を
以
て
、

動
物
的
欲
望
の
遂
行
に
際
し
て
も
反
省
考
察
を
な
し
、
自
家
の
最
大
な
る
満
足
を
得
ん
が
為
め
に
は
如
何
な
る
欲
望
を
先
と

し
如
何
な
る
欲
望
を
後
と
す
べ
き
か
の
緩
急
の
別
を
附
し
、
其
間
に
一
定
の
系
統
を
設
く
る
に
至
る
も
の
な
り
。
蓋
し
各
種

の
欲
望
は
其
一
を
満
足
せ
し
む
れ
ば
其
他
を
害
す
る
と
云
う
が
如
く
彼
此
相
牴
触
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
一
般
的
幸
福
を

得
ん
に
は
適
当
に
之
等
を
し
て
相
制
せ
し
む
る
の
必
要
あ
れ
ば
な
り
。
而
し
て
各
種
の
ト
リ
ー
ブ
を
し
て
斯
く
相
制
せ
し
む

る
者
は
何
ぞ
や
。
こ
れ
即
ち
吾
人
に
賦
有
せ
る
理
性
そ
の
も
の
に
外
な
ら
ず
。
さ
れ
ば
吾
人
の
実
践
的
心
霊
は
一
旦
各
種
の

ト
リ
ー
ブ
に
現
れ
た
り
と
雖
も
、
其
等
の
ト
リ
ー
ブ
た
る
や
或
る
も
の
は
満
足
せ
ら
る
る
も
或
る
者
は
理
性
の
抑
圧
す
る
所

と
な
る
を
以
て
、
甲
ト
リ
ー
ブ
と
な
り
た
る
心
霊
は
其
発
現
の
目
的
を
達
せ
る
も
乙
ト
リ
ー
ブ
と
な
れ
る
心
霊
は
遂
に
発
現

i　
「
否
」
に
対
し
て
底
本
で
は
〔
然
〕
と
注
記
、「
否
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。



52

の
実
を
完
う
せ
ず
し
て
自
滅
す
る
の
結
果
と
な
れ
り
。
然
ら
ば
か
の
実
践
的
心
霊
は
各
個
の
ト
リ
ー
ブ
と
し
て
留
る
間
は
十

分
に
心
霊
を
顕
現
す
る
者
と
云
う
べ
か
ら
ず
。
換
言
す
れ
ば
個
々
の
事
物
を
欲
望
の
対
象
と
す
る
間
は
心
霊
は
十
分
な
る
発

現
を
な
し
得
ざ
る
な
り
。
然
ら
ば
如
何
な
る
も
の
を
以
て
ト
リ
ー
ブ
の
対
象
と
な
せ
ば
心
霊
は
満
足
す
べ
き
か
。
こ
れ
外
な

ら
ず
、
自
己
自
身
即
ち
之
な
り
、
蓋
し
人
は
理ロ
ゴ
ス性
の
権
化
に
し
て
、
考
察
す
る
こ
と
も
又
各
種
の
欲
望
の
間
に
先
後
の
別
を

附
す
る
こ
と
も
皆
理
性
の
作
用
に
外
な
ら
ず
。
然
ら
ば
其
終
局
の
目
的
と
し
て
最
後
の
満
足
を
得
べ
き
対
象
は
理
性
其
者
の

外
之
あ
る
べ
か
ら
ず
。
吾
人
が
其
欲
望
す
る
所
を
欲
す
る
に
当
り
必
ず
全
精
神
の
要
求
を
満
足
せ
し
む
る
も
の
は
自
己
そ
れ

自
身
の
み
な
る
を
以
て
な
り
。
即
ち
心
霊
は
自
己
自
ら
を
ト
リ
ー
ブ
の
目
的
と
せ
ず
ん
ば
十
分
に
発
現
す
る
を
得
ず
。
自
己

を
意
思
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。故
に
円
満
完
成
な
る
心
霊
は
自
己
を
其
ト
リ
ー
ブ
の
目
的
と
す
る
の
意
思
な
り
。

自
己
を
意
思
す
る
の
意
思
な
り
。而
し
て
斯
か
る
意
思
は
動
物
的
欲
望
と
い
う
が
如
き
自
然
力
に
支
配
せ
ら
る
る
こ
と
な
く
、

自
己
の
意
思
す
る
も
の
は
自
己
の
本
性
た
る
理
性
な
れ
ば
、
自
己
を
支
配
し
自
己
を
指
導
す
る
も
の
は
一
に
自
己
の
み
。
是

に
於
て
心
霊
は
如
何
な
る
ト
リ
ー
ブ
に
自
己
を
現
さ
ん
か
の
形
式
的
自
由
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
に
自
己
が
自
己

に
主
た
る
の
実
質
的
自
由
を
有
す
（
此
点
に
於
て
自
主
は
即
ち
自
由
な
り
）。
故
に
之
を
自
由
意
思
と
称
す
。
之
を
要
す
る

に
主
観
的
精
神
の
本
性
は
自
由
意
思
に
し
て
抽
象
的
形
式
的
に
自
由
な
る
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の
実
現
を
目
的
と
し
此
中
に

自
己
を
意
思
す
る
の
実
質
的
自
由
意
思
な
り
。
そ
れ
思
考
と
は
自
己
を
識
る
の
知
な
り
と
云
う
が
如
く
、
意
思
と
は
自
己
を

意
思
す
る
所
の
意
思
な
り
。
自
己
を
意
思
す
る
が
故
に
自
由
意
思
な
り
。
而
し
て
自
己
を
意
思
せ
ざ
る
も
の
は
未
だ
真
の
意

思
【
意
志
】
に
非
ず
し
て
所
謂W

illkür

【
恣
意
】
の
み
、
従
て
自
由
に
あ
ら
ず
。
夫か

の
動
物
的
本
能
に
支
配
せ
ら
れ
て
放
縦

な
る
云う
ん
い為
を
事
と
す
る
も
の
の
如
き
は
之
を
奴
隷
生
活
と
云
う
は
可
な
り
、
之
を
自
由
な
る
生
活
と
云
う
は
断
じ
て
不
可
な

り
。
苟い
や
しく
も
自
由
と
い
う
と
き
は
必
ず
意
思
に
支
配
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
意
思
に
支
配
せ
ら
る
る
も
の
に
し
て
自
由
に
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非
ざ
る
は
な
し
。
ヘ
ー
ゲ
ル
曰
く
、
自
由
は
意
思
の
本
ズ
ブ
ス
タ
ン
ツ
性
な
り
。
意
思
と
し
て
自
由
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
自
由
な
き
意
思
は

空
言
の
み
、
意
思
に
伴
わ
ざ
る
自
由
は
現
実
に
あ
ら
ず
。
自
由
は
即
ち
意
思
な
り
と
。

第
二
節　
『
法
律
哲
学
』
の
特
質

自
由
意
思
と
法　

法
と
国
家　

国
家
的
強
制
権
と
個
人
的
自
由

ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
『
法
フ
ヰ
ロ
ゾ
フ
ィ
ー
・
デ
ス
・
レ
ヒ
ツ

律
哲
学
』
は
其
本
論
に
入
り
て
細
目
を
詳
論
す
る
の
前
特
に
、「
緒
論
」
の
一
節
を
設
け
、
実

践
的
心
霊
よ
り
発
展
し
て
法
と
な
る
に
至
る
ま
で
の
関
係
を
説
け
り
と
雖
も
、
其
述
ぶ
る
所
極
め
て
簡
略
に
過
ぎ
て
彼
れ
の

法
律
哲
学
に
関
す
る
大
体
の
性
質
を
窺
う
に
足
ら
ず
、
し
か
も
法
律
哲
学
の
細
目
に
入
る
の
前
先
ず
其
大
体
の
性
質
を
了
解

す
る
は
最
も
必
要
の
こ
と
な
り
と
認
む
る
を
以
て
、
予
は
茲
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
を
汲
み
て
自
由
、
法
、
国
家
又
は
国
家
的
強

制
と
個
人
的
自
由
と
の
関
係
に
関
す
る
彼
の
見
解
の
略
述
を
試
み
ん
と
す
。

（
一
）

既
に
述
べ
た
る
が
如
く
、
主
観
的
精
神
の
発
展
は
自
由
意
思
と
な
り
て
其
絶
頂
に
達
せ
り
。
然
れ
ど
も
こ
れ
た
だ
主
観

的
に
自
由
意
思
な
る
の
み
。
抽
象
的
の
自
由
意
思
な
る
の
み
。
抑
も
宇
宙
の
本
体
た
る
絶
対
的
心
霊
は
人
類
（M

enschheit

）

の
精
神
に
於
て
自
家
の
具
体
的
実
在
の
根
拠
を
有
す
る
に
至
る
べ
き
も
の
な
る
を
以
て
、
其
の
顕
現
す
る
や
独
り
各
個
人
の

主
観
内
に
於
て
す
る
の
み
な
ら
ず
、
又
実
に
客
観
的
に
人
類
の
総
体
的
精
神
に
於
て
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
果
し
て
然
ら
ば
夫

の
主
観
的
自
由
意
思
は
更
に
発
展
し
て
客
観
的
自
由
意
思
と
な
り
、
各
人
の
主
観
的
精
神
は
こ
の
客
観
的
精
神
と
同
化
せ

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
個
人
の
主
観
内
に
顕
現
し
終
り
た
る
本
体
は
更
に
人
類
の
社
会
的
関
係
の
上
に
顕
現
し
て
現
実
の
生
命

を
保
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斯
く
の
如
く
し
て
客
観
界
に
発
現
し
た
る
自
由
意
思
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
客
観
的
精
神
（
又
は
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「
法
」）
な
り
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
法
を
定
義
し
て
自
由
意
思
のD

asein

な
り
と
い
え
る
は
此
の
意
味
に
外
な
ら
ず
（D

ies, dass 

ein D
asein überhaupt. D

asein des freien W
illens ist, ist das R

echt

）。
然
り
、
法
は
自
由
意
思
のD

asein

な
り
。
然
ら
ば

主
観
的
精
神
は
自
由
意
思
の
抽
象
的
内
展
に
し
て
法
は
其
の
客
観
的
外
展
な
り
と
い
い
て
可
な
り
。
主
観
的
精
神
論
は
自
由

心
霊
の
論
理
学
に
し
て
法
律
哲
学
は
そ
の
天
然
哲
学
な
り
と
云
う
べ
き
な
り
。
こ
れ
法
を
ま
たeine zw

eite, höhere N
atur

と
云
う
所
以
な
り
。

何
が
故
に
自
由
意
思
を
本
体
と
す
る
客
観
的
精
神
を
法
と
い
う
か
。
法
は
束
縛
を
意
味
す
。
束
縛
は
自
由
と
両
立
せ
ず
。
カ

ン
ト
は
各
人
の
意
思
の
自
由
を
制
し
て
衝
突
な
か
ら
し
め
ん
が
た
め
に
法
の
必
要
あ
り
と
い
え
り
。
独
り
ヘ
ー
ゲ
ル
が
法
と
自

由
と
を
同
一
視
す
る
所
以
は
如
何
。
こ
れ
彼
れ
の
法
理
学
説
を
理
解
す
る
が
為
め
に
最
も
緊
要
と
す
る
点
な
り
と
す
。
抑
も
客

観
的
精
神
と
は
人
類
の
総
体
的
精
神
に
実
存
の
基
礎
を
有
す
る
自
由
意
思
な
り
。
而
し
て
人
類
の
総
体
的
精
神
と
云
う
と
き
は

各
人
個
々
の
精
神
の
総
和
と
異
な
れ
る
単
一
の
精
神
的
実
在
を
意
味
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
必
竟
は
各
個
人
の
個
々
の
精
神
を

其
分
子
と
す
る
も
の
な
る
を
以
て
客
観
的
精
神
は
決
し
て
各
個
人
の
精
神
を
離
れ
て
存
す
る
も
の
に
非
ず
、
実
は
各
個
人
が
す

べ
て
皆
同
一
の
精
神
的
意
識
を
有
す
る
状
態
を
指
し
て
こ
こ
に
客
観
的
精
神
あ
り
と
云
う
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。
例
え
ば
か
の

人
道
と
云
い
仁
義
と
い
う
の
類
は
人
の
行
動
を
離
れ
て
は
何
等
実
存
の
根
拠
を
有
せ
ず
、
只
各
人
の
精
神
の
実
質
を
な
し
て
外

部
の
行
動
に
現
る
る
に
至
り
て
始
め
て
茲
に
人
道
あ
り
仁
義
あ
り
と
云
う
べ
き
が
如
し
。
併
し
普
通
の
説
明
に
於
て
は
人
道
又

は
仁
義
と
云
う
の
類
を
人
類
の
云
為
よ
り
離
脱
し
、
一
種
の
抽
象
的
主
義
と
し
て
考
察
す
る
が
如
く
、
客
観
的
精
神
も
亦
仮
り

に
之
を
人
類
各
個
の
個
別
的
精
神
よ
り
抽
象
し
て
考
え
る
こ
と
を
得
べ
し
。
故
に
客
観
的
精
神
は
も
と
各
個
人
の
精
神
よ
り
独

立
せ
る
存
在
を
有
す
る
も
の
に
非
ざ
れ
ど
も
、
抽
象
的
分
析
的
に
考
え
る
と
き
は
、
客
観
的
精
神
は
自
由
意
思
の
人
類
間
に
於

け
る
顕
現
を
完
う
せ
ん
が
為
め
に
、先
ず
各
個
人
の
個
別
的
精
神
に
対
す
る
統
一
力
と
し
て
現
る
る
も
の
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
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換
言
す
れ
ば
客
観
界
に
於
て
は
各
個
人
の
精
神
は
此
客
観
的
精
神
に
指
導
拘
束
せ
ら
れ
遂
に
之
に
同
化
せ
ら
る
る
に
至
る
べ
き

も
の
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。故
に
客
観
的
精
神
の
円
満
な
る
発
現
は
、一
方
よ
り
云
え
ば「
抽
象
的
に
考
え
ら
れ
た
る
客
観
的
精
神
」

が
各
個
人
の
精
神
に
普あ
ま
ねく

宿
る
に
よ
り
て
、
又
一
方
よ
り
云
え
ば
「
各
個
人
の
個
別
的
精
神
」
が
十
分
に
客
観
的
精
神
を
体
認

す
る
こ
と
に
依
り
て
完
う
せ
ら
る
る
も
の
た
り
。
併
し
こ
の
客
観
的
精
神
と
個
別
的
精
神
と
の
同
化
は
些
い
さ
さ
かの

困
難
な
く
し
て
行

わ
る
る
も
の
な
る
か
。
蓋
し
客
観
的
精
神
と
云
う
も
理ロ
ゴ
ス性
の
発
現
な
り
個
別
的
精
神
と
云
う
も
亦
理ロ
ゴ
ス性
の
発
現
な
り
。
二
者
其

本
体
を
一
に
す
。
然
れ
ど
も
人
は
ま
た
其
体
を
自
然
的
物
質
に
受
く
る
を
以
て
屡
々
各
種
の
動
物
的
欲
望
に
駆
ら
れ
て
動や
や

も
す

れ
ば
自
由
実
在
た
る
本
来
の
面
目
を
損
わ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
是
を
以
て
人
其
の
本
然
の
性
能
を
完
う
せ
ん
と
せ
ば
須
ら
く

理
性
の
光
明
に
指
導
せ
ら
れ
て
自
然
的
欲
望（
即
ち
個
別
的
意
思
）を
統
制
し
、以
て
真
正
な
る
自
由
意
思
を
発
揮
す
る
を
要
す
。

故
に
客
観
的
精
神
と
個
別
的
意
思
と
の
同
化
は
事
甚
だ
容
易
な
る
が
如
く
し
て
実
は
二
者
の
間
に
幾
多
の
健
闘
を
経
た
る
後
に

始
め
て
之
を
見
る
を
得
べ
き
の
み
。
わ
が
客
観
的
精
神
論
は
実
に
こ
の
健
闘
の
戦
紀
な
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
法
律
哲
学
を
定
義
し

て
普
遍
的
意
思
対
個
別
的
意
思
の
関
係
に
於
け
る
自
由
意
思
を
論
ず
る
も
の
な
り
と
云
い
し
は
此
謂
に
外
な
ら
ず
。
さ
れ
ば
客

観
的
精
神
の
発
現
と
は
大
な
る
意
思
が
小
な
る
意
思
に
臨
む
の
関
係
な
り
。
小
な
る
意
思
が
大
な
る
意
思
に
向
上
す
る
の
関
係

な
り
。
大
な
る
意
思
を
主
と
し
て
観
る
と
き
は
、
其
関
係
や
儼
然
と
し
て
小
な
る
個
別
的
意
思
を
統
御
す
る
の
姿
態
を
呈
す
る

を
以
て
之
を
法
と
云
う
。
小
な
る
意
思
を
主
と
し
て
観
る
と
き
は
、
其
関
係
や
自
己
の
本
性
な
る
大
な
る
意
思
に
帰き
き
ょ
う嚮

【
心
を

寄
せ
る
】
す
る
の
有
様
に
あ
る
を
以
て
之
を
自
由
と
云
う
な
り
。
一
面
に
於
て
は
自
己（
普
遍
的
自
我
）に
帰
す
る
の
自
由
な
り
、

又
一
面
に
於
て
は
自
己
（
個
別
的
自
我
）
を
抑
制
す
る
の
拘
束
な
り
。
然
ら
ば
自
由
と
束
縛
と
は
一
に
し
て
二
に
非
ざ
る
な
り
。

只
大
な
る
意
思
を
主
位
に
お
き
て
考
え
る
と
き
は
客
観
的
精
神
は
普
遍
的
統
一
力
と
し
て
各
人
の
個
別
的
意
思
に
対
し
て
厳
実

な
る
規
範
を
指
示
す
る
も
の
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
之
を
法
と
称
す
る
な
り
。そ
れ
法
は
束
縛
を
意
味
す
る
の
辞
な
り
。
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併
し
自
由
実
在
た
る
自
己
を
何
人
か
絶
対
に
之
を
拘
束
し
得
る
者
ぞ
。法
と
は
畢
竟
自
己
の
自
己
に
加
う
る
拘
束
に
あ
ら
ず
や
。

故
に
法
に
従
う
は
我
に
従
う
な
り
。
法
の
束
縛
に
甘
ん
ず
る
こ
と
に
よ
り
て
吾
人
は
吾
人
を
完
う
す
る
を
得
べ
き
な
り
。
宇
宙

の
本
体
た
る
自
由
心
霊
は
実
に
此
束
縛
の
形
式
に
於
て
自
己
の
実
現
を
人
類
界
に
求
め
ん
と
す
。
法
に
よ
り
て
自
己
を
束
縛
す

る
は
即
ち
こ
の
本
体
に
向
上
す
る
な
り
。
自
己
が
自
己
の
本
源
に
遡
る
が
故
に
之
を
自
由
と
云
う
。
こ
れ
法
に
服
従
す
る
は
即

ち
自
由
な
り
と
云
う
所
以
な
り
。
故
に
法
に
対
す
る
服
従
の
義
務
は
自
己
を
自
主
自
由
の
人
た
ら
し
む
る
所
以
に
し
て
、
法
に

従
う
は
寧
ろ
理
性
動
物
た
る
吾
人
人
類
の
特
権
な
り
。吾
人
は
法
に
服
従
す
る
こ
と
に
依
り
て
自
己
を
滅
却
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、

否
自
己
を
完
成
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
小
我
を
亡
し
て
大
我
を
発
揮
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ば
即
ち
法
の
拘
束
其
自
体
は
真
正

の
自
由
意
思
に
外
な
ら
ず
。
束
縛
と
自
由
と
は
別
物
に
非
ざ
る
な
り
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
自
由
意
思
の
顕
現
を
呼
ん
で
法
と
な
せ
る

も
の
復ま

た
怪
む
に
足
ら
ざ
る
べ
し
。

法
と
自
由
意
思
と
の
関
係
に
就
い
て
カ
ン
ト
の
謬
見
を
指
摘
せ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
は
亦
参
考
と
し
て
茲
に
引
用
す
る
に

足
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
解
に
依
れ
ば
法
と
自
由
意
思
と
は
別
物
に
あ
ら
ず
。
自
由
意
思
は
法
の
本
体
な
り
。
法
に
従
う
が
故

に
意
思
は
自
由
な
り
。
も
し
意
思
に
し
て
単
に
主
観
的
た
る
に
止
り
、
法
の
束
縛
に
服
従
せ
ざ
る
と
き
は
、
こ
れ
即
ち
自
己

の
本
性
に
背
く
も
の
に
し
て
自
由
を
離
る
る
こ
と
遠
し
。
然
る
に
カ
ン
ト
は
曰
く
、
法
と
は
円
満
な
る
共
同
生
活
の
目
的
の

た
め
に
各
人
の
自
由
意
思
に
加
え
る
制
限
な
り
と
。
各
人
の
自
由
意
思
は
互
に
衝
突
す
る
も
の
な
る
が
故
に
法
を
以
て
之
を

制
限
す
る
の
必
要
あ
り
と
の
謂
な
り
。
果
し
て
然
ら
ば
法
は
最
早
人
心
に
固
有
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
只
外
部
よ
り
各
個
人

を
制
限
す
る
も
の
、
即
ち
消
極
的
に
各
個
人
を
し
て
或
行
為
を
為
し
又
は
為
さ
ざ
ら
し
む
る
の
作
用
を
な
す
の
み
に
し
て
積

極
的
に
其
云う
ん
い為
の
内
部
的
本
源
と
な
る
も
の
に
非
ず
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斯
く
の
如
き
説
は
必
竟
大
な
る
意
思
を
無
視

し
、
個
別
的
意
思
即
ちW

illkür

を
以
て
自
由
意
思
な
り
と
誤
解
せ
し
も
の
な
り
。
法
は
自
由
意
思
の
個
別
的
意
思
に
加
え
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る
制
限
な
り
と
云
う
は
稍や
や

可
な
り
。
自
由
意
思
そ
の
も
の
に
加
え
る
制
限
な
り
と
云
う
は
未
だ
其
可
な
る
を
見
ざ
る
な
り
。

（
二
）

自
由
意
思
が
法
と
し
て
具
体
的
実
在
を
有
す
る
に
至
る
の
地
盤
（
客
観
界
）
は
人
類
の
社
会
生
活
な
り
。
抑そ
も
そも

単
純
な

る
個
別
的
精
神
の
主
体
と
し
て
の
多
数
個
人
の
集
合
は
、
機
械
的
集
合
に
し
て
未
だ
有
機
的
社
会
を
な
さ
ず
。
其
の
相
集
り

て
社
会
的
生
活
を
な
し
、
有
機
体
の
一
員
た
る
を
得
る
所
以
の
も
の
は
、
必
竟
各
人
自
己
の
心
裡
に
於
て
共
同
な
る
普
遍
的

精
神
を
感
ず
れ
ば
な
り
。
吾
人
皆
こ
の
普
遍
的
精
神
を
体
認
す
る
に
非
ず
ん
ば
社
会
生
活
は
為
し
得
ざ
る
な
り
。
所
謂
共
同

生
活
の
之
れ
有
る
を
得
る
所
以
の
も
の
は
普
遍
的
精
神
の
個
人
的
体
認
に
依
る
。個
人
性
の
社
会
化
、社
会
心
の
個
人
化
両
々

相
待
ち
て
吾
人
の
生
活
は
円
満
に
な
さ
る
る
も
の
な
り
。
斯
の
如
く
し
て
吾
人
の
社
会
生
活
に
発
現
せ
る
普
遍
的
精
神
は
即

ち
「
法
」
に
し
て
、
法
の
発
現
せ
る
客
観
界
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
国
家
な
り
。
然
ら
ば
法
は
自
由
意
思
の
客
観
界
に
顕
現
せ

ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
国
家
は
自
由
意
思
の
実
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
界
（D

as R
eich der verw

irklichten Freiheit

）
な
り
。

客
観
界
に
発
現
せ
ら
れ
ざ
る
自
由
意
思
は
未
だ
法
に
あ
ら
ず
。
自
由
意
思
の
発
現
せ
ざ
る
客
観
界
は
未
だ
国
家
に
非
ず
。
法

あ
れ
ば
必
ず
国
家
あ
り
。
国
家
あ
れ
ば
必
ず
法
あ
り
。
両
者
離
る
べ
か
ら
ざ
る
関
係
あ
り
と
云
わ
ん
よ
り
は
寧
ろ
同
一
物
の

観
察
の
方
面
を
異
に
せ
る
異
名
に
過
ぎ
ず
と
い
う
べ
き
な
り
。
故
に
法
を
論
ず
る
は
即
ち
国
家
を
論
ず
る
な
り
。
法
律
哲

学
は
同
時
に
国
家
哲
学
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
彼
の
著
書
に
『
法
律
哲
学
一
名
自
然
法
及
び
国
家
学
』
と
冠
す
る
所

以
な
り
。
彼
亦
『
法
律
哲
学
』
の
序
文
に
於
て
述
べ
て
曰
く
、
本
書
の
目
的
は
国
家
を
純
然
た
る
合
理
実
在
（ein in sich 

Vernünftige

）
と
し
て
理
解
し
且
つ
説
明
す
る
に
外
な
ら
ず
と
。

（
三
）

以
上
述
ぶ
る
所
は
法
及
び
国
家
の
本
質
に
関
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
見
解
な
る
が
、
之
は
ま
た
同
時
に
古
来
学
者
間
に
難
問
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た
り
し
所
の
国
家
的
強
制
権
対
個
人
的
自
由
の
問
題
を
解
決
し
た
る
も
の
な
り
。
予
は
先
に
吾
人
の
精
神
作
用
に
は
種
々
の

欲
望
を
満
足
せ
ん
と
す
る
本
能
的
の
働
き
と
、
又
之
を
節
制
し
て
高
尚
な
る
生
活
を
営
ま
し
め
ん
と
す
る
働
き
と
あ
り
て
、

互
い
に
相
戦
う
も
の
な
る
こ
と
を
述
べ
た
り
。
今
暫
く
古
聖
の
言
を
か
り
て
前
者
を
外
な
る
人
と
云
い
後
者
を
内
な
る
人
と

云
わ
ん
か
。
所
謂
内
な
る
人
果
し
て
我
な
る
か
、外
な
る
人
果
し
て
真
の
我
な
る
か
は
性
善
論
性
悪
論
の
岐わ
か

る
る
所
に
し
て
、

学
問
上
細
心
の
研
究
を
要
す
る
所
な
る
べ
し
。（
ヘ
ー
ゲ
ル
は
内
な
る
人
を
以
て
自
我
の
本
体
と
せ
し
こ
と
は
既
に
読
者
の

知
る
所
な
り
。）
然
る
に
之
と
同
様
な
る
問
題
は
吾
人
の
国
家
生
活
に
於
て
も
亦
之
を
見
る
。
一
方
に
は
良
心
と
云
う
個
人

的
内
部
的
権
威
を
以
て
吾
れ
の
行
動
を
右
に
決
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
あ
り
。
他
方
に
は
法
律
と
云
う
社
会
的
外
部
的
権
威

を
以
て
吾
れ
の
行
動
を
左
に
決
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
あ
り
。
良
心
が
実
在
な
る
か
法
律
が
実
在
な
る
か
。
国
家
は
個
人
の

手
段
な
り
や
、
将は

た
個
人
は
国
家
其
自
身
の
目
的
の
た
め
に
あ
る
も
の
な
り
や
。
個
人
は
国
家
の
分
子
な
り
や
、
国
家
は
個

人
の
機
械
的
集
合
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な
り
や
。
道
徳
上
の
個
人
の
目
的
と
政
治
上
の
国
家
の
目
的
と
は
一
致
す
る
も
の
な
り

や
否
や
又
一
致
す
と
せ
ば
如
何
ば
か
り
一
致
す
る
や
。
人
類
の
倫
理
的
生
活
の
理
想
と
国
家
的
生
活
の
理
想
と
の
真
関
係
は

果
し
て
如
何
な
る
も
の
な
り
や
。
之
等
の
問
題
は
実
に
政
治
哲
学
上
の
根
本
問
題
に
し
て
、
古
来
深
奥
な
る
国
家
攻
究
者
の

脳
裡
を
去
ら
ざ
り
し
所
な
り
。

古
代
専
制
の
諸
国
に
於
て
は
事
実
上
又
理
論
上
国
家
万
能
を
主
義
と
し
、
国
権
に
対
抗
す
る
一
勢
力
と
し
て
の
個
人
の
独

立
を
認
め
ざ
り
し
こ
と
固
よ
り
弁
を
待
た
ず
。
只
僅
に
希
臘
に
於
て
は
特
別
の
事
情
に
よ
り
夙
に
自
由
共
和
の
政
治
盛
に
行

わ
れ
た
り
し
を
以
て
、
早
く
既
に
個
人
の
自
由
と
国
権
の
強
制
と
を
調
和
す
る
の
説
を
生
じ
た
り
。
然
れ
ど
も
其
の
説
の
多

く
は
直
覚
的
に
「
国
家
は
個
人
の
精
神
的
発
達
に
必
要
な
り
」
と
か
又
は
「
人
は
政
治
的
動
物
な
り
」
と
か
い
う
が
如
く
独

断
す
る
も
の
に
し
て
精
密
な
る
政
理
の
論
説
と
し
て
は
甚
だ
其
価
値
に
乏
し
と
云
わ
ざ
る
を
得
ず
。
羅ロ
ー
マ馬
以
来
世
は
再
び
専
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制
の
政
に
復か

え
り
且
つ
文
物
永
く
衰
頽
を
極
め
し
を
以
て
、
如
上
の
問
題
は
久
し
く
学
問
上
の
論
究
に
上
る
こ
と
な
か
り
き
。

次
い
で
十
四
五
世
紀
の
頃
に
及
び
世
運
こ
こ
に
一
大
変
転
を
な
し
、
従
来
久
し
く
閑
却
せ
ら
れ
た
り
し
個
人
そ
の
も
の
の
充

実
は
漸
く
識
者
の
注
目
を
惹ひ

け
り
。
ル
ー
テ
ル
以
来
基
督
教
の
開
発
は
益
々
個
人
そ
れ
自
身
の
尊
厳
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と

を
教
え
且
つ
漸
く
覚
醒
し
始
め
た
る
各
個
人
は
之
が
反
動
と
し
て
起
り
た
る
専
制
主
義
に
激
せ
ら
れ
て
愈い
よ
い
よ々

個
人
の
自
由
を

主
張
す
る
に
至
れ
り
。
然
れ
ど
も
諸
国
の
君
主
暗
愚
に
し
て
依
然
と
し
て
専
制
の
過
を
改
め
ず
、
甚
し
き
は
却
て
個
人
主
義

を
圧
迫
す
る
の
措
置
に
出
づ
る
者
多
か
り
し
か
ば
、
茲
に
漸
く
国
家
は
徒
ら
に
個
人
の
発
達
を
妨
ぐ
る
も
の
に
非
ざ
る
や
を

疑
う
も
の
あ
り
、
更
に
甚
し
き
は
二
者
を
以
て
全
く
調
和
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
し
、
法
律
政
治
の
如
き
は
全
然
人
の
天

性
に
背
反
す
と
な
す
の
説
あ
る
に
至
れ
り
。
最
も
極
端
に
個
人
主
義
を
提
唱
せ
し
も
の
近
時
に
在
り
て
は
蓋
し
ス
ペ
ン
サ
ー

【H
erbert Spencer, 1820-1903

】
な
ら
ん
。
ス
ペ
ン
サ
ー
以お
も
え為

ら
く
政
府
（
国
家
）
は
人
民
の
作
る
所
な
り
、
人
民
は
其
の
自
ら

作
る
所
の
政
府
よ
り
権
利
を
附
与
せ
ら
る
る
と
い
う
こ
と
な
し
。
個
人
と
し
て
権
利
な
く
ん
ば
何
ん
ぞ
亦
社
会
の
一
員
と
し

て
之
を
有
す
る
に
至
る
を
得
ん
。
法
律
も
政
治
も
個
人
に
対
し
て
は
何
の
加
う
る
所
な
し
と
。
斯
く
の
如
き
は
最
も
極
端
な

る
一
例
な
る
が
、
斯
く
極
端
に
個
人
主
義
を
主
張
せ
ざ
る
も
の
と
雖
も
、
苟い
や
しく
も
個
人
の
自
由
を
前
提
す
る
の
論
者
は
常
に

例
え
ば
「
国
家
目
的
論
」
と
云
う
が
如
き
題
目
の
下
に
「
国
家
は
如
何
な
る
合
理
的
根
拠
に
よ
り
又
如
何
な
る
範
囲
に
於
て

不
服
な
る
一
個
人
を
強
制
す
る
を
得
る
か
」
を
論
究
せ
ざ
る
は
な
し
。
か
の
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
以
て
人
生
の
目
的
な

り
と
せ
る
ベ
ン
タ
ム
【Jerem

y B
entham

, 1748-1832

】
は
必
然
に
法
律
を
以
て
「
已
む
を
得
ざ
る
害
悪
」
と
な
し
、政
治
と
は
「
こ

の
害
悪
中
の
最
少
害
悪
を
選
む
の
技
術
」
な
り
と
せ
り
。
蓋
し
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
得
ん
と
せ
ば
単
独
の
各
個
人
は
他

の
個
人
と
接
触
す
る
に
当
り
て
幾
分
か
自
由
の
拘
束
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
。
自
由
の
拘
束
は
苦
痛
な
り
、
苦
痛
は
即
ち
害
悪

な
り
。
自
由
の
幾
分
の
制
限
は
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
の
た
め
に
は
已
む
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
国
家
は
此
の
已
む
こ
と
を
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得
ざ
る
範
囲
に
於
て
の
み
個
人
の
自
由
に
干
渉
す
る
を
得
べ
し
と
云
う
な
り
。
経
済
学
を
以
て
殊
に
声
名
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ス

ツ
ワ
ル
ト
・
ミ
ル
【John Stuart M

il, 1806-73

】
は
吾
人
の
生
活
を
独
立
せ
る
二
部
に
分
ち
、
一
を
全
く
個
人
の
利
益
に
関
す
る

部
分
と
な
し
、
他
を
全
く
社
会
公
同
の
利
益
に
関
す
る
部
分
と
な
し
、
以
て
全
然
個
人
の
自
由
に
任
ず
べ
き
範
囲
と
国
家
の

干
渉
を
認
む
べ
き
範
囲
と
を
劃
定
せ
り
。
余
り
に
機
械
的
に
過
ぎ
て
ほ
と
ん
ど
実
際
に
適
用
す
る
を
得
ざ
る
を
憾う
ら

む
。
国
家

的
強
制
権
の
合
理
的
基
礎
に
関
す
る
説
明
は
ル
ソ
ー
に
於
て
既
に
一
大
発
展
を
な
せ
り
、
ル
ソ
ー
以お
も
え為
ら
く
、「
人
間
は
も
と

自
由
に
し
て
生
れ
た
る
に
、
今
何
れ
の
処
に
て
も
束
縛
の
裡
に
あ
り
。
如
何
に
し
て
此
変
化
は
起
り
た
る
か
我
之
を
知
ら
ず
。

只
如
何
に
し
て
之
を
正
当
な
る
も
の
と
解
す
べ
き
か
」。
曰
く
各
人
は
社
会
契
約
を
締
結
し
、
其
人
格
を
挙
げ
て
之
を
共
同
体

に
帰
し
、
各
人
は
皆
社
会
的
総
意
（
各
人
の
意
思
の
総
和
と
異
な
る
単
一
の
実
在
即
ち
国
家
）
に
支
配
せ
ら
れ
て
以
て
分
離

す
べ
か
ら
ざ
る
全
体
の
一
員
と
な
れ
り
。
各
人
は
社
会
契
約
に
よ
り
て
自
然
的
自
由
を
失
え
り
と
雖
も
、
之
に
代
り
て
政
治

上
の
自
由
を
得
た
り
。
か
の
束
縛
に
甘
ん
ず
る
は
確
実
な
る
政
治
的
自
由
を
得
ん
が
為
め
な
り
と
。
人
は
本
来
自
由
な
れ
ど

も
其
自
由
た
る
や
自
然
的
自
由
も
し
く
は
「
自
由
の
能
力
」（
可
能
的
自
由
）
に
し
て
現
実
の
自
由
に
非
ず
。
其
自
由
を
現
実

に
確
定
せ
ん
が
為
め
に
各
人
は
相
約
し
て
国
家
を
構
成
す
る
に
至
れ
る
も
の
な
り
と
云
う
な
り
。
然
ら
ば
国
家
な
る
も
の
の

之
れ
有
る
は
個
人
の
契
約
し
て
之
を
作
れ
ば
な
り
。
国
家
的
強
制
権
が
個
人
を
拘
束
す
る
も
の
亦
其
基
を
個
人
の
発
意
に
発

す
る
な
り
。
国
家
は
個
人
の
自
由
を
確
保
せ
ん
が
為
め
に
在
り
。
国
家
は
個
人
の
手
段
な
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

ル
ソ
ー
の
個
人
本
位
的
国
家
説
は
其
の
後
多
少
風
貌
を
変
じ
て
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
等
の
継
承
す
る
所
と
な
り
、
永
く

唯
理
論
派
哲
学
者
の
定
説
た
り
き
。
蓋
し
個
人
的
自
由
な
る
も
の
が
神
聖
な
る
信
条
と
し
て
学
者
の
承
認
を
博
す
る
間
は
、

法
律
政
治
に
関
す
る
各
般
の
論
説
が
常
に
個
人
的
見
解
に
基
づ
く
べ
き
こ
と
は
事
理
の
当
然
な
り
。
然
れ
ど
も
翻
っ
て
思
う

に
個
人
の
生
活
な
る
も
の
は
元
と
社
会
国
家
を
離
れ
て
存
在
せ
ず
。
全
然
社
会
的
交
通
よ
り
超
絶
せ
る
個
人
の
自
由
独
立
と
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云
う
が
如
き
は
到
底
吾
人
の
想
像
し
得
ざ
る
所
な
り
。
個
人
の
自
由
と
い
い
個
人
の
独
立
と
い
い
之
を
相
対
的
の
意
味
に
解

す
れ
ば
可
な
ら
ん
も
、
之
を
絶
対
的
の
意
義
に
解
す
べ
し
と
せ
ば
果
し
て
一
面
の
真
理
を
伝
え
る
も
の
な
る
や
否
や
を
疑
わ

ざ
る
を
得
ず
。
果
し
て
然
ら
ば
個
人
と
社
会
国
家
と
の
間
に
は
俄
に
主
従
の
別
を
附
す
る
を
得
べ
か
ら
ず
。
個
人
の
絶
対
的

自
由
を
前
提
と
せ
る
幾
多
の
説
明
は
動
も
す
れ
ば
個
人
其
者
の
本
質
を
誤
り
易
き
の
み
な
ら
ず
、
又
其
の
国
家
を
解
明
す
る

や
余
り
に
機
械
的
に
過
ぐ
る
の
嫌
な
き
に
あ
ら
ず
。
是
に
於
て
か
個
人
的
根
拠
に
立
ち
し
従
来
の
国
家
学
説
は
全
く
一
変
し

て
他
に
説
明
の
基
礎
を
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
。
而
し
て
わ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
学
説
は
実
に
此
一
転
機
を
為
す
も

の
と
い
う
べ
し
。

ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
本
質
論
の
基
礎
は
個
人
本
位
に
あ
ら
ず
又
国
家
本
位
に
あ
ら
ず
。
今
例
の
弁
証
法
を
か
り
て
説
明
せ
ん

か
、
個
人
本
位
は
正
措
定
な
り
国
家
本
位
は
反
措
定
な
り
、
真
理
は
両
者
の
綜
合
措
定
に
在
り
と
云
う
べ
き
な
り
。
ヘ
ー
ゲ

ル
は
固
よ
り
唯
理
論
派
の
流
れ
を
汲
み
「
個
人
的
自
由
」
と
い
う
思
想
を
脱
す
る
を
得
ず
。
然
れ
ど
も
彼
の
個
人
的
自
由
は

ル
ソ
ー
や
カ
ン
ト
の
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
頗
る
遠
し
。
も
し
茲
に
小
我
大
我
の
辞
を
仮
用
せ
ん
か
、
ル
ソ
ー
等
の
云
う
所
は

小
我
の
自
由
な
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
云
う
所
は
大
我
の
自
由
な
り
。
小
我
の
自
由
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
認
め
て
以
てW

illkür

と
呼

び
し
所
、
彼
の
所
謂
真
の
自
由
に
非
ず
。
真
の
自
由
は
小
我
と
大
我
と
の
同
化
に
存
す
。
而
し
て
国
家
は
即
ち
大
我
の
発
現

な
り
と
せ
し
が
故
に
、
国
家
は
実
に
真
の
自
由
の
実
現
せ
ら
る
る
所
な
り
、
個
人
の
本
性
の
完
う
せ
ら
る
る
所
な
り
と
云
う

な
り
。
蓋
し
吾
人
に
は
二
種
の
我
あ
り
。
一
は
小
我（
偶
然
的
自
我
）に
し
て
他
は
大
我（
合
理
的
又
は
理
性
的
自
我
）な
り
。

人
類
は
も
と
皆
自
我
を
完
成
す
べ
き
も
の
な
る
が
、
此
完
う
せ
ら
る
べ
き
自
我
は
小
我
に
非
ず
し
て
大
我
の
み
な
り
と
す
。

何
と
な
れ
ば
大
我
は
吾
人
天
性
の
全
部
を
満
足
せ
し
め
ん
と
す
る
傾
向
を
有
す
る
に
反
し
、
小
我
は
部
分
的
外
部
的
満
足
を

供
す
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
な
り
。
而
し
て
吾
人
の
意
思
が
後
者
に
向
う
と
き
は
宛
か
も
奴
隷
の
境
遇
に
あ
る
が
如
き
の
思
あ
り
、
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之
に
反
し
て
前
者
に
向
う
と
き
は
自
由
を
感
ず
。
自
由
と
は
自
我
が
自
我
た
る
を
得
る
の
謂
に
外
な
ら
ず
。
故
に
人
生
の
要

件
た
る
自
由
と
は
、
単
に
過
去
に
実
成
し
得
た
る
総
量
、
換
言
す
れ
ば
現
在
の
状
態
を
保
持
す
る
の
み
の
意
義
に
あ
ら
ず
し

て
、
吾
人
の
真
実
な
る
自
我
即
ち
大
我
を
発
揮
す
る
こ
と
の
謂
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
真
我
を
実
成
す
る
こ
と
は
大
我
よ
り

見
れ
ば
権
利
な
り
自
由
な
り
、
小
我
よ
り
見
れ
ば
義
務
な
り
服
従
な
り
。
不
幸
に
し
て
吾
人
は
小
我
の
勢
力
強
く
大
我
と
同

化
す
る
こ
と
極
め
て
不
完
全
な
る
も
の
な
る
が
故
に
、
吾
人
は
自
由
を
得
ん
が
為
め
に
は
通
常
の
自
我
（
小
我
）
を
抑
え
て

真
実
の
自
我
（
大
我
）
の
強
制
に
服
従
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
吾
人
を
し
て
此
強
制
に
服
し
、
多
少
完
全
な
る
生

活
を
営
む
の
機
会
を
与
え
る
も
の
は
国
家
組
織
な
り
。
斯
の
真
実
の
自
我
は
実
に
法
律
の
本
性
に
し
て
国
家
の
本
体
な
り
。

国
家
が
強
力
に
依
り
て
法
律
を
維
持
す
る
は
、
吾
人
の
真
我
の
主
張
を
最
も
大
に
最
も
確
実
に
成
就
せ
し
む
る
所
以
に
外
な

ら
ず
。故
に
法
は
真
我
の
主
張
な
り
。国
家
の
強
制
に
服
従
す
る
は
束
縛
に
非
ず
し
て
自
由
な
り
。国
家
は
自
由
の
実
現
な
り
。

然
ら
ば
吾
人
は
国
家
の
主
張
に
於
て
吾
人
の
主
張
を
求
む
べ
く
、
国
家
の
目
的
に
よ
り
て
自
家
の
目
的
を
求
む
べ
し
。
国
家

に
と
り
て
善
な
る
こ
と
は
各
個
人
に
と
り
て
も
亦
善
な
り
、
各
個
人
の
欲
す
る
所
は
亦
国
家
の
欲
す
る
所
な
り
と
云
わ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
ル
ソ
ー
一
派
の
学
説
を
評
す
る
の
言
に
曰
く
、
国
家
を
以
て
所
謂Versicherungsanstalt

と
做な

し
、

個
人
の
財
産
及
び
自
由
の
安
全
を
保
護
す
る
を
目
的
と
す
る
一
のM

ittel

と
な
す
所
の
個
人
主
義
的
見
解
は
正
当
に
あ
ら
ず
。

国
家
は
自
由
意
思
の
顕
現
に
し
て
其
自
身
目
的
た
り
。
併
し
国
家
は
其
自
身
目
的
な
り
と
い
う
こ
と
を
誤
解
し
て
為
め
に
全

く
個
人
の
利
益
を
顧
み
ざ
る
も
の
と
な
す
こ
と
勿な
か

れ
。蓋
しD

as w
ahrhafte A

llgem
eine

【
真
の
普
遍
性
】はdas Besondere

【
特
殊
】

に
於
て
自
己
を
意
識
す
る
も
の
に
し
て
、besondere Einzel

【
特
個
】
の
真
の
利
害
は
即
ちA

llgem
eine

の
利
害
な
る
を
以
て
、

国
家
の
目
的
と
個
人
の
真
目
的
と
はidentisch

な
る
も
の
な
り
。
国
家
の
目
的
は
固
よ
り
直
接
に
個
人
的
利
益
の
保
護
に
存

せ
ず
と
雖
も
、
個
人
の
目
的
は
畢
竟
国
家
そ
れ
自
身
な
り
と
云
う
べ
き
が
故
に
、
個
人
は
国
家
の
目
的
を
其
目
的
と
す
る
こ
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と
に
よ
り
て
満
足
を
得
べ
く
、
国
家
の
目
的
を
適
当
に
遂
行
す
る
は
即
ち
個
人
の
幸
福
を
来
し
其
利
益
を
増
進
す
る
所
以
な

り
。
こ
れ
国
家
をsittlicher O

rganism

【
人
倫
的
組
織
】
と
称
す
る
所
以
な
り
と
。

以
上
述
べ
た
る
が
如
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
国
家
の
目
的
を
以
て
自
由
意
思
の
完
成
に
あ
り
と
せ
る
も
、
其
の
所
謂
自
由
意

思
た
る
や
、
従
来
の
考
説
の
如
く
小
我
の
自
由
意
思
を
云
う
に
あ
ら
ず
、
個
人
の
本
性
に
し
て
宇
宙
の
本
体
た
る
大
我
の
自

由
意
思
を
意
味
す
る
が
故
に
、
彼
れ
の
国
家
本
質
論
は
自
ら
従
来
多
数
の
自
由
意
思
論
者
の
国
家
論
と
其
趣
を
異
に
せ
ざ
る

を
得
ず
。
故
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
が
自
由
意
思
論
に
基
づ
く
の
故
を
以
て
之
を
個
人
本
位
の
学
説
な
り
と
速
了
す
る
は
甚
し
く

彼
を
誣し

ゆ
る
も
の
な
り
。
何
と
な
れ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
の
学
説
は
個
人
本
位
的
な
る
よ
り
は
寧
ろ
国
家
本
位
的
な
る
に
近
け
れ
ば

な
り
。
只
其
が
純
然
た
る
国
家
本
位
論
と
異
な
る
は
同
時
に
国
家
と
個
人
と
の
二
ケ
の
実
在
を
承
認
す
る
の
点
に
在
り
。
抑

も
国
家
の
本
質
に
関
す
る
以
上
諸
説
の
争
議
は
今
猶
お
十
分
に
決
定
せ
ざ
る
も
の
な
る
に
似
た
り
。
思
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所

説
の
如
き
は
望
ま
し
き
国
家
の
理
想
を
談
ず
る
も
の
と
し
て
は
頗
る
傾
聴
を
値
す
べ
し
と
雖
も
、
現
在
の
国
家
そ
の
も
の
の

考
察
と
し
て
は
天
下
大
に
異
議
あ
ら
ん
。
況
ん
や
彼
の
所
謂
国
家
論
は
彼
自
ら
云
う
如
く
、「
古こ
お
う往

今こ
ん
ら
い来

幾
多
の
国
家
の
連

続
的
発
達
の
上
に
実
現
せ
ら
る
べ
き
国
家
の
理
想
」
を
語
る
も
の
に
し
て
、
現
在
個
々
の
国
家
を
見
る
が
儘
に
観
察
す
る

も
の
に
非
ざ
る
が
故
に
、
徹
頭
徹
尾
事
実
を
論
究
の
基
礎
と
す
る
科
学
者
よ
り
彼
の
説
を
見
れ
ば
、
中
に
幾
多
の
有
益
な
る

暗サ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
示
を
含
蓄
す
る
も
の
あ
る
に
拘
ら
ず
、
必
ず
や
一
片
の
空
想
又
は
希
望
に
止
ま
る
部
分
少
か
ら
ざ
ら
ん
。
近
世
科
学
的

研
究
の
結
果
は
固
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
結
と
乖
離
す
る
点
極
め
て
多
か
る
べ
し
。
然
り
と
雖
も
彼
が
国
家
を
以
て
其
自
身
に

固
有
の
目
的
を
有
す
る
一
種
の
有
機
体
と
な
せ
る
の
一
点
に
至
り
て
は
、
古
来
の
惑
を
一
掃
し
て
国
家
学
の
前
途
に
一
大
光

明
を
放
つ
も
の
な
り
。
要
こ
れ
を
よ
う
す
る
に

之
彼
が
極
力
個
人
主
義
的
機
械
観
を
排
斥
し
、
有
機
体
と
し
て
国
家
を
攻
察
す
べ
き
こ
と
を

唱
導
せ
し
の
一
事
は
国
家
学
史
上
没
す
べ
か
ら
ざ
る
の
一
大
偉
績
な
り
と
云
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
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Der objektive Geist
｛  

Das abstrakt Recht
｛

｛
所
有

所
有
権
の
本
質
に
関
す
る
こ
と
あ
り

所
有
権

使
用

こ
の
中
に
消
滅
時
効
の
こ
と
あ
り

譲
与

契
約　

契
約
の
本
質
の
こ
と

不
法
を
強
制
す
る
の
権
利

｛
不
法
行
為

詐
欺

犯
罪
及
び
刑
罰

こ
の
中
に
正
当
防
衛
の
本
質
、
刑
罰
の
本
質
、
刑
罰
の
方
法
の
こ
と
あ
り

Die Moralitat
｛

予
見
及
び
責
任　
こ
の
中
に
責
任
の
範
囲
の
こ
と
あ
り

決
意
及
び
幸
福　
こ
の
中
に
責
任
の
基
礎
あ
り

両
親
及
び
善　
　
法
律
と
道
徳
と
の
関
係
の
こ
と
あ
り

Der Sittlichkeit

｛
家
族

｛
結
婚

結
婚
の
本
質
、
一
夫
一
婦
の
基
礎
の
こ
と
あ
り

家
産

家
族
の
財
産
の
性
質
の
こ
と
あ
り

子
女
の
教
養

市
民
集
団
｛

欠
乏
の
組
織

｛
欠
乏
及
び
満
足
の
種
類

労
働
の
種
類

社
会
階
級

司
法

｛
成
文
の
法

法
と
法
律
、
立
法
の
主
意
、
法
律
の
目
的
の
こ
と
あ
り

成
文
的
法
の
存
在

成
典
公
布
の
こ
と
あ
り

裁
判

法
律
の
適
用
、
訴
訟
法
の
性
質
、
裁
判
所
構
成
法
の
こ
と
あ
り

警
察
及
び
組
合　
貧
民
問
題
の
こ
と
あ
り

国
家

｛
対
内
的
国
法

｛
国
権
の
組
織

｛

君
主

｝
立
憲
制
度
の
こ
と
を
論
ぜ
り

政
府

議
会

国
権
の
発
動

対
外
的
国
法
（
国
際
法
）

世
界
歴
史

｛

東
洋

希
臘
・
羅
馬

ゼ
ル
マ
ン
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